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絶対俺の嫁にするから～御曹司のイジワルな溺愛包囲網～










お見合いの席で大胆プロポーズ!?




　春うららの三月上旬。両親とともに訪れたのは都内でも有名な、老舗の日本料理店。

　私、有あり坂さか麻ま衣い子こは成人式以来の着物に身を包み、不本意ながらお見合い相手と対峙していた。

　感情の読めないニコニコ顔で私の前に座っているのは上うえ杉すぎ岳がく人と。私より五つ上の二十九歳。

　全国的にも有名な上杉不動産株式会社の御曹司で、何度か社交の場で顔を合わせたことがある。

　身長百八十センチの長身に、すらりと伸びた手足。高校までサッカーをやっていたようで男らしく逞たくましい身体からだつき。おまけにテレビでよく見る人気俳優より整った顔立ちをしていて、女性との噂うわさが絶えないプレイボーイだ。

　だけど私は、彼には一切興味がない。向こうだって私なんか全く相手にしていなかった。

　それなのになぜ、私は上杉さんとお見合いをしているのだろうか……。

　窮屈な着物を身に纏まとい、運ばれてきた料理に箸はしを伸ばしていると、本人たちそっちのけで互いの両親は盛り上がる。

「いやー、麻衣子と岳人君が一緒になってくれたら、私たちは親戚になるわけですね」

「いいですね、仕事でもプライベートでもお付き合いできるのは」

「まったくです」

　――なんて調子のいいことを言って笑うお父さんに、殺意を覚える。

　私の父は、祖父の代から続く有坂建設株式会社の社長。設計から施工、アフターメンテナンスまで総合的に行っており、全国的にも有名。

　上杉不動産とは取引があり、昔から密な関係を築いてきたようで、父親同士だけではなく、母親たちも仲がよい。……そう、子供たち以外は。

　私と上杉さんは、顔を合わせたら上辺だけの挨拶を交わす関係だった。彼を見かけるのは、父に毎回無理やり連れていかれているパーティーや記念式典の時だけ。

　でも、そのたびに上杉さんが同伴者として連れているのは違う女性で、彼とならひと晩だけの関係でもいい！っていう女性があとを絶たない。

　きっと上杉さんが「結婚したい」と言おうものなら、たくさんの女性が「私、立候補します！」と手を挙げると思う。

　だからこうして実際にお見合いの席にいても、私の頭の中はハテナマークでいっぱい。引く手あまたなくせに、なぜお見合い？　しかも私なんかと。

　自分で言うと虚しくなるけど、社長令嬢だからといって、皆が皆、美人というわけではない。

　容姿は至って普通。……いや、実年齢より幼く見られがち。この前、コンビニでお酒を買おうとしたら、レジで止められて身分証明まで提示させられた。

　丸顔で童顔。前髪は短いのが好きで、眉上で切り揃そろえているから余計に幼い印象を持たれるのかもしれないけれど、失礼してしまう。私はもう二十四歳。立派な大人だというのに……。

　それに特別な教養があるわけではないし、ずば抜けて自慢できるような取り柄があるわけでもない。本当、どこにでもいるような人間だと思う。

　だから私は上杉さんを疑っている。

　このお見合いには、何か裏がある。もしかしたら上杉さんが何かよからぬことを、考えているのかもしれないと。

　黙々と食事をとりながら、チラッと目の前に座る彼を盗み見る。

　綺き麗れいな箸使いで、お父さんやおじさんとにこやかに話しているけど……あなたの胸の内が知りたい。

　両親の話によると、私とお見合いをしたいと言いだしたのは、なんと上杉さんらしい。これはもしや、よく聞く業務提携が絡んだ政略結婚というものなのだろうか……。

　でも女性関係が激しい上杉さんが会社のために結婚なんてする？　……いや、女性関係が激しいからこそ、会社のために愛のない結婚をするのかも！

　私はお飾り妻にされて、彼は結婚後も変わらず堂々と不倫なんてしちゃうんじゃないの!?

　いつの間にか箸は止まり、ジーッと見ながらあれこれ思いを巡らしていると、私の視線に気づいた彼と目が合った。

　いけないっ……！

　慌てて料理に目を向けて、再び箸を伸ばしていく。

　ちょっと暴走しすぎた。別にまだお飾り妻にされると決まったわけじゃないのに。もしかしたら私と同じで、あまりに両親がしつこいから、かたちだけお見合いして断るつもりなのかもしれないじゃない。

　あぁ、そうだといいんだけどな。向こうから断ってくれたほうがいい。だって私も断れるなら、こんなお見合い話、断りたいもの。

　再び顔を上げると、上杉さんはずっと私を見つめていたようで目が合う。

　え、なっ……何？

　真意の読めない表情で見つめられると、今度は逸らすことができなくなる。

　両親たちが他愛ない話で盛り上がる中、私たちは何も言葉を発することなく見つめ合う。

　今まで遠目でしか見たことがなかったから、こうして上杉さんを真正面から捉えたのは初めてかもしれない。

　思ったより透き通った綺麗な瞳をしているんだ。切れ長な目で見つめられると、まるで金縛りにあっているように動けなくなるほど。

　うーん……今までは首を捻っていたけれど、これは女性たちが騒ぐのにも納得かも。本当に彼はカッコいいと思うから。

　今度は盗み見ることなく、堂々と眺めては考え込んでいると、急に上杉さんは表情を崩した。

　少しだけ目尻に皺しわを作って微笑む姿に、不覚にもドキッとしてしまった。

　ますます視線を逸らせなくなる私に、上杉さんはなぜか自分の眉間を指差した。

「ここ」

「えっ？」

　意味がわからず首を傾かしげると、彼は「フフッ」と笑う。

「眉間に皺が寄っていて、可愛い顔が台無しになっているよ」

　かっ、可愛い顔!?

「……なっ!?　何言ってっ……！」

　言われ慣れていない言葉に声を荒らげると、談笑していた両親たちもびっくりして一斉に私を見た。

「どうしたんだ？　麻衣子。急に大きな声を出したりして」

「女性が大きな声を出すなんて、はしたないでしょ？」

「いや、それはっ――！」

　それは上杉さんが、突拍子もなく『可愛い』なんて言うから！

　だけど言葉は最後まで続かず、上杉さんの声に遮られた。

「すみません、あまりに麻衣子さんが可愛らしくて、つい僕がからかってしまったんです」

　聞かされたこっちが恥ずかしくなるようなことを、上杉さんは平然と言ってのけた。彼が遊び慣れている証拠だ。普通は言えないものでしょ？

　でも、絶句する私とは違い、両親たちは歓声をあげた。

「あらあら、まぁ。岳人ったらいつからそんなに麻衣子ちゃんと仲がよかったの？」

「本当だよな、母さん。教えてくれたらもっと早くこの席を用意したのに」

「よく昔から話していたのよね、あなた。岳人と麻衣子ちゃんが一緒になってくれたら嬉うれしいわねって」

「そうだったな。よかったな、母さん。念願叶かなって」

「えぇ、本当に」

　自分の両親がとんでもないことを言っているというのに、上杉さんは笑顔で相槌を打つだけ。

　ちょっ、ちょっと上杉さん！　あなたは一体、何を考えているんですか!?　このままじゃ本当に私と結婚させられそうな勢いですよ!?

　目で訴えるものの、彼は我関せず状態。両親たちはますます私たちの結婚に前向きになっていき、結婚式場や私たちの新居について話し始めた。

　トントン拍子に進んでいく現状に呆気あっけにとられる中、いつの間にかお母さんの表情が暗くなっている。お父さんも気づき、そっと声をかけた。

「大丈夫か？　母さん」

「えぇ。……ただ、ちょっと嬉しくて興奮しすぎちゃったみたいで……」

　無理して笑っているのが誰にでもわかるほど、顔色は悪くなる一方。

「大丈夫？」

　私も心配で声をかけると、お母さんは申し訳なさそうに眉をひそめた。

「ごめんなさい。せっかくのお見合いの席で……」

「大丈夫、気にしないで」

　お母さんは昔から身体が弱く、それこそ私のことを命がけで産んでくれた。

　出産後も体調が悪い日が続き、お父さんも仕事で忙しくて、私は幼い頃、いつも母方の実家に預けられていた。

　正直に言って、私を育ててくれたのは両親じゃない。……おばあちゃんだった。

「申し訳ない、上杉さん。本日はここで失礼させていただいてもよろしいでしょうか？」

「もちろんです。お大事になさってください」

　お母さんには申し訳ないけれど、これでお見合いは終了となるみたいでホッとした。上杉さんが何を考えて、私とお見合いしたいと言いだしたのか謎だけど、とにかく今は早くこの場から退散したい。

　その思いで両親とともに立ち上がると、上杉のおじさんはとんでもないことを言いだした。

「せっかくの機会だ。岳人は麻衣子ちゃんとゆっくりしていきなさい。ちゃんと家までお送りするんだぞ」

　え？　おじさんってば、何を言っているの!?

　ギョッとする私とは違い、上杉さんは笑顔で答えた。

「わかってます。しっかりお送りしますのでご安心を」

　上杉さんの返事を聞き、彼のご両親はもちろん、お父さんもお母さんを支えながら「あとは若い者だけで楽しくやりなさい」なんて、お見合いの席での常套句を上機嫌で言いながら、足早に個室から出ていった。

　パタンと襖が閉められ、ふたりっきりの室内はシンと静まり返る。

　嘘うそでしょ、何、この展開は。ふたりっきりにさせられるなんて聞いてない！

　立ち尽くしたまま呆ぼう然ぜんとしていると、上杉さんはボソッと言った。

「とにかく座れば？」

　やっぱり何を考えているかわからない笑顔で言われ、顔が引きつる。だけど彼の言う通り、私が立ったままでは話もできない。

　おずおずと腰を下ろすと、上杉さんは頬ほお杖づえをついて私を見る。

「……なんですか？」

　本当にこの人は、何を考えているの？

　両親がいる手前、お見合い中はずっと口を出せずにいた。だけど今はその両親はいない。疑わしい目で聞くと、彼はまた笑顔を見せた。

「せっかくふたりっきりになれたし、庭園でも散策しようか？」

　上杉さんとふたりで散策？　そんなのするわけないじゃない！

「しません！」

　すぐにきっぱり拒否すると、彼は「クククッ」と喉を鳴らした。

「ずっとおとなしくしているから、人形かと思ったよ」

「なっ……！　バカじゃないですか!?」

　人形だなんて、そんなことあるわけないじゃない。

　ついムキになって言い返すと、今度は声をあげて笑った。

「アハハッ！　そんなムキになるなよ。冗談も通じないのか？」

「……っ！」

　何も言い返せず、悔しくて唇くちびるをキュッと噛かみしめた。

　ダメだ、一度落ち着こう。完全に彼のペースに巻き込まれているよね。

　そう自分に言い聞かせて、一度深呼吸をする。そして余裕ありげに微笑む彼と対峙した。

「どうして、私なんかとお見合いを……？」

　以前から顔見知りだったけれど、ふたりっきりになったのは今が初めてだ。まともに話したこともないのに……。

　上杉さんの真意が知りたくて答えを待つ。すると彼は急に表情を変えた。

「『私なんか』って言うなよ。……そんなお前が好きで結婚したいと思っている俺に失礼だと思わないのか？」

「……は？」

　急に真面目な顔になって何を言いだすかと思えば……この人、今、私を好きって言った？　結婚したいと思っているって言った!?

　鳩が豆鉄砲を食らったような顔になっているであろう私を見て、上杉さんは前のめりになり、私との距離を縮めた。

「言っておくけど、冗談でも嘘でもないからな？　絶対、俺と結婚してもらう」

　勝ち誇った顔で、きっぱりと言い切る彼に、私は口をパクパクさせるしかない。

　だってあり得ないでしょ？　お互いのこと、ほとんど知らないのに結婚だなんて……！

　最後に「覚悟しろよ」と宣戦布告され、それ以上私は何も言えなくなってしまった。










彼のペースにのまれたくない




　大手建築会社のひとり娘として生まれた私は、世間一般から見たら『お嬢様』だけど、本当の私はそのイメージとは大きく違う。

　特別な教養を身につけたり、たくさんの習い事に通ったりすることもなく、のびのびと自由に育てられてきた。

　病弱な母親と多忙な父親に代わり、私を育ててくれたのは母方の祖父母。

　お母さんの実家はごく普通の一般家庭。昔ながらの日本家屋で私は幼少期の大半を過ごした。おじいちゃんやおばあちゃんと過ごす毎日は新しい発見の連続で、とても楽しかった。

　農業を営んでいたふたりとともに畑に出て、手伝いをしながら土まみれになり遊んで。新鮮な野菜とおばあちゃんの美お味いしい料理を毎日、食べさせてもらっていた。

　両親と過ごす時間が少なくても、ふたりのおかげで私は寂しい思いなど一度もしたことがなかった。

　そして憧れた。私もおじいちゃん、おばあちゃんのような夫婦になりたいと。

　よく言い合いをしていたけれど、すぐに仲直りできる。それほど仲がよくて、いつも笑って過ごしていたおじいちゃんとおばあちゃん。

　おじいちゃんは私が小学校に上がる前に病気で亡くなってしまった。

　おばあちゃんはたくさん泣いていた。でも、『こんなに泣いていたら、あの人に怒られちゃうわね』って言いながら、おばあちゃんは笑顔で毎日を過ごすようにしていたのを思い出す。

　そんなおばあちゃんも、私が高校二年生の時に亡くなった。最後に『これであの人のもとへ行けるわ』と言いながら。

　誰もがうらやむような結婚を望んだりしない。人並みの生活ができれば充分。

　ただ、恋をして、お互いなくてはならない存在になりたいだけ。そして生涯笑って過ごしていきたい。

　そんなありきたりな結婚を夢見ていた。……決して上杉さんのようなハイスペックな相手との、誰もがうらやむ結婚を望んでなどいない。

　それなのに――。

「まぁ、素敵よ、麻衣子。ワンピース、とっても似合っているわ」

「……ありがとう、お母さん」

　私の着飾った姿を見て目を潤ませるお母さんに戸惑いながらも、お礼を言う。

「バッグはどうしようかしら。それとアクセサリーも必要よね。ちょっと待ってて。お母さんのを持ってくるから」

「え、あっ……お母さん!?」

　涙を拭ぬぐい、慌てて私の部屋から出ていったお母さんの背中を見送り、深いため息がこぼれた。そのまま全身鏡に映る自分を見る。

　女性らしい小花柄があしらわれたアイボリーのワンピース。これは昨日、お母さんが買ってきてくれたものだ。

　それというのも、お父さんを通して上杉さんからお誘いを受けたからだ。お見合いの日から中三日。今度の日曜日、私とデートをしたいと。

『覚悟しろよ』と言われたお見合いの日。上杉さんはそのあと、宣言通り私を家まで送り届けてくれた。

　私は、ただ放心状態だった。だって信じられる？　まともに話したことのない私を好きと言い、さらには結婚したいと言われたって、すぐに信じることなんてできるわけがない。

　家に送り届けてくれた上杉さんは、律儀に私の両親にも挨拶をしてくれて、『今後、麻衣子さんと外出する機会をください』とまで言って……。

　そんな彼を両親はますます気に入った様子で、特にお母さんが毎日のように上杉さんの話を私にしてくる。

「カッコよくて素敵な人よね」とか、「社内では重要なポストに就いて、真しん摯しに取り組んでいるみたいよ」とか、「あんなに素敵な人と結婚できたら幸せよ」とか……。耳にタコができるくらいだ。

　お母さんはお母さんなりに、私の幸せを考えて上杉さんのことを勧めてくれているんだと思う。だからこそ強く言い返せないんだよね。私は彼と結婚なんてするつもりはないと、断ることさえできない。

　……まぁ、それは今に始まったことじゃないけど。

　静かな室内で大きく肩を落とした。

　本音を言えば、今日だって上杉さんと出掛けたくない。

　お見合いだってしたくなかった。

　だけど相手はお父さんの取引先の息子。しかも両親ともに仲がよい。……おまけに私の就職先が、上杉不動産だったりする。それもあって、この話を断れなかった。

　それに上杉さんのほうから断ってくれると思っていたから。

　でもそれも含めて何も言えない自分が情けないし、両親に本音を言えないのもおかしな話だと思う。

　昔からだった。……両親といっても、ずっと離れて暮らしていたし、亡くなるまでおばあちゃんに育てられたようなもの。

　だからこうして一緒に暮らし始めても、どこか他人といるような気がしてしまう。それに大学や就職先は、私の進みたい道に進ませてもらった。だから、余計に何も言えないのかもしれない。

　考えれば考えるほど自分が情けなくなる。

　気落ちしていると、両手にバッグやアクセサリーケースを手にしたお母さんが戻ってきた。

「麻衣子、これなんてどうかしら」

　そして部屋に入るなり、アクセサリーやバッグを私にあてがう。

「お母さん、もうそろそろ時間になるし、なんでもいいよ」

　時計を見ると、上杉さんが迎えに来ると言っていた十時に、あと十分と迫っていた。

　私につられるように時計を見たお母さんも、慌てだす。

「あら本当！　急がないと」

　お母さんに渡されたアクセサリーを身につけ、バッグを手に部屋を出て一階のリビングへ向かうと、そこにはすでに上杉さんの姿があった。

「麻衣子さん、上杉様が先ほどいらっしゃいました」

　今さっき訪ねてきたようで、長年働いてくれている家政婦の山やま田ださんが、彼にコーヒーを用意しているところだった。

　ソファに座っていた彼は私の声に気づき、ゆっくりと立ち上がった。

　この前のスーツ姿から一転、今日はずいぶんとラフな服装。Ｔシャツにストライプ柄のジャケットをはおり、黒のチノパンをはいている。

　だけどそんなラフな服装でさえ、彼が着ているとオシャレに見えるから不思議だ。

　まじまじと眺めていると、あとからリビングに入ってきたお母さんが上杉さんのもとへ、一目散に駆け寄った。

「ごめんなさい、迎えに来ていただいたのにお待たせしてしまって」

「いいえ、僕が早く来てしまったのがいけないので、お気になさらないでください」

　爽やかスマイルに、お母さんはノックアウト寸前。慌てて私の隣に来ると、コソッと耳打ちしてきた。

「楽しんでいらっしゃい。……あとのことはお母さんに任せておいてね」

「あとのことって……？」

　嬉しそうにニコニコするお母さんに小首を傾げる。どういう意味だろうか、あとのことはお母さんに任せてって。

　だけど、それを尋ねる間もなく背中を押される。すかさず上杉さんはこちらにやってきて、私の横に立った。

「麻衣子さんをお預かりします」

　そう言うと、スマートに私の腰に腕を回した。

「えっ!?　ちょっと……！」

「行きましょう」

　抗議する間もなく彼は歩きだす。

「いってらっしゃい。麻衣子をよろしくお願いしますね」

　リビングを出ると背後からお母さんの陽気な声が届く。

　彼が離してくれたのは、玄関に着いた時だった。もちろん私はすぐさま彼との距離を取り、抗議した。

「お母さんの前で、なんてことをしてくれたんですか！」

　怒りを静めながら小声で文句を言うと、上杉さんはのんびり靴を履きながら答えた。

「ああすれば、仲がいいアピールになるだろ？」

「えぇ、それはもう！」

　大迷惑なくらいに。

　私もパンプスを履きながら彼に問うた。

「それに私とデートしたいだなんて、一体、どういうつもりですか？　それも、わざわざお父さんを通すなんて……」

　断りたくても、断れなかったじゃない。――と心の中で呟つぶやくと、上杉さんは笑いながら言う。

「お父さんを通して申し込まれたら、断りたくても断れなかったって？」

「そ、それはっ……！」

　図星を突かれ、途端に口くち籠ごもる。すると上杉さんは唇の端を吊り上げた。

「だから有坂社長を通したんだよ。……どうしても麻衣子を連れていきたいところがあったから」

　ま、麻衣子って言った？　今!?

「ちょっと、勝手に呼び捨てにしないでください！」

　嫌悪感を露わにして言うと、彼は意味がわからないというように首を捻る。

「どうして？　俺たち、結婚するんだから普通のことだろ？　麻衣子も俺のこと、岳人って呼んでくれていいよ」

「絶対に呼びませんから」

　すぐさま、きっぱり否定した。

　第一、恋人でもないのに下の名前で呼び合うとか、あり得ない。それなのに彼は引き下がらない。

「それは残念。でも俺はこれからも麻衣子って呼ぶから」

　めげずに言うと、彼はドアを開けた。

「ほら、行くぞ」

　颯爽と歩きだした彼の大きな背中を、恨めしく見つめながら私も外に出ると、雲ひとつない春空が広がっていた。

　何が悲しくてこんなに天気がよい日に、上杉さんとふたりで出掛けなくちゃいけないんだろう……。

　太陽の眩まぶしさに目を細めながら彼が向かった先に目をやると、そこには見慣れない白のセダンが停められている。

　まっすぐ助手席に向かうと、上杉さんはドアに手をかけた。

「どうぞ」

　どうぞと言われても、そう簡単に乗るわけにはいかない。

「あの、まずは行き先を教えてくれませんか？」

　警戒心剥むき出しにして聞くと、彼はドアに寄り掛かった。

「行き先は……そうだな、俺がどうして麻衣子のことを好きになって、結婚したいと思ったかわかる場所……かな」

「どこですか、それは」

　意味深なことを言う上杉さんに、私の警戒心はますます強まる。

「車に乗ったら教えてやるよ。それに俺も麻衣子に聞きたいことあるし。……専門学校を出てから大学に進学するほど自分の意見を押し通すような子が、どうして両親の言いなりになって俺と見合いをして、こうして出掛けたりしているのか、その真意をぜひ知りたいね」

　彼がそこまで知っているとは思わず、目を見開いた。

　上杉さんの言うように、私は介護福祉士の資格を取得するため、高校を卒業後に親の反対を押し切って福祉専門学校へ進学した。

　そこで学び、福祉の分野でやりたいことを見つけ、卒業後に改めて四年制の大学へ進学。つい最近、二十四歳で卒業したばかりだ。

「お互いの知りたいことは、車内でゆっくり話そう。だからほら、早く乗って」

　たしかに私も詳しく聞きたい。なぜ上杉さんが私の学歴まで知っているのかを。そしてどうして私と結婚したいと思ったのかを。

「……わかりました」

　助手席に乗り込むと、彼は静かにドアを閉めてくれた。そのまま運転席に回り、エンジンをかけて車を発進させる。

　車内は爽やかな柑橘系の香りに包まれていて、洋楽が流れている。

　だけど私の心は落ち着かず、ソワソワしてしまう。

　助手席って、運転席とこんなに距離が近かった？

　何度も車の助手席には乗ったことはあるのに、運転手が上杉さんってだけでなぜか緊張する。

　運転しているのはお父さん！　だから緊張することはない。

　なんて、自分に言い聞かせている間にも、上杉さんが運転する車はどこかに向かっている。いい加減、行き先を教えてもらわないと。

「あの、上杉さん。どこに行くんですか？」

　ハンドルを握る彼の横顔を見ながら問うと、上杉さんは前を見据えたまま答えた。

「その前に俺の質問に答えてよ。どうして両親の前では態度が違うわけ？」

「どうしてって……そんなの、上杉さんに答える義務はありませんよね？」

　お見合いの日からずっと彼のペースでズルズルきちゃっているけど、そんなことまで話す必要はない。

　強気に出ると、ちょうど信号は赤に変わり、上杉さんは車を停車させた。そして私を見るとニヤリと笑う。

「そういうことを言うなら、俺も話さないからな。どこに向かっているのかも、麻衣子と結婚したい理由も」

「なっ……！　ちょっとズルくないですか!?」

　それと私の話は別じゃないですか!?　別に私がどんな思いで両親と接していようが、上杉さんには関係のないことじゃない。

「ズルくはないだろ？　さっきも言っただろ？　車内でゆっくり話そうって。だから聞かせてよ、両親の前じゃ今のように素を出せない理由を」

　理由って……そんな話を聞いて、上杉さんになんの得があるというの？

　信号は青に変わり、彼は再び視線を前に向ける。

「この前も言ったけど、俺は麻衣子と結婚したいと思っている。だったら麻衣子のことなら、どんなことでも知りたいと思うのは当然だろ？」

「そうかもしれませんが……。そもそもどうして私と結婚したいんですか？　親同士の仲がよくても、私たちはほとんど関わってきませんでしたよね？　正直、上杉さんに好かれる要素が自分ではわからないので、いまだに信じられません」

　思ったことを素直に伝えると、上杉さんは「それはこのあと、たっぷり教えてやる」なんて言う。

　このままでは堂々巡りだ。こっちが話さないことには、上杉さんも話してくれなそうだし……。

「最初に言っておきますけど、聞いたってつまらない話ですよ？」

　私の身の上話には、特に大きなドラマなどあるわけじゃないから。

「つまらないなんて思うわけないだろ？　愛しの麻衣子の話を聞けるんだから」

　サラリと恥ずかしいセリフを言う上杉さんに、顔が引きつる。

　上杉さんの気持ちを信じられない要因って、こういう軽いノリも含まれている気がする。

　だって普通、好きな相手に戸惑うことなく言えちゃう？　『愛しの麻衣子』なんて、歯の浮くようなセリフを。

　正直、これまで私は異性を好きになったことがない。だから、人を好きになる気持ちがどういうものなのかイマイチ理解できないけれど、でもきっと好きな相手には、なかなか素直になれないんじゃないかと思っている。

　好きだからこそ臆病になったりするものじゃないのかな？　……うん、私の性格上、間違いなくそうなる自信がある。

　上杉さんはそうじゃないのかもしれないけれど……本当に私のことを想ってくれているなら、もう少し恥じらったりするものじゃないの？

　ん？　いや、でも上杉さんが恥じらう姿はちょっと想像できないぞ。むしろ、好きな相手にも今みたいに堂々としていそうな……。

　グルグルと考え込んでいつまで経っても話さない私に、彼はしびれを切らした。

「早く聞かせてよ、麻衣子」

「あ……はい」

　我に返り小さく咳払いをし、昔を思い出しながら自分の思いを口にした。

「ご存じの通り、母は昔から病弱で父は多忙な人でした。なので私は幼少期のほとんどを、母方の祖父母宅で過ごしてきました」

　今でも鮮明に覚えている。両親に代わり、愛情をたくさん注いでくれたおじいちゃん、おばあちゃんと過ごした毎日を。

「両親と一緒に暮らすようになったのは、祖父が亡くなって、祖母も亡くなったあと、高校生になってからでした」

「そう、だったのか……」

　いくら親同士の仲がよくても、そこまでは知らなかったのか、上杉さんは声を詰まらせた。

「自分の両親なのに、おかしいって自分でもわかっています。でも、ダメなんですよね。いつまで経ってもどこか他人のような気がしちゃって。気を遣いますし、一緒にいると疲れるんです。本音なんて、絶対言えません。……上杉さんがさっき言っていたように、進路だけは自分のワガママを押し通した手前、余計に言えなくなりました」

　両親は私もお父さんと同じ、建築関係の道へ進み、ゆくゆくは会社に入って力になってくれると思っていたようだ。

　でも私は建築関係の仕事をやりたいとは思わなかった。ほかにやりたいことを見つけてしまったから。

「なるほどね。祖父母と過ごす時間が長かったから、福祉関係に進みたいと思ったわけだ。そこで二年間学び、福祉施設が足りない現状を身を以て知り、充実した福祉施設の経営のほうに興味を持ち、卒業後に大学へ進学したんだな」

「……は、い」

　戸惑いを隠せない。どうして上杉さんはこんなにも私のことを知っているのだろうか。進学先は両親に聞いたのかもと思ったけれど、どうして大学に進学した理由まで知っているの？　疑問は膨れるばかり。

「私はちゃんとお話ししました。今度は上杉さんが話してください」

　運転する彼の横顔をジッと見つめながら答えを待つ。

　すると彼はウインカーを出し、ある施設の敷地内へ入っていく。見覚えのある風景に、目をこらしてしまった。

「え……どうしてここに？」

　車を駐車した場所に、驚きを隠せない。エンジンを切ると、彼はシートベルトを外した。

「今度は俺が話す番だろ？　どうして麻衣子と結婚したいと思ったのかを。それを話したくてここに来たんだ」

　どういう意味？　ここに、何があるというの？

　先に降りた上杉さんに続いて私も車から降り、目の前に立つ施設を見上げる。

　ここは有料介護施設。専門学生時代、私が初めて実習に訪れた場所。大学に進んだあとも、月に数回ボランティアに訪れている場所だった。

　呆然と見上げる私を置いて、彼はスタスタと入口に向かっていく。

「あ、上杉さん……！」

　急いで彼のあとを追いかける。だってここは有料施設。ほかの施設に比べて豪華な造りとなっており、警備も厳重で入居者の家族や知り合いも、受付でまず止められる。場合によっては、ボランティアだって身分をしっかり調べられるくらいだ。それなのに上杉さんは臆することなく堂々と玄関を抜けていく。

　玄関を入ってすぐ右側に受付がある。そこには職員が常駐しており、訪ねてきた入居者の名前と関係を記帳し、初めてだと身分証を提示することになっているんだけど。

「あら、岳人君じゃない。久しぶりね」

　受付の女性職員は上杉さんを見ると、声を弾ませた。

「ご無沙汰しております。すみません、仕事が忙しくてなかなか来られなくて」

「あら、そうだったの。皆寂しがっていたわよ？」

　ドアを開けてこちら側に来ると、女性は上杉さんの肩を叩たたいた。

　どういうこと？　上杉さんが来るのは初めてじゃないの？　知り合いがここに入居している？

　頭の中がハテナマークで埋め尽くされてしまう。

　少しすると、上杉さんと楽しそうに話していた女性は、私の存在に気づいた。

「え、麻衣子ちゃん？　どうして岳人君とここに？　やだ、もしかして、ふたりってそういう関係なの？」

　混乱しながらも盛大な勘違いをして、女性は悲鳴にも似た声をあげる。

「ちがっ……！　違いますから！」

　顔見知りの女性に詰め寄り、必死に否定するものの、完全に勘違いをしている。

「別に隠すことないじゃない。それにお似合いよ、ふたり。大喜びするんじゃない？　敏夫としおさん」

「――え？」

　どうしてここで、敏夫さんの名前が出るの？

　鯉こい渕ぶち敏夫さんはこの施設の入居者で、今年で八十三歳になる。私が実習で訪れた際、担当させてもらった人で、とてもよくしてくれた。

　気さくな人で、初めての実習に緊張でガチガチだった初対面の私に、『鯉渕さんだなんて堅苦しい呼び方ではなく、皆と同じように敏夫さんと呼んでくれ』と言ってくれたほど。

　七十二歳の時に脳梗塞を患い、左半身にマヒが残った。だけど、多少の介助は必要なものの、ほぼ自立できている。

　明るくて話し上手。腰も曲がっておらず、スラッとしていてカッコいい。施設内ではアイドル的存在だ。

　実習期間終了後も、私はボランティアとして訪れては、敏夫さんといろいろな話をしてきた。相談に乗ってくれたり、敏夫さんのご家族の話を聞いたり。私にとってなんでも話せる家族のような存在だった。

　つまり私に恋人という存在ができて、敏夫さんも喜ぶってこと？　いや、それ以外の理由はないよね？

　また頭が混乱する。すると上杉さんはいつの間にか私の隣に来ていて、肩に腕を回した。

「ありがとうございます。実は僕たち、婚約したんです」

　グッと私を引き寄せて、とんでもないことを言う上杉さんを勢いよく見る。すると彼も私を見つめ、にっこり微笑んだ。

「な？　麻衣子」

「何言って――！」

「行くぞ」

　最後まで言わせてもらえず、上杉さんは私の肩を抱いたまま歩きだした。

　背後からは女性の「皆に知らせなくちゃ」なんていう声が聞こえてきた。

「どうしてくれるんですか！　今後、ボランティアに来づらくなっちゃったじゃないですか!!」

　歩を進めながら声を潜めて抗議するものの、彼は謝る気はないらしい。

「どうして？」

　いや、それどころか、なぜ私が怒っているのかもわからないらしい。

「どうしてじゃありません！　そもそも、私は上杉さんと婚約した覚えなどないのですが!!」

　声に棘を生やして言うと、上杉さんは顔をしかめた。

「覚えがないってことは、俺が覚悟しろって言ったことも忘れたのか？」

「そっ、それは覚えていますけど」

「だったら婚約したこと、覚えているじゃないか。それに俺は絶対に麻衣子と結婚するつもりだから」

　一方通行な会話に頭が痛くなる。

　そうこうしている間にエレベーターホールに着き、彼がボタンを押すと、すぐにドアが開いた。

　私の肩を抱いたまま乗り込み、迷いなく最上階のボタンを押す。

「最上階って……上杉さん、どこに行くつもりなんですか？　そもそもどうしてここに私を連れてきたんですか？」

　上杉さんの言動は、理解できないことばかりだ。いい加減教えてほしい。

　だけど聞く暇もなくエレベーターは最上階に着く。

「まずは会ってから」

「誰にですか？」

「いいから早く」

　質問には答えてくれず、スタスタとある部屋の前へと向かう。ドアの前で立ち止まると、やっと私の肩から彼の腕が離れた。

「え……ここって……」

　ドアを眺めながら混乱してしまう。だってここは、敏夫さんの部屋の前。

　本当にどういうこと？　どうして敏夫さんの部屋に？　会ってからって言っていたのは、敏夫さんにってこと？

　グルグルと考え込んでいる間に、上杉さんは数回ノックすると、そのままドアを開けて部屋の中に入った。

「あ、ちょっと上杉さん!?」

　ワケもわからぬままあとを追うと、耳を疑う会話が飛び込んだ。

「おう、岳人じゃないか。よく来たな」

「じいちゃん、久しぶり」

　――え、じいちゃん!?

　部屋に入ったところで足を止めると、視線はふたりに釘くぎづけになる。

　敏夫さんはソファに座ってテレビを見ているところだった。テレビを消すと上杉さんが隣に腰を下ろす。

　敏夫さん、すごく嬉しそう。上杉さんだって……。

「びっくりしたぞ、昨日連絡をもらった時は」

　そう言うと敏夫さんは私を見た。

「久しぶりだな、麻衣子ちゃん。元気だったか？」

　敏夫さんが私に向けてくれたのは、いつもと変わらない笑顔。

「お久しぶりです。……あの、敏夫さん、どういうことですか？」

　上杉さんが教えてくれないのなら、敏夫さんに聞くしかない。

　私も敏夫さんの隣に座る。すると敏夫さんは目を瞬かせた。

「どういうことって……麻衣子ちゃんは、岳人と婚約をしたことを私に報告しに来てくれたんじゃないのか？」

「婚約って……」

　敏夫さんにまでそんな話をしていたの!?

　ジロリと上杉さんを睨むと、彼は愉快そうに私から視線を逸らした。

「そうだよ、じいちゃん。今日は麻衣子と婚約したことをじいちゃんに報告しに来たんだ。……じいちゃんも嬉しいだろ？　夢が叶って」

　上杉さんが言うと、敏夫さんは目を細めた。

「もちろんだとも。ずっと願っていたんだ。孫の岳人と麻衣子ちゃんが結婚してくれたらいいと」

　ん？　ちょっと待って。今、孫って言ったよね？

「敏夫さんがいつも自慢していたお孫さんって……もしかして上杉さんのことだったんですか？」

　上杉さんと敏夫さんを交互に見ながら恐る恐る尋ねると、ふたりは顔を見合わせた。そして再び私を見ると、敏夫さんは首を捻り、上杉さんは必死に笑いをこらえている。

「もしかして……って、麻衣子ちゃんは岳人が私の孫だと知って婚約をし、今日来てくれたんだろう？」

　いいえ、敏夫さん。全く何も知らずにここに来ました。

　え、じゃあ何？　上杉さんのおじいちゃんが敏夫さんってことだよね？

　驚愕の事実に絶句する。

　敏夫さんからはお孫さんについて、耳にタコができるほど聞かされてきた。

　自慢のお孫さんのようで、いつもどこか誇らしげに話してくれた。敏夫さんの若い頃にそっくりのイケメンで、優秀で優しくて、とにかく完璧な人だと。それが上杉さんだったってこと？

　理解できると、今度は変な汗が流れそうになる。

　だって私、以前敏夫さんと、とんでもない約束をしてしまったから。

「あ、あの敏夫さん……」

　先手とばかりに声をあげたものの、すぐに敏夫さんは嬉しそうに話しだした。

「岳人から聞いたぞ？　私から話を聞いて岳人に興味を持ち、パーティーなどで顔を合わせているうちに好きになったと」

「えっ!?」

　なんですか、その嘘は!!

　すぐに上杉さんを見ると、彼は敏夫さんに言う。

「俺も、じいちゃんから話を聞いたのをきっかけに麻衣子を好きになったから、本当にじいちゃんのおかげだよ。じいちゃんがいなかったら俺たち、お互いのことを好きになっていなかったかもしれないから」

「そうじゃろう、そうじゃろう」

　うまいことを言って、すっかり敏夫さんをいい気分にさせた上杉さんが恨めしい。

「私はずっとふたりはお似合いだと思っていたんだ。だから岳人にアドバイスをしたんだ、男からアクションを起こさないとダメだと。それで見合い話を持ちかけ、ふたりっきりの時間を作ってもらい、お互いの想いが通じ合った。岳人からそれを聞いた時は、天にも昇る心地だった」

　よほど嬉しいのか、涙ぐむ敏夫さん。

　これはますます言い出しづらくなった。私と上杉さんは、婚約はおろか、付き合ってもいないだなんて。むしろ好きじゃないし！

「泣くなよ、じいちゃん。俺も麻衣子もじいちゃんに笑ってほしくて、今日報告に来たのに」

「そうだな、悪かった」

　勝手に話が進んでいく。完全に私は置いてけぼり状態だ。

　いや、でも本当にどうしよう。なんて言えばいい？　だって敏夫さん、私によく言っていたんだよね。

　何度も敏夫さんに言われてきた言葉を思い出していると、上杉さんに貸してもらったハンカチで涙を拭いながら、敏夫さんはまっすぐに私を見た。

「ありがとうな、麻衣子ちゃん。私との約束を守ってくれて」

「いえ、あの……」

　そうなんだよね、私は敏夫さんとある約束をしていた。

『私の孫と結婚してほしい。そうすれば麻衣子ちゃんも孫嫁になるしな。ふたりの子供なら、きっと可愛いだろう』

　ボランティアで訪れるたびに、敏夫さんはいつしか私にお孫さんを勧めてくるようになった。当然敏夫さんのお孫さんが上杉さんだとは知らなかったし、敏夫さんの言う、カッコよくて優しくて完璧な人なら、私なんかより釣り合う相手はいっぱいいるだろうし、何より相手にされるわけがない。

　それに大好きな敏夫さんに孫嫁になってくれと言われて、嬉しかった。だから約束してしまったんだ。

　誰もお嫁にもらってくれなかったら、その時は敏夫さんのお孫さんと結婚させてくださいと。

　いや、でもそれは単なるコミュニケーションのひとつというか、本気で言ったわけではない。敏夫さんは大喜びしていたけれど、まさか現実になるとは夢にも思わないじゃない？

「これでまた生きる目標を持つことができたよ。曾ひ孫まごを抱くまでは元気でいないとな」

　ひ、曾孫!?　ちょっと待ってください、敏夫さん。話が飛躍しておりませんか!?

　ギョッとする私をよそに、上杉さんは勝手に話を進めていく。

「じいちゃん、気が早すぎるよ。まずは結婚式だろ？」

「おう、そうだったな。それに少しはふたりだけの新婚生活もしたいだろ？」

「それはもちろん。だからもう少し曾孫は待っててよ」

「わかったわかった。どれ、今まで以上にリハビリに励まないとな」

　そう言って嬉しそうに声をあげて笑う敏夫さんの顔を見ると、私は何も言うことができなかった。




「上杉さん、よーくわかるように、一からしっかり説明してくださいますよね!?」

　施設をあとにして車に乗り込むと同時に、私は上杉さんに詰め寄った。

　上機嫌の敏夫さんがいる前では、とてもじゃないけれど、否定することも、上杉さんに話を聞くこともできなかった。

「今度は、ふたりの結婚式の招待状を持ってきてくれ」と言う敏夫さんに見送られ、施設を出た。

　勝手に話を進められ、もう我慢も限界だ。

「上杉さんが、どうして私の進路などを知っていたのかは、理解できました。敏夫さんに聞いたんですよね？　しかしまだわからないこと、聞かせてほしいことが山積みです！　それらを全部ちゃんと話してください」

　お見合いの日から気になっていたことを、すべて教えてほしい。

　懇願し、彼を見つめると、シートベルトを締めながらエンジンをかけた。

「大丈夫、ちゃんと話すよ。でもその前に昼食にしよう。腹減っただろ？」

　時刻は十二時過ぎ。たしかにお腹は空いたけど……。

「食べる前に話してください」

「食べながら話そう。シートベルト締めて」

　本当に話してくれるのだろうか。

　半信半疑になりながらも、言われた通り渋々シートベルトを締めると、彼は車を発進させた。

　向かった先は近くのショッピングモール。その最上階にある中華レストランを、彼は予約してくれていたようで、昼時の混んでいる時間帯にもかかわらず、すぐに個室に案内された。

　目の前のターンテーブルにはエビチリや回鍋肉、酢豚など中華の定番料理が次々と並べられていく。

「どうぞごゆっくりお過ごしください」

　最後の料理を運び終え、ウエイターが丁寧に頭を下げて部屋から出ていくと、室内はシンとなる。

「麻衣子の好きなものがわからなくて、定番メニューを注文したけど大丈夫？」

「はい、特に好き嫌いはないので」

「それはよかった。たくさん食べて」

　そう言われたって、「はい」とは頷うなずけない。まずはしっかり話を聞かないと。

　取り皿に料理を盛る上杉さんと対峙した。

「その前に、話していただけませんか？」

　厳しい口調で言ったものの……タイミングよく私のお腹の虫が鳴った。しかも、上杉さんにも聞こえるほど大きな音が。彼は大きく目を見開き、微動だにしなくなる。

　どうして私のお腹はこうも正直なの！

　さっきからずっと、室内には美味しそうな匂いが充満していた。それにお腹も空いていて、身体は素直に反応してしまった。

　だけど、食べる前に話してくださいと言った手前、本当に恥ずかしい！

「えっと……これはですね……」

　沈黙に耐えられなくて、しどろもどろになりながら何か言い訳しようと試みるも、何も浮かばない。徐々に顔が熱くなり、羞恥心でいっぱいになっていると、上杉さんは声をあげて笑いだした。

「アハハッ！　なんだよ、もう。麻衣子は本当に可愛いな」

「かわっ!?　……からかうのはやめてください。仕方ないじゃないですか、お腹空いているんですから」

　開き直って文句を言うと、ますます彼は笑うばかり。

「料理、少し注文しすぎたかと思ったけど、そんなに腹が空いているなら食べ切れそうだな。……ほら、温かいうちに食べろ」

　そう言うと、彼は取り皿に盛った料理を私に差し出す。

　本当は今すぐに話を聞きたいけど、たしかに料理は温かいうちにいただくべきよね。

　なんて、自分に言い訳をしながら受け取ると、上杉さんは満足そうに微笑んだ。

「ん、素直でよろしい」

　バカにされているような気がしてならない。でも渡された料理はやっぱり美味しそうで両手を合わせた。

「すみません、いただきます」

「はい、どうぞ。俺もいただきます」

　上杉さんも自分の分を皿に盛り、私と同じように両手を合わせた。

　まずはエビチリに箸を伸ばす。するとちょっぴり辛みを感じながらも、エビがプリッとしていて美味しい。

　ほかの料理もどれも美味しくて、次から次へと箸が進み、あっという間に皿は空になってしまった。

「おかわり、たくさんして」

　笑いをこらえながら言われ、恥ずかしいけれども食欲には勝てない。

「……ありがとうございます」

　彼と目を合わせないようにして、ほかの料理をお皿に盛っていると、彼はゆっくりと切り出した。

「まずは、じいちゃんのことを話そうか」

　そう言うと、上杉さんはチラッと私を見る。

「一からすべて話すよ」

「ぜひお願いします」

　箸をテーブルに置くと、彼はお茶をひと口喉に流し込んだ。

「じいちゃんは母方の祖父なんだ。どうしてあそこに入居しているかは、知っているよな？」

「はい」

　敏夫さんは奥さんを五十代で亡くされ、ひとり娘も嫁いで家を離れている。身近に介助してくれる人がいないため、入居されたと聞いていた。

「俺、昔からじいちゃんっ子でさ。小さい頃は毎日のように通っていたんだ。大きくなるにつれてなかなか会いに行けなくなったけど、それでも月に一度は会いに行っていた」

　うん、それも知っている。敏夫さんは月に一度、大好きなお孫さんが会いに来てくれるのを、ずっと心待ちにしていたもの。そして、いつも会った日のことを嬉しそうに話していた。

　その時の敏夫さんを思い出し、頬が緩む。

「じいちゃんは、昔から俺の一番の理解者だった。長男に生まれたからといって、家業を継ぐ必要はない。好きなように生きろって、いつも言われていた」

　敏夫さんらしいな。私も同じようなことを言われた記憶がある。

　両親の反対を押し切って専門学校へ進学したのに、さらに違う分野の勉強がしたいと、なかなか言い出せずにいた。そんな私の背中を押してくれたのが敏夫さんだった。

『人生一度きり。その人生はほかの誰のものでもない、麻衣子ちゃんのものだ』

　その言葉に勇気をもらい、私は必死に両親を説得したんだ。

「そんなじいちゃんが麻衣子のことを勧めてきた時は、正直驚いたよ。結婚に関しても、俺が本気で好きになった人としろって言われるとばかり思っていたから」

　言われた時のことを思い出したのか、上杉さんは「フッ」と笑った。

「どこかで耳にしたことのある名前だと思ったんだ。それでじいちゃんによく聞いたら、麻衣子だってことがわかってさ。びっくりしたよ、じいちゃんは当然、俺たちが顔見知りだと知らなかったから」

　それはそうだよね。だって、さっき敏夫さんのお孫さんが上杉さんだと聞いた私も驚いたもの。

「会うたびにじいちゃん、麻衣子のことはもちろん、麻衣子とのやり取りまで詳しく話してくれてさ。優しくて笑顔が可愛くて話し上手で、芯の強い子だって、それはもうベタ褒め。……少し妬やけるほど」

　敏夫さんってば、私のことを過大評価していない？　でも嬉しいな、大好きな敏夫さんがそんな風に言ってくれていたなんて。

　クスリと笑みをこぼしながら上杉さんは続ける。

「じいちゃんから最初話を聞いた時は、正直信じられなかったよ。俺の知っている麻衣子は、いつも無表情でほとんどしゃべらないし、パーティーや記念式典には嫌々来ていただろ？」

　図星で何も言い返せない。

　私は社交の場という華やかな世界がとても苦手だ。だって皆、上っ面だけの付き合いで、裏で散々悪く言っている。家柄だけで人を判断するような世界だもの。

　有坂の家に生まれたからには、その運命を受け入れなくてはいけないのかもしれないけれど、正直私はごめんだ。

　だからこそ余計に、普通の結婚に憧れているのかもしれない。贅沢なんていらない。パーティーなどに出なくてもいい、普通の家庭に嫁いで幸せに暮らしたいから。

「俺の知っている麻衣子と、じいちゃんから聞く麻衣子は違った。本当の麻衣子は、どっちなんだろう。そう興味を持ったのが、麻衣子を好きになったきっかけ」

　そう言うと、上杉さんは頬杖をつき、まっすぐに私を見つめた。

「パーティーで見かけるたびに、目で追うようになったよ。相変わらず仏ぶっ頂ちょう面づらで参加していたけど、年配者や会場のスタッフへの気配りができる子だって知った。それと正義感が強い子だってことも」

　すると、なぜか急に上杉さんは「クククッ」と喉を鳴らした。

「いつだったかな？　トイレの前で悪口に花を咲かせていた同年代の女性たちに対して、啖たん呵かを切っていたよな？」

　話を聞いた途端、目を丸くしてしまう。

　彼の言う通り、いつだったか同じ社長令嬢仲間たちが、いつも一緒にいる子の悪口を言っているのを聞いてしまった。

　それがまたなんというか……陰湿で、聞いているこっちの気分が悪くなるほどのもので、我慢できずに言っちゃったんだよね。

「麻衣子が彼女たちに『自分の評価を下げているだけって気づかないの？』って言ったセリフが、今も忘れられないよ」

　当時の私の口真似をして言うものだから、こっちはたまったものじゃない。顔の熱が一気に上昇した。

「私、そんな言い方してました？」

「あぁ、してた」

　即答され、何も言えなくなる。

　誰だって他人の悪口を聞かされて、いい思いをする人なんていないはず。それも仲よくしていた相手の悪口だよ？

　残念ながら女という生き物は皆、裏では何を考えて、何を言っているかわからないものだ。

　女子特有のグループ同士の結束力というか、派閥というか……。そういうものが苦手で、高校まで友達と呼べる人はいなかった。

　専門学校では同じ道を志す者同士、変な派閥や争いはなく、仲間という存在ができ、今でも定期的に行われる同窓会で顔を合わせている。

　だけど社交の場にいた女性たちは、いくつになっても成長しない。大人になっても陰湿ないじめのようなことをしている同年代がいるかと思うと、なんとも言えない気持ちになり、我慢できずに言ってしまったんだ。

「あの時の麻衣子、カッコよかったよ」

「――え」

　カッコよかった？

　思わず彼をジッと見つめると、上杉さんの唇は優しい弧を描いた。

「心の中で思っていても、なかなか言えないものだぞ？　そのくせ両親には自分の思ったことを言えないそのギャップにも、なんかグッときたんだよな。素直に、力になってやりたい、支えてやりたい、そう思った」

　放たれたセリフに胸がトクンと音をたてた。

「夢を持ち、その道をまっすぐ進みながら、他人のことには一生懸命になれるのに、自分のことでは臆病になる。なんて不器用な子だろうと思ったよ。でもじいちゃんの言う通り、きっと優しくて芯が強い子で、そして笑った顔は最高に可愛いんだろうと思った」

「上杉さん……」

　どうしよう、まさか彼がそんな風に思ってくれていたなんて夢にも思わなかったから、どういう顔をしたらいいのかわからなくなる。

　上杉さんの顔を見ていられなくなり、視線を落としてしまう。

「一度だけ施設で、じいちゃんと一緒にいる麻衣子を見たことがあるんだ。その時、初めて麻衣子の笑顔を見てさ。……これまで女性の笑顔なんて数え切れないほど見てきたのに、心を奪われて目が離せなくなったのは初めてだった」

　しみじみと恥ずかしいことを話す彼に、ますます顔を上げられなくなる。

「少しずつ膨れていった気持ちが、お前の笑顔で確かなものになったんだ。あの笑顔を、いつか俺に向けさせたい。そうか、俺はもう麻衣子のことが好きなんだって。……でもまだ俺は麻衣子のことで知らないことが多いと思う。だから今よりもっと好きになる自信がある」

　ドキッとするようなセリフに顔を上げると、彼は愛しそうに私を見つめていた。

　真正面から見つめられると、胸は苦しいほど締めつけられる。それなのに目を逸らすことができない。

「誰かを愛しく思う気持ちは、初めてなんだ。麻衣子以上に、好きになれる女性とは巡り会えないとさえ思う。だから結婚したいんだ」

　力強い口調で言われ、戸惑いを隠せない。

　両親からお見合いの話を聞いた時から、ずっと疑ってきた。何か裏があるんじゃないかと。でも、今はそんな風に思えない。彼の瞳は嘘を言っているようには見えないから。

　じゃあ本当なの？　上杉さんが私のことを……？

　トクン、トクンと胸が早鐘を打ち続ける。

　――でも、このまま信じてもいいのだろうか。これまでの上杉さんのプレイボーイぶりを知っているからこそ、すぐには信じることができない。

　感情は顔に出ていたようで、上杉さんは苦笑いした。

「その顔だと信じてもらえていないようだな。その要因は何？」

「それは……」

　どうしよう、素直に思っていることを言ってもいいのだろうか。そもそもプレイボーイだということも、噂でしか聞いたことがない。

　もしかしたら本当は違うのかもしれない。いや、でも社交の場で見かけるたびに、連れている女性が違っていたし、あながち嘘ではないと思うんだけど。

　またひとりグルグルと考えていると、上杉さんはクスリと笑った。

「麻衣子が思っていること、ちゃんと話してよ。むしろ、聞きたいことがあるなら聞いてほしい」

　上杉さん……。

　そうだよね、思っていること、聞きたいことはちゃんと言わないとダメだよね。

　そう自分に言い聞かせ、思い切って上杉さんに尋ねた。

「あの、どうしていつもパーティーに同伴している女性が違うんですか？　それにその……失礼ながらプレイボーイだと噂で聞きまして……」

　しどろもどろになりながらも聞くと、彼は目を皿のようにしたあと、顎に手を当てて考え込む。

　聞いてしまった。気分を悪くさせてしまっただろうか。でも上杉さんから聞いてほしいって言ったし……。

　私はただ彼が答えてくれるのを待つ。すると、少しして上杉さんは言葉を選び選び話してくれた。

「麻衣子は幻滅するかもしれないけど、正直に話すよ。……麻衣子を好きになるまでは、なんて言えばいいんだろうか。俺も若かったし、いろいろと遊びたい年頃だったというのが、一番しっくりくるかな」

「えっと……それはつまり、噂は本当だったということですか？」

　ズバリ聞くと、上杉さんは言葉を詰まらせたあと、深いため息をこぼした。

「そうだな、まさにその通りだ。モテるのをいいことに本気じゃない恋愛をたくさんしてきた」

　やっぱりそうだったんだ。

　納得していると、上杉さんはすぐに弁解する。

「だけど今は違うからな？　麻衣子のことが好きだと自覚してからは、一切誰とも関係を持っていないし、連絡先もすべて消した。今は麻衣子ひと筋だから」

　はっきりと『麻衣子ひと筋』と言われ、本当に上杉さんに好意を持たれているんだとじわじわと実感していく。

　上杉さんの気持ちは理解した。どうして私とお見合いをして、結婚したいと思っているのかも。

　だけど話をすべて聞いて、私はどう返事をすればいいんだろう。

　またひとりで考え込みそうになるものの、チラッと彼を見れば真剣な瞳が向けられていて、息をのむ。

　上杉さんは全部話してくれた。言いづらいこともすべて。だったら私も正直に今の素直な気持ちを伝えるべきだよね。

　この歳になって初恋もまだだなんて、どう思われるかわからなくて少し怖いけれど、でも彼に嘘はつきたくない、そう思った。

　喉の渇きを覚え、お茶を一気に飲み干したあと、上杉さんと向かい合う。

「あの……上杉さんのお気持ちは理解しました」

「そっか、それはよかった」

　ホッとした顔を見せた彼には悪いけど……。

「でも、あの……すみません、私……誰かを好きになる気持ちがどういうものなのか、よくわからないんです」

「――え」

　正直な気持ちを吐露すると、上杉さんは目を見開いた。

「何？　まさか麻衣子、初恋もまだってこと……？」

　恐る恐る聞いてきた上杉さんに、ゆっくりと頷くと、さらに彼は目を丸くした。

　やっぱりそういう反応になるよね。二十四歳にもなって初恋もまだとか、普通はあり得ないよね。

「小学校から高校までずっと女子校で、そういう出会いもなくて……。専門学校や大学では勉強に夢中で……」

　恋愛してこなかった経緯を説明すると、上杉さんは「そっか」と呟いた。

「だからその……こういう時はどうすればいいのかわからなくて……。上杉さんの気持ちには、今の私は応えられないので」

　今のなんとも言えない自分の気持ちを口にすると、上杉さんは考え込む。

　いや、でもこれは仕方ないよね。こんな私のことを好きになってくれて正直嬉しく思う。でも私は好きって気持ちがわからないから。

　何も言わずに答えを待つ。すると彼は急に顔を綻ほころばせた。

「ヤバいな、それ。じゃあ、麻衣子の初めては全部俺なんだ」

「え？」

　驚く私に、上杉さんは声を弾ませた。

「誰かを好きになるのも、彼氏になるのも、キスするのも、麻衣子の身体に触れるのも、全部俺だけってことだろ？」

「キッ……!?」

　キス!?　身体に触れる!?

　聞き捨てならないワードに声を荒らげてしまう。

　たしかに私が上杉さんを好きになって、付き合うことになったらそういうことになるのかもしれないけれど、言葉にして言われると恥ずかしい。

「いいね、ますます燃えてくるよ。麻衣子にとって最初で最後の男になりたいって」

「……っ」

　耳を塞ぎたくなる甘いセリフに、恥ずかしい気持ちでいっぱいになる。

　普通は言えないよね？　『麻衣子にとって最初で最後の男になりたい』だなんて。

　やっぱり上杉さんは女性の扱いに慣れていると思う。……でも、決してからかっているわけではないってわかる。だから――。

「私が最初に好きになるのは、上杉さんとは限らないですよ？」

　上杉さんには申し訳ないけど、今の彼を正直好きになれる気がしない。だけど彼は自信たっぷりに言う。

「大丈夫、好きにさせるから。それで、麻衣子を絶対俺の嫁にする」

「よ、嫁ですか!?」

「あぁ。散々言っているだろ？　麻衣子と結婚したいって。その想いはよりいっそう強くなったよ。……だからさ、麻衣子。早く俺を好きになってよ」

　好きになってよって……。

「そんなの、無理です！」

　すぐさま反論すると、上杉さんは笑う。

「どんな手段を使っても、麻衣子の口から俺のことが好きって言わせてみせるよ」

　そんな日がくるのだろうか？　だけど悔しいことに、私は彼の言動にドキドキさせられている。だからといって、このまま彼のペースにのまれたくない。

「私が上杉さんのことを好きになるまで、結婚なんて絶対にしませんからね？」

　そもそも私は、普通の人と普通の結婚をすることが夢だった。決して、ハイスペックの御曹司である上杉さんのような人との結婚を望んでいたわけではない。

　はっきり言って、一番結婚したくないタイプだ。……何より、結婚は本当に好きな人としたいから。

　釘を刺すものの、彼はいまだに笑ったまま。

「わかったよ。俺を好きにさせれば問題ないんだろ？」

「そうですけど……ずいぶんと自信たっぷりですね」

　ここはズバッと、あなたは私が一番結婚したくないタイプですと言ったほうがいいだろうか。

「俺自身が麻衣子を好きにさせると自信を持っていなかったら、麻衣子を好きにさせることなんてできないと思わないか？」

　逆に質問され、言葉に詰まる。すると彼は急に真剣な表情で囁ささやいた。

「好きだよ、麻衣子」

「……えっ」

　不意打ちの愛の言葉に、みるみる身体中が熱くなっていく。すると私の反応を見て上杉さんは笑いだした。

「アハハ！　可愛いな、麻衣子は。好きって言っただけでそんなに顔を真っ赤にさせるなんて」

「……っ、当たり前です！」

　急に真面目な顔をして好きって言われたら、誰だってドキドキしちゃうから！

　しばし笑ったあと、上杉さんは落ち着かせるように大きく息を吐いた。

「こんな感じで、毎日麻衣子に俺の気持ちを伝えるから。……だから早く俺を好きになって、お嫁においで」

　惚れ惚れするような笑顔で話す彼に、奥歯をギュッと噛みしめた。

「……今のままでは絶対に無理です」

　そんな強がりを言いながらも、私の胸の鼓動は速い。

　上杉さんは理想の結婚相手とは程遠いのに、こんなにドキドキするのは、ただ単に私が男の人に慣れていないだけ……？

　自分の気持ちなのに、答えは出なかった。




　それからレストランを出ると、ウインドウショッピングをして、結局夕食までともにしてやっと帰路についた。

　彼が運転する車で自宅まで送り届けてもらえるはずなんだけど……あれ？　うちはこっちじゃないよね？　もしかして上杉さん、道を間違っている？

「あの、上杉さん」

「ん？　何？」

「うちはこっちではないと思うんですけど……」

　さり気なく道を間違っていないか聞いたけど、彼は「合っているよ」と言う。

　え、本当に合っているの？　だけど車の運転に慣れているようだし、私が知らない裏道があるのかも。

　そう自分に言い聞かせ、おとなしく乗っていたものの、車が進めば進むほどうちから離れていっている気がしてならない。

　窓の外を見れば、高層マンションが立ち並んでいる。こんなマンションは近くにないもの。

「着いたよ」

　私の不安などお構いなしに、彼はあるマンションの地下駐車場へ入っていく。

「着いたよって……え、ここはどこですか？」

　彼は「帰ろうか」って言ったよね？　それは私の自宅ではなかったの？

　混乱する私をよそに上杉さんは車を駐車させ、先に降りてしまった。

「あっ！　ちょっと上杉さん!?」

　私も慌ててシートベルトを外して車から降りる。

「おいで、こっち」

「こっちって……」

　手招きして先に歩きだした彼に、ワケもわからぬままついていくしかない。

　カードキーを使ってエレベーターに乗り込み、彼が押したボタンは最上階。静かに上昇していくエレベーターの中で、ある思いが頭をよぎる。

　ひょっとしてここは、上杉さんの自宅マンションなのかもしれないと。

　予感は的中し、エレベーターから降りると彼はある部屋のドアの前で足を止めた。そして再びカードキーを使って鍵を開けた。

「どうぞ」

　ドアを開けて入るよう促されるけれど、ここで「はい、お邪魔します」と、のこのこ上がれるわけがない！

「上杉さん、どういうことですか？　ここ、上杉さんのご自宅なんですよね？」

　さっき、『どんな手段を使っても』なんて言っていたけど、まさか力づくで私を自分のものにしようとしているの？　だったら家になんて、絶対に上がるわけにはいかない。

　警戒心を剥き出しにしていると、上杉さんは目を瞬かせた。

「もしかして麻衣子……何も聞いていないのか？」

「な、何をですか……？」

　少しずつ距離を取りつつ尋ねると、彼は耳を疑うことを口にした。

「今日から俺と一緒に暮らすってことを。もちろん結婚を前提にな」

　予想外のことを言われ、頭の中が真っ白になる。

　えっと……今、上杉さんなんて言った？　今日から俺と一緒に暮らすって言っていなかった？　しかも結婚を前提にって。

　彼の言葉が何度も頭の中で繰り返される。

「おばさんが麻衣子の荷物を午後に送ってくれたはず。だからてっきり麻衣子も知っていると思っていたんだけど……」

　顎に手を当てて首を傾げる上杉さんにクルリと背を向けて、急いでバッグからスマホを取り出し自宅に電話をかけた。

　そういえばお母さん、出掛ける前にちょっと意味深なことを言っていたよね？　『あとのことはお母さんに任せておいてね』って。それはつまり、引っ越しはお母さんに任せておいてねってことだったの!?

　確かめずにはいられなくて電話をかけると、待っていたかのようにお母さんが出た。

『もしもし、麻衣子？　もう岳人君の家に着いたの？』

「えっと、お母さん……どういうことなの？」

　電話越しでも上機嫌だとわかるお母さんに聞くと、『フフフ、びっくりしたでしょ？』なんて、イタズラが大成功したかのように喜び、私の質問に答えてくれた。

『お見合い前から、お互いのことを意識していたんですって？　私たちが帰ったあとに気持ちを伝え合ったと聞いたわ。それと結婚を前提に付き合うなら、お互いのことをもっと知るために、一緒に暮らしたいと。でも麻衣子は恥ずかしくて私たちに言い出せなかったのね。岳人君がお見合い後にお父さんに話してくれたのよ。それに〝結婚をするまで、お嬢さんには指一本触れません。どうか一緒に暮らすことを許していただけませんか？〟って言って』

　な、何それ！　私が知らないところで、そんな話になっていたなんて……！

　すぐさまドアに寄り掛かってこちらの様子を窺うかがっている彼を睨むと、お母さんが話していることがわかったのか、ニヤリと笑った。

『もちろん、私もお父さんも賛成よ。いずれ一緒になるなら、早くに暮らしても問題ないしね。だけど、なかなか麻衣子から言い出してくれないから我慢できなくて、ちょっとしたサプライズを用意したの。どう？　びっくりした？　でも岳人君と一緒に暮らせて嬉しいでしょ？』

　興奮ぎみに聞かれ、返答に困る。

　お母さんはどうやら私が、上杉さんのことが好きで結婚したいと思っていると勘違いしているようだ。

　私、ひと言もそんなこと言っていないのに……。きっと言葉巧みに上杉さんが両親に、あたかも本当のように私の気持ちを話したに違いない。

　どうしよう、嬉しそうなお母さんにどう説明すればいいのだろうか。

『あら、嬉しくて返す言葉もないのかしら？　何もないと思うけど、何かあったらいつでも連絡しなさい。岳人君によろしくね』

「えっ……あ、お母さん!?」

　一方的に言うとお母さんは通話を切ってしまった。

　よろしくって……私、どうすればいいの？　本当に今夜から上杉さんと一緒に暮らさなきゃいけないの？

　スマホを手にしたまま呆然としていると、静観していた彼が口を開いた。

「とりあえず、中に入れば？」

　とりあえずって……何それ。こうなったのは全部上杉さんのせいだよね？

　カッとなり、彼に詰め寄った。

「どうしてくれるんですか!?　もとはと言えば上杉さんが勝手に話を進めたのがいけないんですよね？　一緒に暮らすなんて無理ですから！」

「無理でも麻衣子には、俺と一緒に暮らしてもらう」

「そんな勝手な――！」

「言っただろ？　どんな手段を使っても、麻衣子を好きにさせるって。一緒に暮らせば、嫌でも俺がどんな人間か、麻衣子は知ることができるだろ？」

　私の声を遮ると、上杉さんは私の腕をつかんだ。

「とにかく中で話をしよう。麻衣子の荷物はもう部屋に運んでもらってあるし。何より近所迷惑になる」

「……っ」

　そうだ、今いる場所はマンションの内廊下。ここで話していたら彼の言う通り迷惑だよね。……でも、だからといって簡単に家に上がってもいいのだろうか。

　警戒心を拭えずにいると、上杉さんは小さく息を漏らした。

「安心しろ、麻衣子が俺のことを好きになってくれるまで何もしないから。有坂社長にも約束をしたからな。信用を失うようなことは絶対にしない」

「上杉さん……」

　私を安心させるように優しく微笑むと腕を離し、今度は手を握ってきた。

「悪かったよ、勝手なことをして。……だからこそ家の中で落ち着いて説明をさせてくれ」

　上杉さんはズルい。勝手なことをしておいて、急にしおらしく謝るなんて。なんか怒るに怒れなくなる。

　それに、どうやら本当に私の荷物は全部届いているようだし、お母さんの喜びようを知った今、家にはすぐに帰れそうにない。

　だったら、納得のいく説明をしてもらおうじゃないの。

「じゃあしっかり説明してください。……話によっては、すぐに出ていきますからね」

　渋々言うと、上杉さんは笑みをこぼした。

「悪いけど家に帰すつもりはないから」

「――え。あっ……上杉さん!?」

　強引に腕を取られ、私は彼の家の中に足を踏み入れてしまった。










甘くて危険なふたり暮らし




　眩しい朝陽で目が覚めると、目に飛び込んできたのは見慣れない天井のクロス。ゆっくりと起き上がり周囲を見渡せば、室内にはベッドにクローゼット、テレビと最低限の家具に、積み重なったダンボールの山があった。

　すぐに昨夜のことを思い出し、頭が痛くなる。

　ベッドサイドに置いたスマホで時間を確認すると、八時を過ぎていた。上杉さん、今日は仕事だって言っていたけど、もう出掛けたあとだろうか。

　ベッドから下りて恐る恐るドアを開けると、家の中はシンとしていて物音ひとつ聞こえてこない。

　まるで忍者の如ごとく、忍び足でリビングダイニングへ続くドアを開けると、そこに彼の姿はなかった。代わりにテーブルの上に置かれていたのは、ひとり分の朝食と置き手紙。

　手に取り、文字を目で追う。

【おはよう。昨日も話したが、自分の家だと思って自由に過ごしてくれ】

「自由に過ごしてくれって言われても……な」

　それと付け足すように書かれていたのは、このマンションのことだった。

　どうやらコンシェルジュが二十四時間常駐しているようで、洗濯や買い物など頼めばしてくれると教えてもらった。昨日、私の家から送られた荷物も、ここで受け取って、上杉さんのお父さんと一緒に部屋まで運んでくれたらしい。

　最後に上杉さんの電話番号が書かれているけれど、彼は仕事中なわけだし、そう易々と電話をかけることなど、できるはずがない。

　置き手紙を手にしたまま、深いため息がこぼれる。

　私……本当に上杉さんと暮らしていけるのかな。

　リビングの大きな窓の向こうに広がる都会の景色を眺め、昨夜のことを思い出す。





＊　＊　＊






「ちょ、ちょっと上杉さん!?」

「まずは家の中を案内するな」

　強引に私の手を引いたまま家に上がると、彼は頼んでもいないのに、どこに何があるのかを説明してくれた。

　廊下には五つのドアがあり、そのうちのひとつのドアを開けると、十二畳ほどのフローリングの部屋だった。ひと通りの家具とともに、たくさんのダンボールが積み重なっている。

「ここが麻衣子の部屋な」

「まだ住むとは、言っていませんが？」

　それなのに私の部屋だなんて……。

「じゃあ次、行こうか」

　華麗に私の話をスルーして廊下に出ると、彼は次々とドアを指差して説明していく。

「隣が俺の部屋で、真正面がバスルーム。右隣がトイレで、玄関に一番近い部屋が納戸になっているから。それでリビングがこっち」

　私の手をつかんだまま、玄関から一番離れた場所にあるドアを開けると、真正面に大きな窓ガラスがあり、カーテンがかかっていない窓からはネオンがキラキラ光り輝いて見えた。

「うわぁ……すごい」

　あまりの美しさに出た本音。すると上杉さんは私の顔を覗のぞき込んだ。

「気に入ってくれた？」

「気に入ったというか、素敵だなと……」

　彼の端正な顔が急に間近に迫ってきたものだからびっくりして、目が泳いでしまう。

　近い、近い、近い!!

　異性に慣れていないから、距離が近いだけで心臓が壊れそうになる。大丈夫かな、ドキドキしていることバレていない？

「コーヒーでも飲みながら話そうか」

　離れてくれてホッと胸を撫なで下ろしたのも束の間、コーヒーを淹いれてくれた彼がどうぞと私を案内した先は、夜景が眺められる位置に置かれたソファ。

　先に腰を下ろすと、ぴったり寄り添うように隣に座った彼にまた心臓が暴れだした。

　とにかく落ち着こう。このままズルズルと上杉さんと一緒に暮らすわけにはいかない。そもそも冷静になって考えれば、付き合ってもいないのに生活をともにするなんてあり得ない話。

　コーヒーを飲んで心を落ち着かせる。それから隣に座る彼と対峙した。

「あの、やはり結婚しているわけでも……いや、それ以前に付き合ってもいないのに一緒に暮らすのはおかしくないでしょうか？」

　すると上杉さんも私のほうへ身体を向けた。

「そうでもしないと、麻衣子に好きになってもらうことはできないだろ？」

「そんなことはないと思うのですが！　恋愛には、段階というものが必要ではないでしょうか？」

　恋愛はしたことがないけれど、でも誰かを好きになるって、もっと時間がかかるものじゃないの？　気持ちが通じ合ってからも、ゆっくりとお互いのことを知っていってその先に生活をともにして、結婚という選択肢があると思う。それらすべてをすっ飛ばしているじゃない。

「じゃあ言わせてもらうけど、麻衣子は俺を好きになる努力をしてくれるわけ？」

「えっ……努力ですか？」

　聞き返すと、上杉さんは顔をしかめた。

「今日だって、俺から誘わなければ、麻衣子から誘ってくれることはなかっただろ？」

　うっ……！　その通りで、何も言い返せない。

　そこに上杉さんは畳み掛けてきた。

「来月から麻衣子も社会人になる。俺だって仕事が忙しくなる。いくら同じ会社で働くといっても、会う時間はなかなか取ることができなくなるだろ？　限られた時間の中で、麻衣子は俺のことを知ることができるのか？」

「それはっ……！」

「できないだろ？」

　私が答える前にそう言うと、彼は手にしていたカップをテーブルに置いた。

「でも一緒に生活をしていれば、嫌でも俺のことを知ることができるだろ？　俺がどれほど麻衣子のことが好きなのか、毎日伝えることもできる」

　甘い言葉を囁くと上杉さんは私のカップを奪い、自分のカップと並べた。

「俺のことを好きになったら結婚してくれるんだろ？　だったら俺に麻衣子を好きにさせるチャンスをくれないか？　一緒に暮らしてほしい」

　真剣な面持ちでお願いされると困り果てる。

　こんなの間違っているはずなのに、どうして「無理です」って言えないのだろうか。

　自分の気持ちなのにわからなくなり、唇を噛みしめると、上杉さんは唇の端を吊り上げた。

「麻衣子の荷物はもうこの家にある。何よりおばさん、俺と暮らすことを喜んでいなかったか？　それなのに、今さら麻衣子が帰ったら悲しむと思うけど？」

「……っ！　……ズルいですよ」

　お母さんの話を持ち出すなんて。私の両親に対する思いを今日聞いたくせに。

「俺だってできれば正攻法でいきたいよ。……だけど麻衣子はズルでもしないと、手に入らないだろ？」

　困った顔をしながら彼は私の肩に腕を回し、ゆっくりと自分のほうに引き寄せた。

　密着する身体に胸が苦しくて、されるがままの状態になる。……だけど、なぜだろうか。その温もりに次第に心地よさを感じてしまうのは。

　トクン、トクンと胸を高鳴らせる私の髪を、彼は優しく撫でた。

「一緒に暮らしてくれないか？　もし暮らしてみて、俺のことを好きになれないのなら、その時は潔く諦あきらめるよ」

「え……」

　顔を上げると、重なり合う視線。すると上杉さんは自信たっぷりに言った。

「まぁ、絶対に好きにさせてみせるけど。……だからさ、麻衣子。俺と一緒にここで暮らそう」

　自信たっぷりに言ったと思ったら、どこか不安げに様子を窺う彼の目に、私の心は乱される。

　本当に上杉さんはズルい。声だけでわかるほど、お母さんは喜んでいた。今さら帰りづらいし、それに……。それに、こんなに私のことを想ってくれている彼の気持ちは、正直、嬉しいから。だから、このまま流されてもいいと思うから困る。

　上杉さんのことを好きにはならないと思っていたけれど、同じ時間を過ごしたら、彼の宣言通り私は好きになってしまうのだろうか。

　でもきっとそれは、同じ時間を過ごしてみないとわからないことだよね。

　家に帰りたくても帰れそうにないし、流されてみるのもいいんじゃないかな。上杉さん、私が好きになるまで何もしないって言っていたし。

　私の答えを待つ上杉さんに、覚悟を決めて伝えた。

「わかりました。……上杉さんと暮らしてみます」

「……本当か？」

　目を見開き驚く彼に、首を縦に振る。すると上杉さんは白い歯を覗かせて笑うと、思いっきり私の身体を抱きしめた。

「きゃっ!?」

　先ほどとは比べものにならないほど、全身で彼の温もりを感じてパニックになる。

「うっ……上杉さん!?」

　名前を呼ぶと、さらに強く抱きしめられた。

「夢みたいだ。……ありがとう、麻衣子」

　そこまで喜ばれると、胸の奥がむず痒がゆくなる。

「な、何を言ってるんですか！　勝手に私を連れてきたくせに……！」

　ドキドキしていることに気づかれたくなくて、可愛げのないことを言ってしまう。

「それに、さっきと話が違うじゃないですか！　私が上杉さんのことを好きになるまで、何もしないのではないんですか!?」

　無理やり離れて抗議をすると、上杉さんは意地悪な顔を見せた。

「もちろん。……麻衣子に好きになってもらえるまで、一線を越えたりはしないよ。でも越える手前のことはさせてもらう」

「はい!?」

　どういう意味？　越える手前のことはさせてもらうって。

　意味がわかっていない私の頬を彼の大きな手が触れた。

「つまりこうして触れたりはするってこと。それくらい、いいだろ？」

「それくらいって……！　ダメに決まっています!!」

　さっきはつい流されて抱きしめられちゃったけど、あんなことを日常茶飯事にされたら、こっちの心臓が持たない。

　ただでさえ、これからの生活が心配なのに。だって一緒に暮らすってことは、上杉さんと私のふたりっきりで生活を送るというわけでしょ？　当たり前のことを考えると不安でいっぱいになる。

　だけどきっと、不安になっているのは私だけ。ムキになって言う私に、上杉さんは喉を鳴らす。

「ククク……。本当に麻衣子は可愛いな。……今日からよろしくな？　自分の家だと思って過ごしてくれて、かまわないから」

　そう言いながら立ち上がった彼を見上げると、クシャッと髪を撫でられた。

「俺は持ち帰った仕事をする。風呂に入って先に寝ててくれ」

「……はい」

　返事をすると上杉さんは嬉しそうに笑いながら「おやすみ」と、リビングから出ていった。

　パタンと閉まったドアを見つめたまま、撫でられた頭に触れてしまう。

　上杉さんと一緒に暮らすと思うと、それだけでドキドキして胸が苦しくなる。そんな自分が信じられなくて、胸の高鳴りを抑えながら慌ててお風呂に入り、私はベッドに潜り込んだ。

　実際に暮らすうえで肝心なことを聞かないまま。





＊　＊　＊






「朝ご飯は上杉さんが用意してくれたんだ」

　作ってくれたのは、たまごやハム、トマトなど具だくさんのサンドイッチにサラダ。ちょっぴり意外。上杉さんって料理できるんだ。

　手を合わせて美味しいサンドイッチを食べながら、これからのことを考える。

　上杉さんは一緒に暮らそうって簡単に言っていたけれど、食事はどうするんだろう。私も作ったほうがいいのかな。だって朝ご飯、作ってもらっちゃったし……。

　でもキッチンを勝手に使ってもいいのだろうか。それに洗濯物や部屋の掃除は？　勝手にやったらマズい？　それとも、掃除まですべてコンシェルジュに任せているの？

　ダメだ、上杉さんに聞かないとわからないよね。とりあえず部屋に山積みになっているダンボールを片づけよう。

　空になった食器をキッチンへ運ぶと、ふと冷蔵庫に貼られているメモ紙に気づいた。そこには【冷蔵庫の中のものも、好きに使ってかまわないから】と書かれていた。

　お言葉に甘えて冷蔵庫のドアを開けると、中には食材がぎっしり入っていた。どうやら、上杉さんは普段から料理をしているようだ。

　次に綺麗なキッチンに目をやると、ひと通りの調理器具と調味料が揃っている。

　これら全部、もしかしたらこれまで彼が付き合ってきた女性が、置いていったものの可能性もある。

　キッチンだけじゃない。家の至るところに女性の影をチラつかせるものが置いてあるのかもしれない。

　きっと探せば出てくるよね。多くの女性と関係を持っていたと上杉さん自身も認めていたのだから。

　なるべく見つけないようにしようと決め、再びキッチンに目を向ける。

　昨日彼は、自分の家だと思って自由に過ごしていいと言っていたし、勝手にキッチンを使って、料理をしてもいいよね。

　そう自分に言い聞かせながら、荷物の片づけに取りかかった。




「……うん、美味しくできた」

　荷物を片づけ、軽く部屋の掃除をしてから夕食の準備に取りかかった。すべての料理が出来上がった頃には、十九時を回っていた。

　上杉さんの好みなんてわからないから、冷蔵庫にあった材料で簡単に作ったけど……大丈夫だよね。

　豚肉の生姜焼きにサラダ。それと胡瓜きゅうりと大根の漬け物に味み噌そ汁しる。もう一品くらい何かあったほうがよかったかな。

「……ん？　別に頼まれてもいないのに、品数なんて気にすることないよね」

　そうだよ、上杉さんに夕食を作ってと言われたわけではない。それに食べないかもしれない。それなのに私ってば、上杉さんに食べてもらう前提で作っていたよね？

「これは私が食べる分！」

　別に上杉さんのために作ったわけじゃない。ただ、誰かのために料理を作るのが久しぶりで楽しかっただけ。お腹も空いてきたし、先に食べちゃおうかなと思ったけど、思い止まった。

　そろそろ帰ってくるかもしれない。それに上杉さんと話したいこともある。だったら一緒に食べながら話をしたほうが効率いいよね。用意や片づけも一度で済むし。

　変な意地を張りながらソファに腰掛け、テレビを見ながら上杉さんの帰りを待っていると、玄関のドアが開く音が聞こえてきた。

「帰ってきた……！」

　リビングのドアを開けると、玄関にはスーツ姿でビジネスバッグを手にした、仕事帰りの上杉さんの姿があった。

　私を見て一瞬目を見開いたものの、彼はすぐに顔を綻ばせた。

「ただいま、麻衣子」

「あ、おかえりなさい」

　ドキッとしつつも、なんとなく立ち尽くしているのが恥ずかしくて、彼のもとへ駆け寄る。

「いいな、麻衣子に『おかえりなさい』って出迎えられるの」

「えっ？」

「それにこうして俺の家に麻衣子がいるとか、最高にいい。……麻衣子には悪いけど、一緒に暮らせると思うと嬉しいよ」

　言葉通り嬉しそうに言われると、返答に困る。

　上杉さんと一緒に暮らすなんて、緊張して無理な気がしていたけれど……そう、だよね。一緒に暮らすということは、プライベートな時間を彼とたくさん過ごすんだ。そう思うと私まで照れくさくなる。

「……ん？　なんかいい匂いがする」

「あ、すみません。勝手ながら夕食を準備したんですけど……食べますか？」

　ドキドキしながら聞くと、彼はすぐに答えた。

「帰ってから適当に作るつもりだったのに、まさか麻衣子が作ってくれるとは思わなかったよ。もちろん食べるに決まってるだろ？　待ってて、すぐに着替えてくるから」

「え、あっ……」

　足早に自分の部屋に入っていく上杉さんの姿に呆然となる。

　えっと……迷惑じゃなくて、喜んでもらえたって思ってもいいのかな？

　そう思うと嬉しくて顔がニヤけそうになり、慌てて表情を引きしめた。

　なんで私まで喜んじゃっているわけ？　それより早く用意しないと。

　急いでキッチンへ向かい、テーブルに料理を並べ終える頃に、着替えを済ませた上杉さんがやってきた。

「すごいな。これ全部、麻衣子が作ったのか？」

「そうですよ、ほかに誰がいるんですか？」

　目を輝かせる彼にどんな反応をしたらいいのかわからなくなり、また可愛げのないことしか言えなくなる。

　そのあとも上杉さんは、食べるたびに「美味しいよ」「麻衣子は料理上手だな」「いい奥さんになるよ」なんて褒めるものだから、ますます恥ずかしくなるばかり。上杉さんは、そんな私を見て面白がっているようにも見える。

「麻衣子の手料理を食べられて幸せだけど、無理して作ることはないからな？」

　そう言うと箸を置き、まっすぐに私を見つめた。

「俺は麻衣子に家のことをしてほしくて、一緒に暮らそうと言ったんじゃないから。今日、話すつもりだったが、家のことはお互い協力してやっていこう」

「協力、ですか？」

　箸を持つ手を止めて尋ねると、彼は頷いた。

「あぁ。俺も料理はできるし、掃除もわりと好きなんだ。ただ、仕事が忙しくて家のことにまで手が回らない時だけ、人に頼んでいる。麻衣子も来月から社会人になるんだ。忙しくなるだろ？　だからお互い協力しながら、頼るところは頼って一緒に暮らしていこう」

「上杉さん……」

　漠然と、将来誰かと結婚したら、家のことは女である私がやるものだと思っていた。両親がそうだから。家族のために外で働くお父さんを、お母さんはできる限り支えたいと言っていたもの。

　でも上杉さんは違うんだ。今朝だって私を起こすことなく、朝ご飯の準備までしてくれたよね。……上杉さんと結婚する女性は、きっと幸せだね。

　家事を分担してやってくれて、仕事をしていたら理解してくれる。きっと子供が生まれたって、子育てに協力的なはず。

「……麻衣子？」

　思いを巡らしていると不意に名前を呼ばれ、我に返る。

「わかりました、よろしくお願いします」

　慌てて頭を下げて、残りのご飯をパクパクと口に運んでいく。

　何を考えているんだろう。ちょっと想像しちゃったよね？　上杉さんと暮らす未来を。まだ彼のことを好きになったわけじゃないのに。

「そうだ、今度の休みに買い物に出掛けないか？　一緒に暮らすうえで必要なものもあるだろ？」

「でも、生活用品は揃っていますよね？」

　上杉さんが仕事に行っている間に、掃除をしながらちょっぴり家の中を見たけど、特に買い足すものはないと思う。食器類だって揃っているし、それに生活用品はお母さんが持たせてくれたし。

　小首を傾げる私に、上杉さんはムッとした。

「わかっていないな、麻衣子は。一緒に暮らすなら、スリッパやコップ、それに食器類も日常雑貨はお揃いにしたいだろ？」

「お、お揃いですか!?」

　つい大きな声が出る。だってお揃いって……！　顔に似合わず可愛い一面があることに驚きながらも、おかしくなり笑ってしまった。

「フフフ、普通は女性が言うものじゃないですか？　お揃いにしたいって」

「それは麻衣子から言ってくれないからだろ？」

　面白くなさそうに言う彼に、ますます笑いは増すばかり。

「とにかく今度の休日は出掛けるからな。予定空けておけよ？　ごちそうさまでした」

　私に釘を刺すと、上杉さんは空になった食器を手に立ち上がった。

「片づけは俺がやるよ」

「え、そんなっ……！　いいです、私がやります」

　残りのおかずを急いで食べて私も食器を手に持ち、彼のあとを追ってキッチンへ入る。そして袖をまくり、洗い始めようとした上杉さんからスポンジを奪った。

「上杉さんは今日、お仕事だったんですから、ゆっくりなさっていてください」

　目を白黒させる彼に強い口調で言うと、今度は上杉さんが声をあげて笑いだした。

「なんで笑うんですか……！　私、面白いことなんてひと言も言っていませんよね？」

　あまりに大笑いするものだから文句を言うと、上杉さんは笑いをこらえながら「悪い」と謝る。

「やっぱり俺、麻衣子のことが好きだなーってしみじみ思ってさ。優しい麻衣子が本当に好き。それにこういうやり取り、本物の夫婦みたいじゃないか？」

　彼の言葉に、顔から火が出そうなほど恥ずかしくなる。

「何言ってるんですか！　こ、これはさっき上杉さんが言っていた協力です!!　今日は上杉さんがお仕事で、私は一日中家にいたんですから、片づけは私がやるべきなんです。理解していただけましたら、キッチンから出ていってください」

　一方的に言い、食器洗いに取りかかった。

　どうして上杉さんは恥ずかしくなるようなことを、サラッと言えちゃうのかな。聞かされるこっちはたまったものじゃない。言動ひとつで、今のようにドキドキさせられているのだから。

　ゴシゴシと食器を洗う中、なかなか彼が出ていく気配を感じられない。むしろさっきからずっと隣にいるような……。

　チラッと横を見れば、私の食器を洗う姿を食い入るように見つめていた。

「あの、上杉さん？　非常にやりづらいのですが……」

　見られていると、なかなか思うように洗うことができなくなる。だから早くリビングへ行ってほしいのに、彼は近くにあった布巾を手にした。

「協力するって言っただろ？　拭くくらいさせてくれ」

「ですがっ……！」

「こうして麻衣子が皿を洗っている姿を見ているだけで、一日の疲れが吹き飛ぶから」

　付け足しに言われた言葉にまた胸をときめかされ、慌てて前を向いた。

「わかりました。拭き終わったら先にお風呂に入ってくださいね？　もう沸かしてありますから」

　明日も仕事でしょ？　それにまた今夜も仕事を持ち帰ってきたのかもしれない。だから、本当は手伝わせたくないのにな。

　心の中でだけ素直になっていると、上杉さんは頬を緩めた。

「ありがとう。麻衣子は本当にいい嫁だな」

「まだ嫁じゃないですから！　早く拭いてください」

　すぐさま否定し、水切り籠にどんどん洗い終わった食器を載せた。

「そうだな、まだ嫁じゃないな。いずれ嫁にするけど」

　いつものように自信たっぷりの彼は、手慣れた様子で食器についた水滴を拭いていく。そして片づけを済ませると、上杉さんは冗談交じりに言った。

「どれ、早く風呂に入らないと嫁の麻衣子に叱られそうだし、さっさと入ってくるか」

「また嫁って言いましたね!?」

　からかわれていると頭ではわかっていても、反応せずにいられない。案の定、ムキになる私を見て上杉さんはニヤニヤしている。

「なんなら、一緒に入ろうか？」

「入りません！」

　一緒にお風呂になんて、入るわけないじゃない！

「そうか、それは残念。……だけど」

　距離を縮めると、上杉さんは私のつむじにそっとキスを落とした。

「いつか絶対一緒に入ろうな」

　頭上で囁かれた甘い声に、息が詰まる。

「風呂から出たら仕事するから。麻衣子は気にせず自由に過ごしていてくれ。また明日な」

　最後に私の髪をひと撫でして、やっと彼はキッチンから出ていった。

「な、なんなの、もう……！」

　身体はふらつき、シンクに手をついて支えた。

　さっき上杉さん、私のつむじにキスしたよね？

　思い出すと身体の熱が上昇していくのが自分でもわかる。初日からこんな感じで私、これから上杉さんと一緒に暮らしていけるのだろうか。




　そんな心配をよそに、彼との生活はとても快適だった。無理のない範囲で私に家のことをさせてくれて、帰りが早い日は手料理を振る舞ってくれた。それにできるだけ家事はふたりでやろうと言い、いろいろと手伝ってくれる。

　急なスキンシップをしてくる時もあるけれど、私が本気で嫌がることはしない。

　からかわれて、ムッとなることはしょっちゅうだけど、家にいる時とは違い、素の自分でいられる毎日が楽しくもあった。




　そして迎えた上杉さんの仕事が休みの日。約束通り、ふたりで生活に必要なものを買いに、近くのショッピングモールを訪れていた。

「うーん……黒もいいけどグレーもいいな。麻衣子はどっちがいい？」

　両手にパジャマを持ち、聞いてきた彼に頭が痛くなる。

「その前に上杉さん、ちょっと買いすぎじゃないですか？」

「そうか？　まだ買い足りないくらいだけど」

　そう言うけれど、さっきからお揃いのものをたくさん買っている。スリッパにコップに歯ブラシ……。さらにはパジャマだって？

「買っても、私はお揃いのパジャマなんて絶対着ませんからね」

　ふたり揃って同じデザインのパジャマを着ちゃったら、もう本物の夫婦みたいじゃない。

「つれないなー、麻衣子は。じゃあ食器類を見に行くか」

「食器類って……家にあんなにたくさんあるのに、まだ買うつもりですか!?」

「買うよ、麻衣子とお揃いのものはないだろ？」

「お揃いって……」

　スタスタと食器売り場に向かう上杉さんのあとを、速足でついていく。

「買っちゃったら、今ある食器を使わなくなりますよ？　もったいなくないですか？」

　チクリと嫌味を言ったものの、上杉さんは気にせず真剣な表情で選びながら言う。

「使う時はあるさ。誰かを招いてホームパーティーすればいいだろ？」

「ホームパーティーなんてするんですか？」

「するよ。友達はもちろん、従い兄と弟こたちとも歳が近いから、よくうちに集まっているんだ。従兄弟も友達も大半が結婚して子供もいるから、毎回盛り上がる」

　そうだったんだ。でも聞いて納得。だから彼の家には大小さまざまな食器がたくさんあるんだ。

「今度、麻衣子も参加してよ」

「私もですか？」

　びっくりして自分自身を指差すと、彼は白い歯を覗かせた。

「あぁ、従兄弟の子供がまた可愛くてさ。皆、麻衣子のことを気に入ると思う。なんせ俺の嫁だからな」

「もう、また嫁って……！」

　ジロリと睨むと、上杉さんはいつものように笑う。このやり取りをこの一週間で何度繰り返しただろうか。

　結局お箸から大皿や小皿、茶碗にお椀と食器一式お揃いのものを購入した。ほかにもエプロンやクッションなど、買ったものをすべて宅配してもらう手続きをして、帰るのかと思ったら上杉さんはどこかへ向かっていく。

「上杉さん、まだ何か買うんですか？」

　さっき宅配を頼んだのに。それにもう買うものはないよね？

　歩きながら聞くと、彼は目を細めた。

「まだ肝心のものを買っていないだろ？」

「肝心なもの、ですか？」

　私を連れて彼が向かった先は、アクセサリー店。ショーケースの中には、指輪やネックレスといったキラキラ輝く装飾品が並んでいた。

「え！　肝心なものってまさか……！」

「もちろん、お揃いの指輪に決まってるだろ？」

　店先で聞かされた話に目を見開いた。

　付き合ってもいないのに、お揃いの指輪なんてあり得ない。

「もちろんじゃありませんよ！　いりませんからね、指輪なんて！」

　場所が場所だけに小声で抗議をするものの、彼は「いいや、絶対買うから」と言いながら私の手をつかんだ。

　このままでは強引に店内に連れていかれて、買われてしまう。断固拒否しなければ……！

　足に力を入れて引き止めていると、上杉さんのスマホが鳴った。それは上杉さんがいつも使っているものではない。もしかして仕事用のものだろうか。

　そんなことを考えている間に、舌打ちをしながら電話の相手を確認した彼の顔つきが変わった。

「悪い、会社からだ。ちょっと先に見ててくれ」

　早口で言うと、つかんでいた私の手を離し、向こうに行ってしまった。

　よ、よかった。とりあえず指輪を回避できて。

　それにしても上杉さん、仕事のスイッチが入ったというか、電話の相手を確認した途端、顔つきがガラリと変わったよね。

　この一週間で彼のことをだいぶ知った気でいたけど、まだまだ知らないことがたくさんあるはず。それなのに指輪を買うだなんて本当にあり得ない。

　先に見ててって言われたけれど、見るわけないじゃない。

　周囲を見回すと、真向かいにある時計専門店が気になった。

　そういえば腕時計を買おうと思っていたんだっけ。お見合いの日からバタバタしていてすっかり忘れていた。

　自然と足は時計店のほうへ向かっていく。

　来月から私も社会人になる。やっと夢への一歩を踏み出せるんだ。

　ここまで頑張ってきた自分へのご褒美というか、これから夢を叶えるために頑張る決意表明というか……。何かひとつ、かたちになるものが欲しかった。

　店内を覗くと、真っ先に目についたのは赤い皮ベルトの腕時計。アナログで画面が大きくて見やすい。

「よろしかったら、ご試着してみませんか？」

「えっと、じゃあお願いします」

　店員にショーケースから時計を取ってもらい、実際に腕につけるとますます欲しくなる。

　この時計なら可愛いし、仕事だけじゃなくて普段使いもできるよね。

「麻衣子に似合うな、その時計」

　まじまじと時計を見ていると、いつの間にか電話を終えた上杉さんが隣に立ち、店員に声をかけた。

「すみません、彼女がつけているものと同じデザインのメンズものってありますか？」

「はい、ございます。少々お待ちください」

　そう言うと店員はすぐに黒の革ベルトで、同じデザインの腕時計を持ってきた。それを腕につけて、彼は満足げ。

「うん、いいな。指輪じゃなくて時計にしようか。それに、麻衣子に就職祝いで何か買ってやりたかったんだ」

「えっ？　就職祝い、ですか？」

　聞くと上杉さんはふわりと笑った。

「あぁ。自分の夢への一歩を踏み出したお祝いに」

　上杉さん……。

　彼の気持ちが嬉しくて、ジンとする。

「だからプレゼントさせてよ」

　そう言われても、簡単に「はい」なんて言えないよ。さっきだって、自分も使うものだからお金を出すと言ったのに、全部上杉さんが払ってくれたのに。

　頷けずにいると、時計を外しながら彼はチラッとアクセサリー店を見た。

「ここでプレゼントさせてくれないなら、指輪になるけど……やっぱり麻衣子は時計より指輪のほうが欲しいのか？」

　再び私を見ると、意地悪な顔で言う。上杉さんには私の気持ちがバレバレなのかもしれない。

　買ってもらうのは忍びないけど、指輪よりは断然時計のほうがいい。

「本当にいいんですか？　買ってもらっても」

　おずおずと聞くと、彼はすぐに「もちろん」と言いながら、私がつけていた時計を外して店員に渡した。

「包んでもらってもいいですか？」

「かしこまりました」

　それから彼はスマートに支払いを済ませ、店員に見送られて店を出た。

「あの、ありがとうございました」

「どういたしまして。毎日つけてくれよな？」

「もちろんです」

　自分で買おうと思っていたほど、私も気に入っているもの。

　肩を並べて駐車場へ向かう中、上杉さんは付け足すように言った。

「でもいずれ買うからな。婚約指輪と結婚指輪を」

「えっ!?」

　思わず足が止まると彼もまた足を止め、屈んで私の顔を覗き込んできた。

「当たり前だろ？　俺と麻衣子は結婚するんだから。必ず必要なものだろ？」

「それは本当に結婚するなら、ですよね？」

「そうだよ」

　彼は体勢を戻すと、大きな手で私の手を包み込んだ。

「だから早く俺を好きになってよ」

　愛しそうに見つめられ、胸が苦しくなる。

　お見合いをしてから何度も言われているのに、こうしてドキドキさせられてしまう。

　もしかして私はもう彼に惹ひかれているのだろうか。なんとも思っていない相手に、こんなにもドキドキするものなの？

　自問自答していると、上杉さんは私の手を握ったまま歩きだした。

「帰ろうか。今夜は俺が夕食を作るよ」

「え、でも……」

「いいから。俺が麻衣子に手料理を振る舞いたいの」

　こうして彼の想いに触れると、ドキドキすると同時に胸がチクリと痛む。もう上杉さんの気持ちを疑ってはいない。だからこそ申し訳なくなる。

　だって、私はまだ人を好きになる気持ちがどういうものなのか、理解できていないから。

　でもそれは、こうして上杉さんとともに時間を過ごす中で知ることができるのかもしれない。そう思わずにはいられなかった。










波乱の入社式




「うーん……まだしっくりこないなぁ」

　四月一日の朝。まだ数えるほどしか着ていない真新しいスーツを身に纏い、全身鏡の前でおかしなところがないか確認していた。

　三月下旬から一週間、入社前の社内研修を経て今日はいよいよ入社式。それと同時に辞令交付式も行われ、自分の配属先が決まる日でもある。

　ケースから取り出して腕につけたのは、上杉さんが就職祝いに買ってくれた時計。

　彼とお揃いかと思うと、口元が緩む。髪をひとつに束ね終えると、部屋のドアがノックされた。

「麻衣子、準備できたか？」

「はい」

　ドアを開けると、私のスーツ姿を見た彼は目を細めた。

「うん、やっぱり似合ってる。最高に可愛いよ」

　……全く恥ずかしがっている様子はない。一方の私は、研修中から同じことを毎日言われていたのに、やっぱり初めて言われたみたいに照れくさくなる。彼の腕には、お揃いの時計がつけられているから余計に。

「もう何度目ですか？　それを言うの。耳にタコです」

　素直に「ありがとうございます」と言えない私は、毎回こうやって可愛げのないことを言ってばかりだ。

　もしかしたら上杉さんは、私の緊張を解こうとしてくれているのかもしれないのに。それというのも、社内研修中に緊張していないか、不安はないかと気遣ってくれたり、研修はどうだったかと、毎日話を聞いてくれていたから。

　それなのに私ってば、どうしてたったひと言「ありがとうございます」が言えないのかな。

　自己嫌悪に陥っていると、上杉さんはにっこり微笑んだ。

「入社おめでとう。そして、ようこそ我が社へ」

「……ありがとうございます」

　そうなんだよね、私が入社するのは上杉不動産株式会社。上杉さんのお父さんが社長を務め、また彼も勤務している会社だ。

　都内のオフィス街に十階建ての本社ビルがあり、ほかに北海道や大阪、沖縄に支社を構え、全国各地に営業所がある。

　総従業員数約五千人。土地建物販売に賃貸、仲介斡旋業はもちろん、最近では介護業界にも進出している大手企業だ。

　私が希望した部署はまさにその介護事業部。全国各地に施設を建設しており、その一連の業務をすべて請け負っている部署。

　土地選びから始まり、どういったコンセプトの施設で、どのようなサービスを売りにするかを思案する。そして、施設が完成したあとも運営に関わっていく。まさに私がやりたい仕事そのものだ。

　もちろん上杉不動産が上杉さんの会社だということは、最初から知っていた。

　うちの会社と取引があり、両親たちとの親交もある。だからこそ両親が入社することを認めてくれたようなもの。

　それに上杉さんの会社に入りたいと言ったのは、私が彼のことを好きだったからだと勘違いして、両親はお見合いの話を喜んで受けたようだし。

　経緯はどうであれ、やっとこの六年間勉強してきたことを存分に発揮して仕事ができるかと思うと、今から楽しみで仕方なかった。

「これからは毎日、会社でも麻衣子に会えると思うと嬉しいよ」

「そんな毎日、会社で会えるはずないと思うのですが……」

　いくら勤め先が同じといっても、上杉さんは社内でも重要なポストに就いているんだよね？　次期社長だもの。副社長？　いや彼の年齢なら専務とか？

　とにかく新入社員の私が気軽に接触できない役職に就いているはず。それなのに、なぜか彼は顔をしかめた。

「本当に麻衣子は俺のことを知らなすぎるな」

「なんですか、それは」

　一緒に暮らし始める前に比べたら、いろいろなことを知ったと思うんだけど。

「あ、それと何度も言っていますが、会社では絶対に声をかけないでくださいね？」

　きっと上杉さんのことだ。社内でモテているに違いない。おまけに社長の息子だもの。そんな彼が新入社員の私に気軽に話しかけていたら、一気に注目をあびてしまうはず。そうなったら大変困る。

　仕事がやりづらくなるだろうし、話せる人もいなくなってしまうかもしれない。それに、できることなら有坂建設の社長の娘だとバレずに仕事したい。そのためにも上杉さんに、会社では一切話しかけないでくださいと何度もお願いをしていた。

「わかっているよ。それこそ耳にタコができるほど言われたからな。まぁ……俺のことを知ろうとしなかった麻衣子が悪い」

「どういう意味ですか？」

　意味深なことを言われたら気になるじゃない。だけど彼はドアに寄り掛かり、「教えるわけないだろ？」なんて意地悪なことを言う。

「それより、そろそろ家を出ないと間に合わないんじゃないか？　麻衣子は俺の車では行きたくないんだろ？」

「当たり前です！　じゃあ先に出ますね」

　上杉さんの言う通り、このままだと入社式に駆け込んでしまうことになる。バッグを手に玄関へ向かうと、彼もあとをついてきた。

　そして私がパンプスを履き終えると、優しく肩を叩いた。

「頑張ってこいよ」

「……はい、ありがとうございます」

　さっきまで意地悪だったくせに、こうして急に優しくされると困る。胸をムズムズさせながら、逃げるようにマンションを出た。

　マンションから会社までは電車でふた駅。満員電車に揺られながら入社式が行われる本社ビルへ向かった。

　今年の新入社員は約百名。入社式後に辞令交付式があり、そのまま午後は各々の配属先へ移動することになっている。

　配属先は社内研修の結果や本人の能力、また希望を考慮して決定されると聞かされた。私の第一希望は本社の介護事業部だ。通るといいんだけど……。

　期待と不安を抱きながら本社ビルの一階にある大ホールへと向かうと、すでにたくさんの同期が来ていた。

　受付を済ませて空いている席を探していると、前のほうから私を呼ぶ声が聞こえてきた。

「おはよう、有坂！　こっちこっち」

　注目されていることに気づかず、私を手招きしているのは、社内研修で同じグループだった石いし上がみ輝てる彦ひこだ。明るくて人懐っこい性格。ひと言で言えばわんこ系男子。

「早くこっちおいでよ！　席空いているから」

　ニコニコ笑いながら手を振る彼のもとへ、急いで駆け寄る。

　注目されたくない、目立つことなく過ごしたいという私の願いが、初っ端から叶わなくなりそうだ。

「ありがとう石上君、呼んでくれて。でももう少し声のボリュームを落として呼んでほしかったな」

　ちょっぴり怒りを含んで言うものの、彼はキョトンとしている。

「え、なんで？　大きな声で呼ばないと、気づかないでしょ？」

「それはそうだけどっ……！」

　そこまで言って口を結んだ。

　一週間、ともに過ごせば大体の性格は見えてくる。石上君はなんていうか、ちょっと能天気というか鈍感というか……。さっきだって、純粋な善意で私を呼んでくれただけだと思う。だったらここは素直にありがとうと伝えるべきだよね。

「ごめん、なんでもない。……呼んでくれてありがとう」

　小さく深呼吸をして改めてお礼を言うと、彼は犬がご主人様に褒められた時のように嬉しそうな顔になる。

「どういたしまして」

　そして笑った彼につられて、私も頬が緩んだ。

「いよいよだな。希望通り、お互い同じ部署に配属されるといいけど」

「そうだね」

　並んで椅子に腰掛けると、急に石上君は頭を抱え込んだ。

「でも俺、自信ないんだよなー。やる気だけはあるんだけど……」

　ため息をこぼす石上君は、私と同じ介護事業部を希望している。それもあって社内研修中から何かと話をするようになった。

「それを言ったら、私も自信ないよ？　でも私はふたり一緒に配属されたらいいなって願っているよ？」

　石上君と一緒に仕事ができたら、楽しそうだし。

　彼の不安を取り除くように言うと、途端に石上君は目をウルウルさせた。

「ありがとう、有坂……！　そうだよな、願えばきっと叶うよな！　俺も有坂とふたり一緒に配属されるように祈るよ」

　そう言うと、本当に手を合わせ祈りだした。

　残念ながらもう配属先は決まっているだろうし、今さら祈っても手遅れなんだけどな……なんてことは、今の彼には言えそうにない。

　彼の祈りが終わると、ちょうど入社式が始まった。

　まずは、つい最近、お見合いの席でお会いしたばかりのおじさん……上杉社長の挨拶から始まった。

　上杉社長は最前列に座る私に気づき、目で合図を送ってきた。

　ギョッとしつつも、周囲に気づかれないよう小さく会釈する。

　お父さんを通して、おじさんにも社内では話しかけないでほしいとお願いしてある。

　そもそも、入社を希望していることもおじさんには伝えていなかった。だから内定者の名簿に私の名前を見つけたおじさんは、驚いてお父さんに確認したらしい。

　まぁ……うちの両親同様、そのおかげでおじさんたちにも私が上杉さんのことが好きで、彼も働く上杉不動産を希望したと勘違いされちゃったんだけど。

「新入社員の皆さん、ようこそ我が社へ。今後の皆さんの活躍に期待しております」

　こうして入社式で社長の挨拶を聞くと、本当に私……今日からここで働くことができるんだって実感する。

　高校三年生の時、両親と進路に関してギクシャクしたのが今となっては懐かしい。それまでは反抗期なんていうのもなく、ふたりにとっていい娘だったと思う。

　そんな私だったから、両親は私が建築関係へ進むとばかり思っていたんだよね。それどころかお母さんとしては就職をせず、高校を出てすぐに幸せな結婚をしてほしいと願っていたようだったし。

　両親を説得して専門学校に進学し、今度は大学に行きたいと言ったらまた揉めたけれど、そのおかげで自分が本当にやりたい仕事が見つかり、こうして希望する会社に入社することができたんだ。

　だからこそ、今後は両親に反発はしない。むしろ、きちんと親孝行をしたいとも思っている。

　ベタだけど、初めてのお給料で何かふたりにプレゼントしたい。食事をするのでもいいよね。

　そのためにも、どこに配属されても精いっぱい頑張らないと。

　よりいっそう気を引きしめ、終わった入社式。休憩を挟み、そのまま辞令交付式が執り行われた。そこで無事に私と石上君は本社の介護事業部に配属された。

「っしゃー!!　やったな、有坂！」

「うん！　これからよろしくね」

「こちらこそ」

　辞令書を手に握りしめ、ふたりで握手を交わした。

　本社に配属されたのはわずか十名。それぞれ経理や営業、秘書課などへ振り分けられた。介護事業部には私と石上君のふたりだけ。

　そのほかの同期たちはほとんどが営業所勤務。本社で勤務できるのは、ほんのひと握りの社員だけのようだ。

　私たち新入社員は、本社で働く社員より一時間早く休憩に入り、一階の社員食堂で昼食をとる。

　自然と同じ配属先同士でまとまり、私と石上君も同じく本社に配属されたほかの八名と昼食をともにしていた。

「それにしても有坂さんと石上君、うらやましいなぁ。噂の部長の下で働けるなんて」

　秘書課に配属された大おお曽そ根ね真ま理り愛あが、私と石上君をうらやましそうに見ながら言う。

　だけど私も彼も、その噂の部長とやらの話は全く知らず、お互い顔を見合わせて首を傾げた。

「え、何がうらやましいんだ？　もしかして、ものすごく優秀な部長なのか？」

　日替わり定食をバクバク食べながら聞く石上君に、大曽根さんは目を見開いた。

「やだ、石上君知らないの？　……もしかして有坂さんも？」

　疑わしい目で見られるも、知らないのだから仕方がない。恐る恐る頷くと大曽根さんは、「信じられない……」と呆あきれたように呟いた。

「石上君はともかく、有坂さんが知らないとは思わなかった。社内研修中に指導してくれた先輩から聞かなかったの？　介護事業部のパーフェクト部長のことを」

「パ、パーフェクト部長……？」

　なんというネーミングだろうか。そもそも欠点が全くない、パーフェクトといえるような人が、この世に存在するの？

　疑念を抱いていると、ほかの同期たちも話に入ってきた。

「それ、私も聞いたよー。なんでもイケメンで、仕事もデキて、すべて完璧な人なんでしょ？」

「俺も聞いた。たしか三十歳手前の最年少部長だって」

　どうやら本社配属組で知らなかったのは私と石上君だけのようだ。皆の話を聞き、石上君は目を輝かせた。

「すっげぇな！　俺たちのボスは!!　ますます仕事するのが楽しみだな！」

　そしてキラキラした目で私を見る石上君は、やっぱり憎めないキャラだと思う。

「うん、そうだね」

　無邪気な石上君につられて笑うと、感じる視線。顔を向けると、いまだに大曽根さんから羨望の眼差しが向けられていた。

「あーあ、本当に有坂さんがうらやましい。私も介護事業部を希望したのにな。まぁ、秘書課でも玉の輿は狙えるからいいけど」

　ん？　大曽根さん、最後にボソッととんでもないことを言いましたよね？　玉の輿って、えっ!?

　隣に座っている石上君やほかの同期の耳にも入ったようで、皆も口々に声をあげる。

「大曽根さん、玉の輿狙っているの？」

「マジか、すごいな」

「いや、でもうちの会社って、重役は結構給料もらっているらしいぞ？」

　皆の話を聞き、石上君がズバッと言った。

「だったら介護事業部じゃなくて、秘書課に配属になってよかったんじゃないか？　重役の下で働けるんだろ？」

　た、たしかに石上君の言う通りだよね。大曽根さんが本当に玉の輿を狙っているなら、秘書課で働くのが一番だと思うけど……。

　それに大曽根さんは同期の中でも一、二を争うほどの美人だ。

　秘書課には毎年、スキルはもちろん、見た目重視で選ばれるとほかの同期から聞いていたけど、あながち嘘ではないと思う。

　皆の視線が大曽根さんに集中する。すると彼女は深いため息をこぼした。

「皆、本当に何も知らないのね」

　そう前置きすると、大曽根さんは得意げに言った。

「働きだしたら知ることになると思うけど、実は介護事業部の部長って、社長の息子なのよ。しかも長男のほうなの」

　――え、社長の息子？　長男のほう？

　彼女の話を聞き、うろたえる。

　だって社長の息子ってことは、おじさんの息子ってことでしょ？　それにたしか上杉さんには大学四年生の弟がいた気がする。

　じゃあ何？　もしかして私の直属の上司が上杉さんってこと……？

　たどり着いた答えに、サッと血の気が引く。

　嘘でしょ!?　ないない、上杉さんが上司とか！

　箸を持つ手はすっかり止まり、必死に心の中で否定している間も、大曽根さんは話し続ける。

「昼食後は、部長が直々に社内を案内してくれて、配属先に連れていってくれることになっているし、本当にうらやましい」

　そう言うと彼女は前のめりになり、私と石上君を交互に見て、にっこり微笑んだ。

「同じ本社勤務の同期として、私が玉の輿に乗れるよう協力してね」

　返事をすることができず、ただ作り笑いを浮かべる私の隣で、石上君は自分の胸を大きく叩いた。

「おう、任せておけ！」

　なんて自信満々に言う。

　これは何がなんでも、上杉さんには私との関係を秘密にしてもらわなければ。一緒のマンションで暮らしていることがバレたりしたら、どうなるか……！　想像しただけでゾッとする。

　大曽根さんや皆は、先輩社員から聞いたって言っていたし、あの見た目だもの。きっと社交の場だけではなく、社内でもやはり上杉さんはモテているに違いない。

　そもそも、何？　御曹司なのに介護事業部の部長って。普通は会社の経営のほうに回るものじゃないの？

　いや、でもまだ本当に介護事業部の部長が上杉さんだって決まったわけじゃない。

　もしかしたらただの噂で、本当は違うのかもしれないし！

　――と、一いち縷るの望みを抱いていたけれど……。




「初めまして、介護事業部の上杉です。よろしくお願いします」

　昼食を終えて食堂から大ホールへ移動し、同期たちがそれぞれ自分の配属先の上司に連れられてホールを出ていく中、私と石上君の前に現れたのは、やはり上杉さんだった。

　呆然とする私を見て、満足そうに彼は笑う。

「今年はふたりも新入社員がうちに配属されることになって嬉しいよ。これから皆で切磋琢磨して頑張っていこう」

　私の願い通り、初対面のフリをしてくれているのは感謝するけど、絶対上杉さんは知っていましたよね？　私が自分の部下になることを。

　あ、だから今朝、『本当に麻衣子は俺のことを知らなすぎるな』とか、『俺のことを知ろうとしなかった麻衣子が悪い』なんて意味深なことを言ったの？　きっとそうだよね？

「よろしくお願いします！　精いっぱい頑張ります!!」

　やる気いっぱいの石上君は、上杉さんに向かって大きく頭を下げた。これは私も続いたほうが自然だよね？

　慌てて「よろしくお願いします」と言いながら頭を下げ、彼とともに顔を上げる。すると上杉さんは顔に喜色を浮かべた。

「いいね、今年の新入社員は元気があって。ではさっそく行こう。まずは社内を案内する」

「はい!!」

　背を向けて歩きだした上杉さんのあとを、まるで子犬のようについていく石上君。

　上杉さんが直属の上司という事実をいまだに受け入れられず、混乱しながらも私もあとを追った。

「介護事業部は四年前に創設された新しい部署で、オフィスは九階にある。その前に、頻繁に使用するところを案内しよう」

　そう言いながら彼は、会議室や古い資料が保管されている資料保管室、そして社員が自由に休息を取ったり、コミュニケーションを図る目的で作られた最上階にあるプレイルームを案内してくれた。

「上杉部長、カッコよくて優しそうな人だな。俺、さっそくファンになっちゃったよ」

　移動中、コソッと耳打ちしてきた石上君に顔が引きつる。

　きっと私も上杉さんと初対面だったら、石上君と一緒になって「ファンになっちゃったね」なんて言えるのかもしれない。

　でも、な。たしかに会社での上杉さんは、ちょっと違う印象。

　前を歩く大きな背中を見つめる。

　石上君の言う通り、社内を案内する彼は終始優しいし、私たちにわかりやすく説明してくれている。それにスーツを着て髪もしっかりセットし、仕事モードの彼は悔しいけどカッコいいと思う。

　おまけに御曹司でしょ？　大曽根さんが玉の輿を狙う理由にも納得せざるを得ない。

　私、本当に上杉さんとお見合いをして、告白されたんだよね？　プロポーズもされたよね？　さらには一緒に暮らしているなんて、会社にいると夢のように思えてくる。

　社内を見て回ったあと、いよいよ介護事業部へ向かい、先輩たちに紹介してもらう時がきた。

　するとさっきまで元気いっぱいだった石上君の表情が曇りだした。お腹が痛いのか腹部を押さえている。

「石上君、大丈夫？」

　心配になり声をかけると、彼は弱々しい声で言った。

「ごめん……ちょっと緊張しちゃって。大丈夫じゃないかも」

　そう言うとよりいっそうつらそうに顔を歪め、石上君は前を行く上杉さんを呼び止めた。

「上杉部長、すみません！　ちょっとトイレに行かせてください!!」

　上杉さんが足を止めた少し先にちょうどトイレがあり、表示を見るや否や「失礼します！」と言うと、石上君は一目散にトイレに駆け込んだ。

　就業時間中の今、廊下には当然ながら誰もおらず、シンとしている。石上君には申し訳ないけど、このタイミングで上杉さんとふたりっきりになれたのは好都合だ。

　勢いよくトイレのドアを閉める音が聞こえてきたのを確認して、上杉さんに詰め寄った。

「どういうことですか？　上杉さんが私の上司だなんて。教えてくれてもいいじゃないですか」

　小声で訴えると、上杉さんは壁に寄り掛かり意味ありげな顔で私を見る。

「教えたら麻衣子のことだ。内定を辞退したり、希望部署を変えそうだからな。内緒にしていたんだ。話しかけるなと言われていたし、それに麻衣子も、俺の仕事に関しては何も聞いてこなかったじゃないか」

　それを言われると反論できない。

「何より、麻衣子の驚いた顔を見たかったんだ。実際にさっき俺を見てびっくりする麻衣子も最高に可愛かった」

「何を言っているんですか！」

　可愛いと何度言われても慣れない私は途端に身体中が熱くなり、つい大きな声をあげてしまった。

　慌てて口を両手で塞ぐと、上杉さんは声を押し殺して笑った。これはまた完全に上杉さんのペースになっている。

「もちろん慌てている麻衣子も可愛いよ」

　殺し文句を言う彼にぐうの音も出ない。

　ダメだ、一度落ち着こう。

　そもそも、私は生半可な気持ちで上杉不動産に入社したわけではないのだ。

　咳払いをして冷静に伝えた。

「お言葉ですが、上司が上杉さんだと知っても、内定を辞退したり、希望部署を変えたりしませんよ」

「えっ？」

　意外だったのか、上杉さんはジッと私を見つめた。

「本当ですからね？　……学校で学んでから介護の世界の現状を知り、ずっとやりたかった仕事なんです。ですから会社では一部下としてご指導のほど、よろしくお願いします」

　正直まだ彼が直属の上司だという事実に、頭が追いついていかない。でもここで働くと決めた以上、何かと接する機会は多くなる。

　敏夫さんから私がどんな思いで専門学校や大学へ進学し、今日まで過ごしてきたか聞いているはず。上杉さんならきっと、私の気持ちを理解してくれるよね？　私が会社で働きづらい環境にならないよう、配慮してくれるよね？

　彼に向かって頭を下げながらそう願っていると、頭上からは盛大なため息がこぼれてきた。

　ゆっくりと顔を上げると、なぜか上杉さんは頭を抱え、恨めしそうに私を見ている。

「あの……？」

　尋ねると、再び彼は深く息を吐く。

「勘弁してよ。……麻衣子はさ、一体どれだけ俺を好きにさせれば気が済むわけ？」

「……はい？」

　突然意味のわからないことを言いだした上杉さんに、顔が引きつる。

　いやいや、こっちが聞きたい。これまでのやり取りの中で、いつ私があなたに好きになってもらえるような言動を取りましたか？と。

「初めてふたりで食事をした時に、麻衣子を好きになった理由を話しただろ？　悪い、ひとつ話し忘れてた」

「好きになった理由、ですか？」

　意味深なことを言われ、ドキッとしながらもオウム返しに言うと、彼は頷いた。

「麻衣子が俺と同じ夢を追いかけていたから」

　同じ夢……？　どういうこと？

　聞いても理解できずにいると、上杉さんは話してくれた。

「じいちゃんが施設に入所したことを機に、介護業界の現状を目の当たりにしたんだ。じいちゃんがいる施設は入居料が高額だけど、待機することなく受け入れてもらえることができた。でも、誰もがそううまくいくわけじゃない。事実、何年も入居を待っている要介護者もいる」

　残念ながら上杉さんの言う通り、誰もが希望するケアを受けられるほど、日本の介護事情はよくはない。それどころか、問題が山積みだと思う。

「入れたとしても介護従事者が少なく、満足のいくケアができていない施設もある。そんな状況を少しでも打破したくて、父さんに無理を言い、介護業界に参入させてもらったんだ」

「――え、ちょっと待ってください。もしかして上杉さんが介護事業部を立ち上げたんですか？」

　これには口を挟まずにはいられなかった。

　上杉不動産が介護事業部を立ち上げたのは、社長であるおじさんが発案したからだと、ずっと思っていた。

　だけど違ったの？　立ち上げたのは上杉さんだったの？

　信じられず、ただ彼の答えを待つ。すると上杉さんは眉間に皺を刻んだ。

「麻衣子は本当に、俺に興味がないんだな。俺はお前のことを知ろうとしているというのに」

「いや、それはその……」

　上杉さんには申し訳ないけれど、私は彼のことを好きじゃないし。それに入社に向けていろいろと忙しかったから。

　言葉が続かず口籠もり、頭の中で言い訳を並べる。

　気まずくて目を泳がせていると、上杉さんは急に私の髪をクシャクシャと撫でた。

「きゃっ!?」

　な、何!?

　少しして手が離れると同時に、乱れた髪を整えながら顔を上げると、彼は複雑な表情で私を見つめていた。

「だから俺はもっと頑張らないとな。麻衣子に興味を持ってもらえるように」

　ため息交じりに言うと、彼はふわりと笑った。

「安心しろ、麻衣子を困らせるようなことはしないから。まぁ、家では保証できないけど。……会社では上司として接するよ。だから一緒に頑張ろうな。麻衣子には期待しているから」

　最後にもう一度、彼の大きな手が私の頭に触れた瞬間、胸がキューッと締めつけられて苦しくなる。

　素直に嬉しく思う。『期待している』と言ってもらえて。

　だけど、なぜかドキドキしている自分もいる。

　上司に褒められたから？　それとも、褒めてくれたのが上杉さんだから？

「それに……」

　自分が感じた気持ちを探っていると、いきなり上杉さんは屈んで顔を近づけてきたものだから、思わずのけ反る。

「な、なんですか……！」

　違った意味でドキドキしながら問うと、彼は白い歯を覗かせた。

「それに、誰にも内緒の社内恋愛もいい」

　社内恋愛って……私と上杉さんは恋愛していませんから！

「しませんよ!?」

　すぐに否定すると、彼はおかしそうに喉を鳴らす。またからかわれたんだ。

　悔しくて下唇を噛みしめていると、彼はゆっくりと離れていく。

「いいや、絶対するから。麻衣子と社内恋愛。それで鉄板の資料室でイチャイチャもする」

「しません！」

　拳をギュッと握りしめて、全力で拒否する。でも上杉さんは「絶対する」ともう一度言い、自信たっぷりに私を見下ろしている。

　どうして上杉さんはいつも、自信を持って言うんだろう。だって私の気持ちはほかの誰のものでもない、私だけのものなのに。

　最初からずっと彼は私が自分を好きになるようなことを言う。

　見下ろしてくる彼を負けじと見つめ返していると、トイレを済ませてすっきりした石上君が戻ってきた。

「すみませんでした、お待たせしてしまい。……って、どうしたんですか？　何かあったんですか？」

　私たちの間に流れる一触即発な空気を感じとって、石上君は目を瞬かせた。

　石上君のことをすっかり忘れていた。どうしよう、なんて説明すればいい？

　あわあわする私とは違い、上杉さんはすぐさまスイッチを切り替える。

「いや、なんでもないよ。石上がトイレに行っている間、有坂に仕事内容について説明していたんだ」

　爽やかな笑顔で言う上杉さんに、石上君は疑うことをせず残念がる。

「マジっすか。ズルいな、有坂。今度俺にも話を聞かせてよ」

「う、うん……」

　石上君でよかった。きっとほかの人だったら、変に勘ぐられていたはず。

「じゃあオフィスへ行こうか。皆ふたりを待っているから」

　上司の顔に戻って、私たちを先導する上杉さんのあとを石上君は嬉しそうについていく。

　私も彼らの背中を追いながら、これからの社会人生活に一抹の不安を抱くばかりだった。










恋のライバル登場？




　カチカチとマウスを動かしながら、施設の広告ページを作成していく。すると様子を見に来た私の教育係の黒くろ田だ絵え里りさんが、画面を覗き込んだ。

「うん……なかなかいいじゃない」

「本当ですか？」

「本当。麻衣子ちゃん、センスいいね」

　先輩に褒められると嬉しくて、俄然やる気が出る。

　入社式から二週間が過ぎた。介護事業部には四十五名の社員が働いている。部長である上杉さんが若いからか、比較的若い社員が多い。

　仕事内容は多岐にわたっていた。土地取得から始まり、提携しているお父さんの会社、有坂建設の専門部署とともに、介護される人の暮らしやすさに配慮した設計を考える。

　それから、建設、介護従事者などの募集、選定、広告宣伝活動に入居者の募集、契約、入居者管理と幅広い知識が必要だ。

　入社してから一年間は先輩社員がひとりつき、みっちりノウハウを学ぶことになっている。

　私の教育係を担当してくれるのは、四年先輩の絵里さん。気さくで優しくて、サバサバしている人。それと四年先輩だけど年齢的には二歳しか離れていないから、打ち解けるのにそう時間はかからなかった。

　苗字で呼ばれると壁を感じると言われ、お互い名前で呼び合おうと提案された。そのおかげか、絵里さんとの距離は一気に縮まり、わからないことはなんでも聞けるようになった。

　今日は施設の広告ページの作成について教えてもらっていた。三ヵ月間はひと通りのことをすべて経験し、その後、先輩とともに実際に施設の創設から運営に関わることになっている。

　今はとにかく知識をたくさん詰め込んでいる。覚えることがいっぱいで大変ではあるけれど、とても充実した毎日を過ごしていた。

「それにしても麻衣子ちゃんってすごいよね。介護福祉士の資格を取得してから、さらに大学へ行くとか。私たちとしては心強い仲間ができて大歓迎だけど、大変だったでしょ？」

「……はい。でもこうしてやりたい仕事に就けて幸せです。それに絵里さんの教え方が上手なので、毎日が楽しいんです」

　振り返って、背後に立つ絵里さんにそう伝えると、彼女はなぜかプルプルと震えだし、勢いよく私の身体を抱きしめた。

「あぁ、もうなんて可愛いの！　私のほうこそ幸せよ!?　麻衣子ちゃんの教育係になれて!!」

「え、絵里さん……？」

　嬉しいけど、勤務中にもかかわらず大きな声で言う絵里さんにタジタジとなる。でも、そんな絵里さんと私を見て、そばにいる同僚たちは笑った。

　介護事業部はアットホームな雰囲気だった。勤務中でも皆、自由に話をしながら仕事をしている。

「人事部に感謝しないとね。麻衣子ちゃんと、あのムードメーカーの天然君を配属してくれたんだから」

　そう言いながら絵里さんは、向こうの席で一生懸命パソコン作業をしている石上君を見た。

　同じく配属された石上君は、天然ぶりを発揮してあっという間に介護事業部のムードメーカーとなった。絵里さんと同期の男性社員が彼の教育係につき、私と同じように勉強の毎日だ。

　最初は緊張と不安でいっぱいだった。おまけに上杉さんが上司になっちゃったし。でも実際に働いてみると、職場環境は最高だし、仕事はやっぱり楽しくてやり甲が斐いがある。

　それに部長である上杉さんには別室が用意されていて、専属の秘書がついている。大きな用事がない限りオフィスには顔を出さない。同じ部署で働いているといっても、一回も顔を見ない日もしばしば。

　もちろん家では毎日顔を合わせているけど、勤務中は会わずに済んでいる。おかげで、私はのびのびと仕事をすることができていた。

　昼食は普段、絵里さんや先輩たちとともに一階の社員食堂でとっている。この日も仕事やプライベートな話をしながら楽しく食事を済ませ、化粧室に立ち寄ってからオフィスに戻ると。

「やだ、上杉部長が来てる！」

「それならもっと早く戻ってくればよかったね」

　なんて残念がる絵里さんや先輩方に、私は曖昧な笑みを浮かべるだけ。

　やはり上杉さんの社内での様子は、想像通りだった。女性社員から絶大な人気を得ている。仕事がデキて、誰に対しても分け隔てなく接し、時には厳しく指導もする。そんな彼に男性社員も憧れているようだ。

　そしてとっても部下思い。時間が空けばこうして私たちの様子を見に来てくれる。今日はどうやら営業先で、お土産にクッキーを買ってきてくれたようだ。

　昼休み中ということもあって、彼は皆に取り囲まれていた。その様子を遠くから眺めていると、絵里さんにがっちりと腕をつかまれた。

「麻衣子ちゃんも行こう。上杉部長と話せるチャンスだよ」

「いや、あの私は……」

　やんわり断ろうとしたものの、さらに強い力で腕をつかまれた。

「もう、新人だからって遠慮しないの。話せる時に話さないと！」

　そう言うと絵里さんは私の腕をグイグイ引き、上杉さんのもとへ向かっていく。

　どうやら彼女の中で、上杉さんと話したくない女性もいるという考えはないようだ。

　できるだけ会社では関わりたくないのに。引かれるがまま彼のもとへ向かうと、目が合う。ドキッとした次の瞬間、上杉さんが私を手招きをした。

「有坂、ちょうどよかった。お前を捜していたんだ」

「え？」

　皆の視線が私に向けられ、非常に居心地が悪くなる。だけど上杉さんはかまうことなくこちらに来ると、手にしていた書類を私に差し出した。

「新入社員を対象にしたカウンセリングの案内。不安に思うことや困っていることがあったら、常駐のカウンセラーが優先的に話を聞いてくれるようだから、何かあったら利用するといい」

「……ありがとうございます」

　なんだ、普通に上司としての連絡事項ね。

　私との約束を忘れて、マズいことを言われたら……などと心配していた自分が恥ずかしい。

　受け取ると、書類は二部あった。

「ひとつは石上に渡してくれ。……ちなみに下の書類がお前のだから」

「わかりました」

　要件だけ済ませると、彼は名残惜しそうにする社員を残して、オフィスから出ていった。すると一部始終を隣で見ていた絵里さんが、うっとり顔で言う。

「麻衣子ちゃんのおかげで上杉部長を間近で見ることができて、幸せだったよ。ありがとう」

「いえ、そんな……」

　絵里さんも上杉さんのファンらしい。上杉さんとの関係を秘密にしているから、ちょっぴり複雑な気持ちになっていると、急に絵里さんは「フフフ」と笑いだした。

「どうしたんですか？」

　不思議に思い尋ねると、彼女はその理由を話してくれた。

「うん、上杉部長って本当に素敵な人だなーって思って」

　しみじみと言いながら絵里さんは続ける。

「上杉部長って私たちのことを常に考えてくれているの。そのカウンセリングの書類だって、秘書か誰かに頼めばいいのに、わざわざ自ら足を運んだのは、麻衣子ちゃんや石上君が私たちの輪に溶け込めているか、確認するためだったんじゃないのかな？」

　そう、なのかな。でもたしかにこの書類、上杉さんが直接私に手渡さなければいけないようなものじゃないよね？

「去年もそうだったの。何かと新入社員を気遣ってくれたのよ。介護事業部の雰囲気がいいのは、上杉部長のおかげだと思う。……私たち、素敵な上司の下で働くことができて幸せだね」

「……はい」

　その点に関しては私も絵里さんと同意見だ。介護事業部の雰囲気が温かくて、和気あいあいとしているのは、上杉さんのおかげだと思うから。

　この二週間、上杉さんは時々オフィスを訪れては、社員ひとりひとりに声をかけていた。そういう気遣いをしてもらえると、誰だって仕事をもっと頑張ろうって気持ちになれるよね。

　会社での上杉さんは、私の知る上杉さんじゃなくて戸惑う時がある。家ではどこか子供じみたところがあって、面白いことがあれば声をあげて笑うし、意地悪でよくからかってくる。

　それに顔つきが全然違う。会社では常に凛としていて、緊張感を持って仕事をしているのが見て取れるけど、家では感情豊か。だけどそれは、家ではリラックスできている証拠だよね。

　そう考えると嬉しく思う自分がいる……。この気持ちにも戸惑っていた。

　そろそろ昼休みも終わる頃。戻ってきた石上君に書類を渡して、自分の席に戻りながら書類に目を通すと、右端に一枚の付箋が貼られていた。

　なんだろう、これ。

　そういえば上杉さん、同じ書類のはずなのに、下が私のだって言っていたよね。

　椅子に腰掛けて付箋を手に取り、書かれていた綺麗な文字を目で追う。

【父さんたちが麻衣子に会いたがっている。今夜、十九時半に約束しているから、準備して家で待っていてくれ】

　一方的な誘い文句に、やっぱり上杉さんは上杉さんだと再認識させられる。これでは私に拒否権など、ないに等しい。

　おじさんたちが会いたがっていると言われると、断るわけにはいかなくなる。それにお見合いの日以来、会っていないし。

　だけどどうして上杉さんは、わざわざ付箋に書いたりしたのだろうか。今朝話してくれたらよかったのに。

　誰にも見られていないよね？

　周囲を見回し、すぐに書類ごと引き出しにしまった。

　おじさんたちと食事をするならそれなりの場所だろうし、準備、間に合うかな。

　クローゼットの中にある服を思い出しながら、午後の勤務にあたった。




「見ろよ、麻衣子。都内が一望できるぞ。綺麗だな」

　彼の言う通り、窓際の席から見える夜景は息をのむほど美しい。だからといって上杉さんと一緒に、夜景を楽しんでいる場合じゃない。

「上杉さん、まずはこの状況を説明していただけませんか？」

　急いで帰宅後、準備を終えた私を迎えに来てもらい、上杉さんが運転する車で向かった先は、都内でも美しい夜景が見渡せることで有名な一流フレンチレストラン。

　てっきりもう先に来ているとばかり思っていたおじさんたちの姿はなく、個室には私たちふたりだけ。

　おまけに先ほど料理のオーダーを取りに来たウエイターに向かって、彼はふたり分のコース料理を注文したのだ。

「おじさんたちが私に会いたいと言っていると伺っていたのですが、どういうことですか？」

　責め立てると、彼はすぐに白状した。

「そうでも言わなきゃ、麻衣子は俺と食事に行ってくれないだろ？　俺が散々食事に誘っても、断り続けてきたじゃないか。だから強硬手段に出たまでだ」

　騙して連れてきた上杉さんが悪いのに、彼は謝るどころかまるで私が悪いみたいな物言いだ。

　たしかに何度か食事に誘われていたけれど、断り続けていた。だけど私にだって言い分はある。

「仕方ないじゃないですか、慣れない仕事で毎日、疲れていたんです」

　いきなり体調を崩して仕事を休むなんてこと、したくなかったし。それに家では毎日顔を合わせて、一緒に食事をしているのに、わざわざ外に食べに行くことないと思っているから。

「だったらなおさらだ。……疲れている時こそリフレッシュすることも大切だぞ？　それに疲れなら、いくらでも俺が癒してやるよ」

　どうやって癒すつもりですか？と言いそうになり、慌てて口を結んだ。

　ここでムキになって言い返したりでもしたら、いつものように彼のペースにのまれて、からかわれてしまいそうだもの。

「それと今日のような誘い方はやめてもらえませんか？　誰かに見られたりしたら大変です。家で言ってくれたらいいじゃないですか」

　付箋のことを伝えると、上杉さんは満面の笑みを見せた。

「秘密の社内恋愛の醍醐味だろ？　誰にも気づかれないよう、付箋でやり取りするのは。どうだ？　ドキドキしたか？」

「えぇ、違う意味で大変ドキドキしました」

　淡々と答えると、上杉さんは声をあげて笑った。

「アハハッ。そうか、それはよかった」

　何がよかったのだろうか。理解できずにいると、ちょうどコース料理の前菜が運ばれてきた。

　ハート型になったモッツァレラチーズが可愛い、トマトのカプレーゼに視線が釘づけになる。

　すると彼が得意げに言う。

「じいちゃんから、麻衣子は可愛いものが好きだって聞いていたんだ。お気に召したようでよかったよ」

　そうだったんだ……。悔しいけど、こういうさり気ない気遣いが嬉しかったりする。それにハート型のチーズなんて、可愛すぎない？

「ありがとうございます。……いただきます」

　ここは素直にお礼を言ってさっそく料理を口に運ぶと、トマトとモッツァレラチーズの相性が抜群によくて、口いっぱいに美味しさが広がる。

「美う味まいな、これ」

「はい」

　本当に美味しくて、あっという間に完食してしまった。

　空いた皿が運ばれていき、次の料理を待っていると、上杉さんは急に思い出したように「フッ」と笑った。

「そういえばいつも麻衣子、なんでも美味そうに食っているよな。食べることが好きなのか？」

　えっ!?　私、そんなに美味しそうに食べていたのかな。そうなら恥ずかしい。

「……はい。でも食べることが嫌いな人なんて、いなくないですか？　それに何をするにも、身体が資本じゃないですか」

　それは幼い頃、散々おばあちゃんに言われてきた言葉だった。人間、身体が資本。たくさん食べることが一番大切なのだと。

　すると上杉さんはクスリと笑みをこぼした。

「そうだな、身体が資本だよな。……俺も美味しいものを食べることが好きだから、今度またふたりで食事に行こう」

　さり気なく食事に誘われて、ドキッとしてしまう。

　誘い方がうまいというか、慣れているというか……。きっとこうやってこれまでに、何人もの女性を食事に誘っていたのかもしれないと思うと、今度はなぜかモヤモヤとする。

　コロコロと変わる自分の感情に戸惑っていると、次の料理が運ばれてきた。

　キングサーモンを使った料理で、こちらも見た目がまた美しい。味わいながら食べていると、彼がポツリと言う。

「でも、父さんたちが麻衣子に会いたがっている話は本当だからな？　今夜は遠慮してもらったけど、今度改めて会ってやってよ。うちの親も、麻衣子のご両親のように俺たちが結婚することを望んでいるから」

　なんて答えたらいいか、わからなくなる。

　上杉さんと一緒に暮らしているけど、私はまだ好きって気持ちすらわからない恋愛初心者だ。それなのに結婚なんて、考えられるはずもない。

　だけど両親は上杉さんとの結婚に前向きで、特にお母さんが望んでいると思う。だから上杉さんと暮らすことも喜んでいたわけだし。

　ナイフとフォークを持つ手は止まり、ゆっくりと顔を上げると、上杉さんは私の様子を窺いながら聞いた。

「麻衣子はさ、まだ、ご両親に本音を言えそうにない？」

「……はい」

　素直に答えると、彼は力なく「そうか」と呟いた。

　本音なんて言えるわけない。上杉さんとお見合いをしたのに、会社勤めする私をお母さんは快く思っていないようで、実は昨夜、電話がかかってきた。

　そこで言われたもの。『結婚を前提に岳人君と暮らしているんだから、仕事をしなくてもいいんじゃないの？　岳人君を支えてあげないと』って。

　それは何度も言われてきた。

　ずっとお母さんは、私が仕事をすることに反対していたから。だから話を聞くだけ聞いて、また今度話そうと言ってから、一方的に電話を切った。

「だけど麻衣子はいつか、両親に本音を伝えられるようになりたいんだよな？」

「……はい」

　少しずつでもいい、なんでも話せるようになりたい。

「だったら焦あせらず変わっていけばいい。食事に誘うのはどうだ？　俺が麻衣子を家から連れ出したせいで、久しく会っていないだろ？　きっと会話も弾むんじゃないか？　……もし、心細いなら俺も同席してもいい」

　気遣ってくれているのが伝わってきて、胸が熱くなる。

　普通はもっと突っ込んで聞いてくるものじゃない？　どうして本音を言えないんだ？　親子なんだから言ったらいいじゃんって。

　でも上杉さんは違う。私の気持ちに寄り添ってくれるんだ。そんな彼に自分の思いを伝えたくなった。

「実は初めてお給料をもらったら、両親に何かプレゼントを買って食事に誘おうと思っているんです」

「いいじゃないか。絶対、喜ぶと思う」

「……ありがとうございます」

　彼に太鼓判を押されると、本当に両親が喜んでくれそうな気がして自然と頬が緩む。

　メイン料理のカモ肉のローストが運ばれてきて、さっそくいただいていると彼にジッと見つめられていることに気づく。

「なんですか？」

　怪訝に思い尋ねると、上杉さんは目を細めた。

「麻衣子の笑った顔、可愛いなって思って」

「――え」

「だって麻衣子が俺の前で笑うことは少ないだろ？　可愛い笑顔を目に焼きつけておこうと思って」

「なっ……！　バカじゃないですか!?」

　声を荒らげ、料理をパクパクと口に運んでいく。

　何？　目に焼きつけておくとか！　人間だもの、私だって嬉しい時や面白かった時は笑うよ。

　なんて心の中で叫びながら、心臓は驚くほど速く脈打っている。

「これからもずっと麻衣子の笑顔が見られるよう、ますます頑張らないとな」

　そう言うと彼は甘い声で囁いた。

「だからさ、麻衣子。……早く俺のことを好きになってよ」

　何度も言われている言葉なのに、食べ物が喉に詰まりそうになる。上杉さんを見ると愛しそうに私を見つめていて、ますます心臓は暴れるばかり。

「そんなこと言われても困ります。……好きって気持ちがわからないんですから」

　言ったよね？　上杉さんに私の気持ちを。なのに上杉さんはなぜか嬉しそう。

「そうか、少しは麻衣子に好かれてきているようで嬉しいよ」

「どうしてそうなるんですか？」

　そんなこと、ひと言も言っていないのに。

「この前同じようなことを聞いた時は麻衣子、『絶対無理』って言っていたんだぞ？　でもさっきは違っただろ？　麻衣子の中で、俺に対する気持ちが変わってきていると思うのは当然じゃないか」

「それはっ……」

　そう、かもしれない。だって上杉さんは私が思い描いていたような人ではなかったから。少なくとも、今は嫌悪感を抱いてはいない。

　ともに生活をする中で意外な彼の一面を垣間見ることができた。それに会社での彼の立ち居振る舞いには、好感を抱いている。

　家では相変わらず意地悪なことを言われ、からかわれたりすることもあるけれど、仕事が始まってから毎日のように『何か困ったことはないか？』と聞いてくれる。それがとても嬉しかった。

　だけど、そう素直に伝えることができなくて口を結んでいると、彼はまっすぐに私を見つめたまま言った。

「両親に本音を言えない分、俺にだけはなんでも話してほしいと思っている。仕事で困ったことがあれば相談してほしいし、些さ細さいなことでもいいから思ったこと、感じたことすべて、さっきみたいに素直な気持ちを聞かせてほしい」

「上杉さん……」

　彼の想いに驚きを隠せない。ただ、上杉さんを見つめ返すことしかできずにいると、彼はそれ以上、何も言うことなく料理を口に運んでいく。

　そして他愛ない話や、仕事の話を次々とされ、答えながら運ばれてくる料理をいただいた。

　あんなに美味しいと感じていたのに、そのあとに出された料理を食べてもその美味しさがよくわからなかった。

　頭から離れてくれない上杉さんの言葉。

『両親に本音を言えない分、俺にだけはなんでも話してほしいと思っている』

　どうしよう、彼の気持ちがすごく嬉しくて、泣きそうになる。

　そういえば私、可愛げのないことばかり言ってはいるけれど、上杉さんと接しているときは、自分の本心を見せているよね。

　もちろんいまだに緊張はするし、一緒にいるとドキドキもするけど、両親と接する時のように気を遣ったり、顔色を窺ったりすることはない。思ったことや感じたことを、そのまま口にしている。

　彼はなんでも話してほしいと言うけれど、お見合いの日からずっと私は上杉さんの前では、ありのままの自分でいられている気がする。

　両親に対する思いや、誰かを好きになったことがないこと。思い返せば上杉さんにはずいぶんと本音をさらけ出せている。

　どうして上杉さんには、なんでも話せてしまうんだろう。絶対に好きになりたくないタイプで、結婚なんて以ての外だったのに。

　彼を知るたびに好感を抱き、ふたりでの生活も楽しいとさえ思えている。ドキドキだってする。でもこれが恋なのか、やっぱりまだわからない。

　それに上杉さんのような人を好きになったら苦労するのが、目に見えている。

　今は私のことを好きだと言ってくれているけれど、その気持ちが永遠に続くものとは限らない。

　上杉さんはモテるし、これまでだって多くの女性と関係を持ってきたんでしょ？　少ししたら私のことなんて飽きちゃうかもしれない。

　それなのに食事中、仕事で困ったことがないかなど、何かと上杉さんに優しく気遣われるたびに気持ちは大きく揺れ動いていた。




　それから数日間、上杉さんは忙しいのか、朝早くに家を出て帰りも遅く、ほとんど顔を合わせることのない日々が続いた。

　彼に対する想いがなんなのか、思い悩んでいた私は彼との接触が少ない毎日に、ホッと胸を撫で下ろしていた。

　それでもふとした瞬間に上杉さんのことを考えていて、ますます自分の気持ちに戸惑うばかりだった。

　この日も仕事を終え、残っている絵里さんや先輩たちに挨拶をしてオフィスをあとにした。

　まだ入社したばかりの私と石上君に残業してまで任される仕事はなく、石上君に至っては、いつも終業時間ぴったりに退社している。

　絵里さんには、入社一年目は早く帰るのも仕事だから、気にしないで上がることと言われてはいるものの、いつも後ろ髪を引かれる思いだ。

　廊下を歩きながら、夕食のメニューを考える。上杉さんは今夜も遅くなるって言っていたし、軽く食べられるものを用意したほうがいいよね。

『先に寝てていい』と言ってくれる彼に甘えて、いつも先に休ませてもらっているけど、本当は起きて待っていたほうがいいのかな。

　食事に行って以来、顔を合わせるのは気まずいのに、なぜか会えない日々を寂しくも感じている。

　他愛ない話をして、些細なことでからかわれ、可愛げのないことばかり言っていた。だからこそ寂しいと感じることはなかったよね。

　広いマンションにひとりでいると、上杉さんがいないことに違和感を覚える。ふたりでの生活に、私はすっかり慣れていたのかもしれない。

　これから誰もいないマンションへ帰るのかと思うと、最寄り駅へと向かう足取りは自然と重くなる。すると急に背後から肩を叩かれた。

「きゃっ!?」

　悲鳴にも似た声をあげ、すぐさま振り返ると、大曽根さんの姿があった。私の反応が予想以上だったのか、彼女も戸惑った表情のままだ。

「ごめん、驚かせるつもりはなかったの」

「ううん。こっちこそごめん。ちょっと考え事をしていたから、びっくりしちゃって……」

　そういえば大曽根さんをはじめ、同じ本社に配属された同期とは入社式以来、話をしていない。

　社内の廊下で挨拶を交わす程度だ。その中でも最上階にオフィスがあり、重役の下で仕事をしている大曽根さんとは、一度も顔を合わせていなかった。

　久しぶりに見る大曽根さんは、メイクを変えたのだろうか、ますます綺麗になっている。

　ついまじまじと眺めていると、彼女は急にとびっきりのスマイルを見せて私の腕をつかんだ。

「こんなところで思いがけず会えて嬉しい。積もる話もあるし、どこかでご飯食べていかない？」

「えっ？」

『いかない？』なんて聞いておきながら、大曽根さんは私の腕を離す様子もなく、これは私に拒否権などなさそうだ。

　でも私も上杉さんがいない家に帰りたくなかったし、ちょうどよかったかも。

　了承し、大曽根さんオススメのお店へと向かった。




　彼女が連れてきてくれたのは、完全個室の和食が食べられる居酒屋だった。メニュー表を見ると全国各所の日本酒が豊富にある。

　オシャレなカフェやレストランだとばかり思っていたから、ちょっぴり意外。

「有坂さん、お酒は飲める？」

「あまり強いものでなければ」

「了解。オススメのお酒と料理、何品か注文するね」

　そう言うと彼女は慣れた様子で店員を呼び、料理やお酒を注文していく。

　おしぼりで手を拭きながら、さっそく運ばれてきたお通しを食べる大曽根さんに尋ねた。

「ここ、大曽根さんの行きつけなの？」

「うん、そうなの。私日本酒が大好きで。私の知る限り、都内で一番種類が豊富にあるお店なの。日本酒に合う料理も本当に美味しいから、期待していて」

「……うん」

　無邪気な子供みたいに笑う大曽根さんに、面食らう。

　なんというか、私の知る大曽根さんは申し訳ないけど、どこか気取っていて、日本酒を飲むようなイメージはなかったから。日本酒というより、ワインやシャンパンってイメージ。

　そんなことを考えていると、大曽根さんが注文してくれた日本酒が運ばれてきた。日本酒の名称も添えられている。

「それ、兵庫県のお酒なの。アルコール度数も弱目で、甘いだけじゃなくて、ほどよい酸味でスッキリ飲めると思う」

「そうなんだ、大曽根さん本当に詳しいんだね」

「まぁね」

　ドキドキしながらひと口飲むと、彼女の言う通り甘いだけじゃなく酸味もあり、とっても飲みやすい。

「美味しい」

「よかった。料理も食べてみて」

「うん、ありがとう」

　彼女に勧められるがまま料理を口に運んでいく。美味しい料理とお酒を堪能していると、大曽根さんは仕事の愚痴をこぼし始めた。

「秘書課って華やかなイメージを持たれているようだけど、実際は雑用ばかりでつらいの。そのくせ身だしなみには厳しくて、メイクひとつでもダメ出しされるしさ。実際に秘書として一人前になるまでに、最低でも二年はかかるし」

「そうなんだ……」

　私も、彼女の言うようなイメージを秘書課に抱いていた。だってやっぱり秘書っていったら、花形じゃない？

「玉の輿なんて、夢のまた夢よ。目ぼしい重役の秘書は先輩がついているし、若くして重役ポストに就いている社員なんて、そうそういないしね」

　たしかにそうかも。上杉さんは特例だよね。ほかの部署の部長はほとんどが四十代らしいし。

　大曽根さんの話を聞きながらモグモグと食べ進めていると、彼女は日本酒を追加注文した。

　私のよりアルコール度数が強いお酒のようで、大曽根さんはすでにほろ酔いぎみ。

「有坂さんはどうなの？　仕事、楽しい？」

「えっ？　あー……うん、それなりに……。先輩たちもいい人ばかりで仕事がしやすい環境だよ。まぁ、覚えることはたくさんあって大変だけど、楽しいよ」

「ふ～ん……そっか」

　そう言うとなぜか大曽根さんは、疑わしい目を私に向ける。

「えっと……どうしたの？」

　耐え切れなくなり聞くと、彼女は運ばれてきた日本酒を飲む。

「ううん、別に。玉の輿の有力候補だった上杉部長には、有坂さんっていう婚約者がいると知って、ヤケ酒しているわけじゃないから」

「――え」

　思いがけないことを言う大曽根さんに、目を見開く。

　えっと……聞き間違いじゃないよね？　今、大曽根さん、上杉さんの婚約者が私だって言った？

「な、何言って……」

　必死にごまかそうとするものの、動揺してうまく声が出ない。そんな私を見て大曽根さんは深いため息をこぼした。

「安心して。誰かに言いふらしたりしていないし、内緒にされていたからって有坂さんのこと、恨んだりしていないから」

　そう言いながら彼女は料理に箸を伸ばした。

「私、今、先輩と一緒に社長の下で働いているんだけど、有坂さんと同期で仲がいいと話したら、私が事情を知っていると勘違いして、社長がこっそりと私にだけ漏らしたのよ。よっぽど嬉しいみたいよ？　上杉部長とあなたが結婚することが。結婚を前提に同棲までしているんだって？　生き生きと話してくれたわ」

　お見合いの席でも、うちの両親とともにおじさんも結婚に乗り気だったから、大曽根さんが言うおじさんの姿が、容易に目に浮かぶ。

「ただ、どうしてあんなハイスペック男子と婚約していることを隠して、仕事なんてしているのか気になって。……だって有坂さんって、うちと取り引きしている有坂建設のお嬢様なんでしょ？　何？　一分一秒たりとも上杉部長と離れたくないとか？」

「ちがっ……！　違うから!!」

　必死に否定すると、大曽根さんは目をパチクリさせた。

「じゃあ何？　教えてよ」

　箸を置き、鋭い目を向けられると怯ひるみそうになる。これはすべて話さないことには、納得してくれなさそうだ。

　それに、上杉さんのお父さんであるおじさんから話を聞いているわけだから、今さらごまかしても意味がない。

　そう覚悟を決め、自分のことや上杉さんとのことを、恥ずかしくなりながらも全部さらけ出した。

「有坂さんって、私たちより二歳年上だったんだ。それなのに誰かを好きになったことがないって……嘘でしょ？」

「……本当です」

　素直に認めると、彼女はこれでもかというほど大きく目を丸くさせた。

「びっくり。……あ、今さらだけど敬語を使ったほうがいい？」

「ううん、今まで通りで大丈夫だよ」

　それに同期だし、敬語を使われたら寂しいもの。

「そう？　なら、このまま敬語は使わずにいかせてもらうけど……」

　すると大曽根さんは、グラスに残っていた日本酒を一気に飲み干し、キッと鋭い目を向けた。

「あ～んな優良物件に求愛されて保留にしているとか、贅沢すぎ！　別に結婚してから好きになればいいじゃん。私だったら迷いなくそうしちゃうけど」

　とんでもないことを言う大曽根さんにギョッとする。

「いや、だって結婚だよ!?　生涯ともに過ごす相手なのに、簡単には決められないじゃない」

「世の中には愛のない結婚をしているカップルも大勢いるよ」

「それはそうかもしれないけど……やっぱり本当に好きな人と結婚したいじゃない？　それに結婚するなら死ぬまで添い遂げたいし」

　おじいちゃんとおばあちゃんのように、いつまでも仲がいい夫婦でいたいもの。

　理想を口にすると、大曽根さんは口元に手を当てて笑いだした。

「アハハッ！　有坂さんって意外と乙女なのね。可愛い！」

「かわっ……!?」

　可愛い!?

　目の前で大笑いされ、居たたまれなくなる。でも普通じゃないの？　誰だって結婚には夢を抱いているはず。

　大曽根さんはひとしきり笑ったあと、私を見据えた。

「私、有坂さんのこと大好きになっちゃった。ねぇ、連絡先交換しない？　あ、麻衣子って呼んでもいい？　もちろん私のことも真理愛って呼んでくれていいから」

　一方的に言うと、彼女はバッグからスマホを取り出した。そして連絡先を交換しようと促してくる。

　強引だけど、こうして一対一で話してみると、悪い人ではないということがわかる。それに思ったことをズバズバ言う性格に好感が持てる。

　私がスマホを差し出すと、彼女は素早く連絡先を入れた。

「これでよし、と。友達としてこれから麻衣子の相談に乗ってあげる。麻衣子も心強いでしょ？　会社で事情を知っている私がいると」

　大曽根節に苦笑いするも、彼女の言うことには一理ある。

　上杉さんとのことで相談できる人は誰もいない。そもそも私、なんでも話せる友達って今までいなかった。でも大曽根さんとなら、よい友人関係が築ける気がする。

　幼い頃から見てきたクラスメイトや、社交の場で顔を合わせてきた人たちとは違う。大曽根さんは裏表がなく、陰で悪口を言ったりしなそうだもの。

「ありがとう。……じゃあ何か困ったことがあったら、その時はよろしくね」

　すると大曽根さん……改め、真理愛はズバッと言ってきた。

「じゃあさっそく言わせてもらうけど、あまり悠長にかまえていると、上杉部長を女豹に取られちゃうわよ？」

「め、女豹……？」

　聞き慣れないワードを繰り返すと、彼女は大きく頷いた。

「そう、女豹。……え、もしかして麻衣子、知らないの？」

　頷くと真理愛は口をあんぐりさせた。

「信じられない。自分の上司……いや、婚約者の秘書を務めている相手を知らないとか。女豹として有名なのよ？　上杉部長の秘書を務めている、磯部いそべ結ゆ花か」

　真理愛の言う磯部さんのことなら、もちろん知っている。上杉さんの秘書を務めているし、初日に石上君とともに彼から紹介されたもの。それに何度か社内でも見かけたことがあるから。

　二十八歳になる彼女は、とても優秀だと聞いている。おまけに美人でテキパキと仕事をこなす姿は、同性ながらカッコいいと思っていた。

　憧れにも似た感情を抱いていた彼女が女豹なんて呼ばれているとは、夢にも思わないじゃない？

「どういうことなの？」

　説明を求めると、真理愛はすぐに話してくれた。

「本当に無知すぎて呆れる！　秘書課だけじゃなくて、上杉部長に憧れている女性社員なら、知っていることだよ？　社内で彼に言い寄る女性は容赦なく蹴散らす女豹だって」

「け、蹴散らす……？」

　いかにも仕事ひと筋って感じの人なのに？

　想像できずにいると、真理愛は脅すように言う。

「今はまだ女豹の耳に入っていないかもしれないけど、バレたらきっと大変だと思うよ？　あの手この手で、上杉部長に近づく女性を蹴散らしてきたようだし。麻衣子も撃退されちゃうんじゃない？」

「まさか」

　それに、私はまだ上杉さんのことが好きかどうかわからない。だけど真理愛は甘いと言う。

「なんでも磯部さん、相当熱を上げているようだよ。上杉部長は気づいていないみたいだけど、彼女は本気で好きみたい」

　そう、なんだ……。

　誰かを好きになったことがない私には、本気で好きになったらどうなるのか想像できない。

　でも上杉さんに近づく女性を寄せ付けないようにするってことは、磯部さんはそれだけ上杉さんのことが好きってことだよね？

　何度か社内でふたりが並んでいるところを見たことがあるけど、絵になっていた。まさに、美男美女カップルだと思う。

　上杉さんには、彼女のような女性がお似合いなんじゃないかなって思うこともあるけど……そっか、磯部さんは上杉さんのことが好きなんだ。

　そう思うと、なぜだろう。なんかモヤモヤする。

　さっきまでモリモリ食べていたのに、すっかり食欲がなくなる。それに気づいた真理愛は愉快そうに私の顔を覗き込んだ。

「思いがけぬ強力なライバル出現に、自分の気持ちに気づいちゃった？」

「……違うから」

　否定するものの、内心焦りを覚える。

　ううん、私が上杉さんを好きだなんてあり得ない。

「そうなの？　残念。今後、何か進展があったら教えてよ？　楽しみにしているから。あ、もちろん相談にも乗るから安心してね。絶対、誰にも言わないし」

　他人事だと思って楽しんでいる真理愛に、乾いた笑い声が漏れる。

　でも今後、上杉さんとのことで何かあったら相談できる相手がいるかと思うと、非常に心強い。

　それに真理愛はきっと恋愛経験豊富だよね？　もうすべて打ち明けちゃったあとだし、恥ずかしいも何もない。今度また何かあったら、遠慮なく相談させてもらおう。

　その後、心の片隅にあるモヤモヤを払拭し、何かと真理愛にいじられながらも、楽しい時間を過ごしていった。




　真理愛と別れて帰宅すると、二十三時を回っていた。まだ上杉さんは帰ってきていなかった。

　いつも先に寝ていたから上杉さんが何時に帰ってきているのかわからないけど、もしかしてここ連日、こんなに遅い時間だったのかな。

　そうだ、夕食は済ませてきちゃったから今夜は何も作っていない。

　簡単なものだけど、急いでたまねぎスープを作った。夜遅いし、もう寝るだけだもの。胃に優しいものがいいよね。

　先に入浴を済ませると日付が変わっていた。だけど、まだ上杉さんは帰ってきていない。

　いくらなんでも遅すぎない？　もしかして帰り道で倒れたとかじゃないよね？

　心配になり電話をかけようとした時、玄関のドアが開く音がした。

　スマホを手にしたまま玄関へ向かうと、私を見た上杉さんは驚いた。

「びっくりした。まだ起きていたのか？」

「はい、あの……いつもこんなに遅いんですか？　もう日付が変わっているのに……」

　それなのに朝も早いんでしょ？　身体は大丈夫なのだろうか。

　そんな思いで聞くと、彼は目を丸くさせたあと、なぜかクスクスと笑いだした。

「何？　もしかして麻衣子、俺のこと心配してくれている？」

　からかい口調で聞いてきた彼に、かぁっと顔が熱くなる。でも図星。心配するに決まっているじゃない。

「……心配したらいけませんか？」

「え？」

　驚いた声をあげた彼に恥ずかしくなりながら伝えた。

「だって心配して当然じゃないですか。こんな遅くまで仕事をしていたら。……お疲れ様でした。でもあまり無理しないでくださいね？」

「麻衣子……」

　思ったことを口にしたものの、彼から言葉が返ってこない。何か言ってくれないと、ますます恥ずかしいのですが。

「何か言ってくださいよ」

　居たたまれなくなり催促すると、上杉さんは嬉しそうに言った。

「ごめん、まさか麻衣子に心配してもらえるとは思わなかったからさ。……なぁ、元気をチャージさせてくれる？」

「――え」

　すると彼は私の了承を得る前に抱きしめてきた。

「ちょ、ちょっと上杉さん……!?」

　突然の抱擁に声が上擦る。だけど彼は私の温もりを感じようとするかのように、さらに腕に力を入れてくる。

　上杉さんがつけている爽やかな柑橘系の香りが鼻を掠め、嫌でも彼の腕の中にいることを実感する。胸の鼓動は、速さを増すばかり。

　それなのに、突き放すことができない。……ドキドキするのに心地よさを感じてもいるから。

　私も彼の大きな背中に腕を伸ばして、もっとこの温もりに触れたい。

　そんな衝動に駆られる中、ゆっくりと身体を離された。そのスピードに合わせて顔を上げると、優しく私を見る彼と目が合う。

「ありがとう、元気出たよ。また明日から頑張れる」

　目を細めてお礼を言われ、ますます胸の鼓動は激しさを増すばかり。

「そっ、それはよかったです！　あの、お腹空いていませんか？　たまねぎスープを作ったんですけど、食べますか？」

　ドキドキしていることに気づかれたくなくて、いつもより早口になる。

「じゃあもらおうかな。着替えてくるから」

「わかりました」

　逃げるようにキッチンへ向かい、鍋に火をかけるものの、まだドキドキしている心臓部分に手を当てた。

　どうして私、こんなにドキドキしちゃっているんだろう。これまでにも急なスキンシップはあったじゃない。それなのに……。

　真理愛が変なことを言うからだよね。私が上杉さんを好きとか……！

　スープを温めながらふと、磯部さんの話が頭をよぎった。

　上杉さんの秘書だもの、もしかしたら彼女もこんな遅い時間まで一緒に残って仕事をしていたのかもしれない。そう思うとなんでだろう、またモヤモヤする。

　コロコロと変化する自分の気持ちに戸惑いながらスープをよそって、着替えを済ませた上杉さんに出した。

「ん、美味しい」

「……それはよかったです」

　料理を褒められると今度は嬉しくなる。本当に上杉さんのことになると、私の感情は忙しなく変化する。

　私も椅子に腰掛けると、彼はスープを飲みながら思い出したように話し始めた。

「明日の朝、話そうと思っていたんだけどさ、麻衣子、俺の秘書の磯部のことは知っているか？」

「えっ」

　タイムリーな磯部さんの名前を聞き、ドキッとなる。

「知らないか？　初日に石上と一緒に磯部のことも紹介したんだが……」

　怪訝そうに聞かれ、慌てて答えた。

「あ、もちろん知ってます」

　たったひと言、『よろしくお願いします』としか言わなかったけれど、凛としていて、磯部さんを見た石上君も『いかにも仕事がデキそうな人だな』と言っていた。そんな彼女が上杉さんのことを好きだなんて、思いもしなかったけど。

「磯部さんがどうかされたんですか？」

　上杉さんから磯部さんの話を聞くのは初めてだ。何かあったのだろうか。

　緊張しながら答えを待つ私に、彼は申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「会社では内緒にしてほしいと言われていたのに、悪い。父さんから俺と麻衣子のことが磯部にバレた」

「……えっ!?」

　バレたって……しかも、またおじさん!?

「どうやら父さん、秘書の磯部にだけは俺が麻衣子のことを話していると思っていたようだ。麻衣子と結婚となったら、仕事面で磯部のフォローが必要になるし、いろいろと迷惑をかけることになるからな」

　ひと呼吸置き、混乱する私に彼は続ける。

「だけど安心してくれ、磯部は絶対誰にも口外したりしないから。むしろ今後、力になってくれると思う。磯部も何か困ったことがあったら、麻衣子の力になりたいと言ってくれたんだ」

　どこか嬉しそうに磯部さんのことを話す上杉さんに、またモヤモヤが広がっていく。

「麻衣子が働きやすいよう、彼女なら協力してくれるだろうから頼るといい」

　ずいぶんと磯部さんのことを信頼しているようだ。磯部さんなら絶対口外しないって言い切るし。

　そう思うと今度はムカムカしてくる。

「磯部はすごいんだぞ？　俺とひとつしか歳が変わらないのに、とにかく仕事がデキる。冷静でミスもないし、知識も豊富だ。麻衣子も何かわからないことがあったら聞くといい。磯部なら丁寧にわかりやすく教えてくれるだろうから」

　彼が磯部さんのことを褒めるたびにムカムカは増していく。

　ダメだ、これ以上話を聞きたくない。

「すみません、上杉さん。今日は疲れたので先に寝ますね」

「あぁ、わかった。ごめんな、遅くまで。スープありがとう。……おやすみ」

　優しい『おやすみ』の囁きに、立ち上がった私の胸がギュッと締めつけられる。

「おやすみなさい」

　足早に自分の部屋へ向かい、そのままベッドにダイブした。

「何やっているんだろう、私……」

　静かな部屋に漏れた声。

　上杉さんは、私のためを思って磯部さんになんでも聞くといいって言ってくれたのに、イライラするなんてどうかしている。しかもあれ以上、上杉さんが磯部さんの話をするのを聞いていられなくなり、話を遮ってこうやって逃げてくるなんて……。

　磯部さんは上杉さんの秘書だもの、信頼していて当たり前じゃない。むしろ秘書を信頼していなかったら問題だと思うし。

　頭ではそうわかっているのに、心が納得できていない。

　この日はなかなか寝つくことができなかった。




「麻衣子ちゃん、大丈夫？　顔色悪いけど」

　当然次の日は寝不足で最悪だった。目の下に隈ができていて、メイクでカバーしたつもりだったのに、カバーできていなかったようで、出勤するなり絵里さんに心配される始末。

「すみません、ただの寝不足なんです」

　余計な心配をかけてしまい、申し訳ない。

「そうだ、麻衣子ちゃんちょっと待ってて」

　何か思い出したように言うと、絵里さんは急いで自分のデスクへ向かい、バッグの中からポーチを手に取り戻ってきた。

「いいものがあるの」

　渡されたのは、コンシーラーだった。

「私もよく寝不足の時にお世話になっているの。カバー力がすごくて、隈も目立たなくなるからつけておいで」

「ありがとうございます、助かります」

　始業まで二十分ある。急いで化粧室に駆け込み、誰もいない洗面台の前でさっそく絵里さんに借りたコンシーラーを試してみた。

「うわぁ、すごい」

　絵里さんの言う通り、カバー力がすごい。メイクしても目立っていた隈がわからなくなっている。よかった、絵里さんに貸してもらえて。

　今朝、起きたらもう上杉さんの姿はなかった。昨夜はあんなに遅かったのに、スープのお礼というメモとともに、私の分の朝ご飯が用意されていた。

　大丈夫かな、今日。あまり寝ていないよね？　それなのに朝食の準備をさせてしまい申し訳ない。昨夜抱いた自分の感情が幼稚すぎて、ますます嫌になった。

　そもそも磯部さんのことを私が気にするのはおかしいよね。私と上杉さんは本当に婚約をしているわけではない。それに、私はまだ彼のことが好きかもわからない。

　そんな私に、磯部さんのことを気にする資格などないのに、どうしてこんなにイライラしちゃうんだろう。

　上杉さんは磯部さんの気持ちを知らないんだよね？　もし知ったら……？　昨夜の様子だと、だいぶ彼女のことを信頼していた。

　信頼と恋心は紙一重じゃないだろうか。だって相手のことをよく知っているからこそ、信頼できるものでしょ？　それがいつ恋心に変わってもおかしくないもの。そうなったら私は、どんな気持ちになるんだろう。

　磯部さんは、好きな人の口からお見合いをしたと聞いて、どんな気持ちになったのだろう。私が磯部さんの立場だったらつらいと思う。

　私も、上杉さんから磯部さんのことを好きになったって言われたら、つらいのかな。でも好きかどうかわからないのに、つらいと感じるのはおかしい？　じゃあやっぱり私は上杉さんのことが、もう好きになっているのだろうか。

　考え込んでいると、コツ、コツ、コツ……と、こちらに向かってくるハイヒールの音が聞こえてきた。

　――そろそろ戻らないと。

　隈が隠れたことを再確認して化粧室を出ようとした時、入ってきた人物を確認して足が止まる。

　相手も足を止め、私を見るなり目を見開いた。

　どうしてこのタイミングで磯部さんと会っちゃうかな。今、一番会いたくないのに。

　彼女の顔をまともに見られず、視線が下がる。早くこの場を立ち去りたい。

「お疲れ様です」

　挨拶をして化粧室を出ようとする。

「待ってください」

　呼び止められてゆっくりと振り返ると、磯部さんと目が合った。

　でも、彼女はすぐに言葉を発しない。ただ、私を見つめるばかり。私も、そんな彼女から視線を逸らせなくなる。

　磯部さんはどうしたいんだろう。……でも間違いなく、上杉さんのことだよね？　それ以外考えられない。

　緊張が増す中、磯部さんは力強い声で言った。

「私はあなたのこと、絶対に認めませんから」

「――え」

　驚く私に、彼女は怒りを含んだ目を向ける。

「親同士が決めた結婚なんて認めません。……有坂さんは上杉部長のこと、本気で好きではないんでしょう？　……彼が言っていました。まだ俺の片思いだと」

　上杉さん、磯部さんにそんなことまで話していたんだ。そこからも、どれだけ彼が彼女を信頼しているのかがわかる。

「有坂さんは、上杉部長のことをまるで理解されていない。どれだけ彼があなたのことを想っているか……。上杉部長の仕事に関しても、ご自分のことでいっぱいいっぱいで、詳しくご存じないですよね？　そんなあなたが、家柄だけで彼と結婚するなんて許せないです。……彼に相応しくないあなたに、絶対渡さないから」

　宣戦布告した彼女は私の横を通り過ぎ、颯爽と去っていく。上品な香りを残して。

　コツ、コツ……とハイヒールの音が徐々に聞こえなくなっていく。

　絶対に渡さないって……そんなこと言われても困る。

　だって私、誰かを本気で好きになる気持ちが、どんなものなのかわからない。

　それに、仕事は覚えることがたくさんあって、自分のことで精いっぱいになるのは、仕方ないじゃない。

　それなのに……。

　拳をギュッと握りしめた。

　どうしてこんなに胸が騒つくんだろう。彼女の言うことに何も言い返せずに、悔しいって思っているの？

　今まで抱いたことのない気持ちを抱えながら、始業ギリギリにオフィスへ戻った。










心の中にいる人




「断言してあげる。それは間違いなく恋しているって」

　きっぱりと私に言う真理愛と、ＧＷ真っ只中に訪れていたのは都内にあるオシャレなオープンテラスカフェ。

　天気もよく、暖かな日差しが降り注ぐテラス席でふわふわのパンケーキを食べながら、真理愛は遠慮なくズバズバと言う。

「そもそもお見合いしたあとに、同棲している時点で好きでしょ。上杉部長にプロポーズされたとか、ただでさえうらやましいのに、あまりに鈍いと殺意さえ覚える」

　物騒なことを口にしてジロリと睨まれ、パンケーキが喉に詰まりそうになり、急いでアイスティーで流し込んだ。

「女豹に対するモヤモヤやムカムカは、ただのヤキモチでしょ。そりゃ当たり前な感情だからね？　好きな人が自分以外の女性を褒めていたら、誰だっていい気分じゃないから」

「……そういうものなの？　真理愛も同じ気持ちになったことがある？」

　初めて抱いた感情の正体を知りたくて、真理愛の答えを待つ。すると彼女は「もちろん」と答えた。

「好きな人がいたら、毎日些細なことで嫉しっ妬とするから」

　そうなの？　でも真理愛は好きな人だからでしょ？　私の場合はどうなんだろう。モヤモヤしたり、ムカムカするのは本当に真理愛の言う通り、私が上杉さんのことを好きだから？

　そこまで考えが行きつくと、今度は心がざわざわする。落ち着きを失った私に、真理愛は肩を落とした。

「麻衣子は誰かを好きになることを、難しく考えすぎじゃないかな？　もっと単純で簡単なものだよ？　好きになる瞬間って」

　手にしていたフォークを置き、彼女は少しだけ笑った。

「それと理想と現実は違うもの。こんな人、好きになるわけないって思っていても、好きになったりするんだよね。……私もそうだった」

「……真理愛も？」

　聞くと彼女はゆっくりと頷いた。

「大嫌いな人だったのに、気づいたら好きになってた。恋愛ってそういうものだと思う。麻衣子にとって上杉部長は理想の結婚相手じゃないかもしれないけど、これから先、変わるかもしれないでしょ？　それにあまり意地を張っていると、気づいたら手遅れってこともあるんだからね？　いつまでも上杉部長が麻衣子を想っているとは限らないんだから」

　それは……真理愛の言う通りだと思う。

　上杉さんは私のことを好きだと言ってくれたけど、これから先もずっと同じ気持ちでいてくれるとは限らない。彼のそばには磯部さんという素敵な女性もいるのだから。

「人の気持ちなんてコロコロ変わって当然。……結婚して変わらない気持ちを持ち続けていられるのは、お互いが相手を想い、好きでいてもらえるように努力してこそだと私は思うな」

　私も同感。おじいちゃんとおばあちゃんがそうだった。お互いのことを思いやり、尽くし、尽くされていた。お父さんとお母さんだってそうだ。支え合っているのがわかるから。

「上杉部長のことが好きなら、がっちりつかんで離さないようにしないと、女豹やほかの人に取られちゃうからね？」

「……うん」

　正直、まだこの気持ちの正体に確信を持てない。……でも確実に私の中で上杉さんの存在は、以前とは違い大きくなっている。

　あんなに苦手な人だったのにな。

　真理愛の言うように、私も彼のことを好きになるのだろうか。

　この先、もっと同じ時間をともに過ごしたら、気持ちは変化していくのかな。

　上杉さんとはあれからまともに話をしていない。引き続き仕事が忙しいようで、休日出勤もしているくらい。今日も朝から出掛けていった。磯部さんとも、私が一方的に社内で見かけるだけで、顔を合わせてはいない。

　私のことを認めない、上杉さんは渡さないって言われて、何も言い返せなかった。

　きっと、今同じことを言われても、また何も言い返せないと思う。上杉さんのことを本気で想っている磯部さんに、私は何も言えないよ。

　すっかり冷めてしまったパンケーキを口に運んでいると、真理愛は気遣うような口調で言ってくれた。

「また何かあったら、いつでも頼ってよ。話ならいくらでも聞いてあげるから」

「……ありがとう」

　私の言葉を聞き、真理愛も残りのパンケーキを口に運んでいく。

　入社当時は、真理愛のような存在ができるとは夢にも思わなかった。まだ出会って一ヵ月くらいだけど、なんでも話せるし、こうして休日に会うほどの仲になるなんて……。

　出会いはいつ、どんな風に起こるかわからないね。

　それは、私と上杉さんにも当てはまるのかもしれない。

　些細なことで関係が変わることもある。私と真理愛のように。

　目の前で美味しそうにパンケーキを頬張る彼女を見る。

　私の話を聞いてもらってばかりだったけど、そういえば真理愛は今、好きな人はいないのかな？　いや、でもいたら玉の輿を狙っているなんて言わないか。

　だけど今後、真理愛に何かあったら力になりたいな。彼女が私の話を聞いてくれたように私も少しでも力になりたい。

「真理愛も何か困ったことがあったら、いつでも相談してね」

　そんな思いを伝えると、彼女は一瞬驚いた顔を見せたものの、すぐに表情を崩した。

「ありがとう。じゃあ今度、玉の輿候補を斡あつ旋せんしてよ」

「えっ!?」

「麻衣子なら上杉部長のような人と知り合いが多いでしょ？　誰か、ひとりくらい紹介してよ」

　ニヤリと笑う彼女に、タジタジになる。

　いや、たしかに社交の場で知り合った御曹司はいる。でも、挨拶を交わす程度の仲だし、何より……。

　期待している真理愛には申し訳ないけど、友達だからこそ真実を伝えよう。

「あのさ、玉の輿を夢見る真理愛には言いづらいんだけど……」

「何？」

　前のめりになり私の答えを待つ彼女に、恐る恐る告げた。

「社交の場に顔を出すような人って、裕福な人たちばかりだけど、性格もそうとは限らないの。……私、これまで人間の醜い部分ばかり見てきて。だから高校まで友達と呼べる人はひとりもいなかったし」

「……そうなの？」

　目をパチクリさせる彼女に、苦い学生時代を思い出す。

「何かと家の自慢ばかりしてくるし、家柄で人を判断するし。平気で人を傷つける人もいた。もちろん誰もがそうとは限らないし、中にはお金持ちでもいい人もいるよ？　……だけど華やかな世界ほど、皆、裏の顔を持っていて、真っ黒だったりするんだよね」

　お父さんに連れられて参加していた社交の場で、私はいろいろな人間を見てきた。だからこそ余計に、普通の結婚に憧れていたのかもしれない。

「なんか麻衣子が言うと説得力あるね。……その世界にいる人から聞くと、本当にそうなんだろうなって思うもの」

　背もたれに体重を預け、真理愛はため息交じりに呟いた。

「たしかに幼い頃から何不自由なく暮らしていたら、性格もひん曲がるのかもしれないね。……うん、すごく参考になった！　生まれつきの金持ちは、玉の輿候補から外すわ。自分の実力でのし上がった相手にターゲットを絞る!!」

　新たな野望を抱き、拳をギュッと握りしめる真理愛の姿に笑ってしまった。

　なんというか、前向きというか、逞しいというか……。でも真理愛のそういうところに好感が持てる。

「参考になったならよかったよ」

　アイスティーで喉を潤すと、真理愛は頬杖をつき、意味ありげな表情を浮かべて私を見る。

「じゃあ、麻衣子は幸せだね。華やかな世界は真っ黒なんでしょ？　その中で上杉部長は、ひと筋の光なんじゃないの？　彼は真っ黒には見えないし」

　得意げに言う真理愛に、今度は私が目をパチクリとさせてしまう。

　最初は上杉さんも、そういう人だろうと思っていた。親が経営する会社で重要なポストに就かせてもらい、遊びまくっている人だって。

　でも本当の彼は違った。新しい部署を立ち上げ、社員のことを何よりも一番に考えていて、真摯に仕事と向き合っている。

　最近は誰かと関係を持ったと聞かないし。……それに彼は私に嘘をついているようには見えない。

「もし人には必ず、誰かひとり運命の人がいるとしたら、私は麻衣子の運命の人は上杉部長だったらいいなって思うよ」

「そんな……」

「麻衣子だって心のどこかで、そう思っているんじゃないの？」

　間髪を入れずに言われ、目を見開いた。

「そんなこと、思っていないから!!」

　ついムキになって否定すると、真理愛は声をあげて笑いだす。

「アハハ！　やだ、麻衣子ってばムキになっちゃって。冗談通じないんだから。でもそういうところが可愛いよね」

「……もう」

　からかわれたとわかると恥ずかしくなり、残りのアイスティーを一気に飲み干した。

「さて、と。上杉部長の話はまた続報を待つとして、これから買い物でも行こうか。あ、映画もいいよね」

「……うん！」

　実は今日は、真理愛から誘ってくれた。会社では話せないことを話そうよと言われて。ついでに買い物でもしない？って。

　専門学校や大学時代も、グループで出掛けたことはあるけど、こうして一対一で出掛けるのは初めてで、昨夜からずっとソワソワしていた。

　その後、真理愛と都内で買い物や映画を楽しんだ。




　真理愛と別れたのは、十八時過ぎ。電車を降りて改札口を抜けて少し経つと、スマホが鳴った。歩道の端に寄り、電話の相手を確認すると上杉さんだった。

　今日、真理愛と彼の話をしたせいか、ちょっと緊張しながら出る。

「……もしもし」

『あ、やっぱり麻衣子だったか』

「えっ？」

　開口一番に言われた言葉に首を傾げる。

　どういう意味？　やっぱり麻衣子だったって。それに上杉さんも外にいるのかな。ずいぶんと騒がしい。

「あの、上杉さん？」

　何も言わない彼の名前を呼んだ瞬間、背後から肩を叩かれた。

「きゃっ!?」

　肩をすくめ、すぐさま振り返ると、スマホを耳に当てたスーツ姿の上杉さんがいた。

「え、上杉さん？」

『一日ぶり、麻衣子』

　そう言うと彼は通話を切り、嬉しそうに目を細める。

「今日は施設のパンフレットの件でデザイナーと打ち合わせだったんだ。今ちょうど終わって、駐車場に向かっていたら、見覚えのある後ろ姿を見つけてさ」

「そうだったんですね……」

　思いがけぬ出会いに、まだ心が落ち着かない。でも上杉さん、この時間まで仕事だったんだ。ここ最近、休日でもまともに休んでいないよね？

　ちょうど今、新たな施設造りに着手したばかりでオフィス内は慌ただしい。絵里さんは今が一番の正念場だって言っていたけれど……毎回こんな感じなのかな。

　それなのに上杉さん、会社の代表として、社交の場にも顔を出していたよね。しっかり休めているのだろうか。

「麻衣子は？　どこかに出掛けていたのか？」

「あっ……はい。会社のその……友達と遊びに行っていました」

　友達とふたりで出掛けるのは初めてだからか、なんか『友達と遊びに行っていた』と言うだけで照れくさい。

　すると上杉さんは大きく目を見張った。

「友達……そうか、よかったな麻衣子。これまでまともに友達がいなかったから心配していたんだ」

「どうしてそれをっ……」

　そこまで言いかけてハッとなる。そういえば私、敏夫さんに友人関係についても話していた。きっと敏夫さんから聞いたんだよね？

「じいちゃんにも今度会ったら伝えてやってよ。……麻衣子になんでも話せる友達がいないことを、心配していたんだ」

　あぁ、やっぱり情報源は敏夫さんだった。

　でもそっか、私がなんでも話していたせいで、敏夫さんにいろいろと心配かけていたんだね。そう思うと申し訳なくなる。

「今度、敏夫さんに会ったら伝えます」

「あぁ、そうしてやって。……でも本当によかった。麻衣子に友達ができたかと思うと、俺まで嬉しくなるよ」

　まるで自分のことのように喜ぶ彼の姿に、胸がキュンとなる。

「……どうして上杉さんが嬉しくなるんですか」

　なぜか恥ずかしくなり可愛げのないことを言ってしまい、すぐに後悔。本当は上杉さんに喜んでもらえて、嬉しいと思っているのに。

　視線を泳がせていると、彼は急に私の肩をつかんだ。

「わっ!?」

　びっくりして上杉さんを見ると、何やら彼は難しい顔をしている。そして恐る恐る聞いてきた。

「その友達って、もしかして男か……？」

「――え、いえ……女の子ですけど……」

　答えると彼は私の肩から手を離し、心底安心した顔を見せた。

「よかった。麻衣子の初めての友達が男だったらどうしようかと思ったよ。もし男だったら喜んでやれないからな。むしろ引き離す」

　真面目な顔をしてそんなことを言う上杉さんに、なんとも言えない気持ちになる。胸の奥がむず痒いというか……表現しがたい。

「さて、と。麻衣子、夕食はまだ？」

「まだですけど……」

「じゃあ、食事に行こう」

　私の了解を得ることなく、彼は私の手を取り歩きだした。

「ちょっと上杉さん!?」

　私、まだ行くなんてひと言も言っていませんよね!?

　それなのに上杉さんは、私の手を引き前へと進んでいく。彼の大きな手は私の手を強くつかんで離してくれそうにない。

　すっかり慣れた彼の強引ぶりに困惑しながらも、心の隅で少しだけドキドキしている自分もいる。

　真理愛に言われたこともあり、考えれば考えるほど意識してしまう。こんなにドキドキしているのは、彼のことが好きだからかもしれないと。

　それでもどうにか心を落ち着かせて、足に力を入れた。

「待ってください、食事なら家ですればいいじゃないですか」

　そう言うと、やっと止まってくれた。

「私、何か作りますから」

　朝から仕事だったんだから、早く家に帰って休んでほしい。

　そんな私の気持ちが通じたのか、彼はしばし考え込んだあと、にっこり微笑んだ。

「じゃあ夕食はふたりで作らないか？　お互い手料理を振る舞ったことはあるけど、一緒に作ったことはないだろ？」

　そう言われてみれば、片づけはしょっちゅうふたり一緒にやっているけど、料理をしたことはないかも。

「それに俺、料理をすることでストレスを発散しているんだ。……だからむしろ疲れている時こそ料理をしたいんだ。それが麻衣子と一緒だったら最高なんだけど」

　もしかして私が上杉さんの心配をしているの、見抜かれている？　この物言いからしてきっとそうだよね。

「どうかな？」

「えっと……上杉さんさえよければ、それでいいです」

　しどろもどろになりながら答えると、上杉さんの唇は優しい弧を描いた。

「じゃあ、さっそくスーパーで食材を買っていこうか」

　私の手を握りしめたまま歩きだした彼の背中を見つめながら、胸がギューッと締めつけられて苦しい。本当に最近の私はおかしい。

「麻衣子は何が食べたい？」

「そうですね……和食はどうですか？」

「いいね、俺もそう思ってた。昼が洋食だったからさっぱりしたものが食べたい」

　店に入り、彼にカートを押してもらいながら、食材を次々と籠の中に入れていく。

　なんかこうしてふたりで買い物をしていると、夫婦みたいじゃない？

　ふと周囲を見回すと、女性は皆、上杉さんをチラチラ見ていた。ＧＷ中なのにスーツ姿の彼はちょっぴり目立つ。それに何より、目を引くほどカッコいいもの。

　会計を済ませて袋詰めを終えると、上杉さんは三つとも手にした。

「荷物は俺が持つよ」

「え、でもひとつくらい私が持ちます」

　調味料も買い込んで結構重いのに。

「いいから。その代わり麻衣子は俺の手を持ってくれる？」

　軽々と三つ片手で持ち、もう片方の手を私に差し出した。

「……上杉さんの手は荷物じゃありませんけど？」

　彼らしい発言に冷静に言うものの、上杉さんは手を引っ込めない。

「じゃあ素直に言うよ。麻衣子と手を繋つなぎたい。繋いでもいい？」

「……っ！　いつも勝手に繋いでいるのに、どうしてわざわざ聞くんですか？」

　今まで聞いてきたことなんて、一度もなかったのに。

「それは肯定と取ってもいいのか？」

　真面目な顔で聞かれ、返答に困る。……だって私、上杉さんと手を繋ぐことを嫌とは思っていないから。

　だけど素直に言えずにいると、上杉さんは私の手を取った。

「嫌じゃないんだな。……最近、顔色を見ただけで麻衣子の気持ちがわかるようになったよ」

「えっ？」

　店を出てマンションへ向かいながら、彼は話してくれた。

「気づいていないのか？　麻衣子は自分の気持ちを伝えたくても言えない時は、唇を尖とがらせているってことに」

「嘘っ!?」

　咄とつ嗟さに反対の手で口元を覆うと、上杉さんはクスリと笑った。

「本当。麻衣子は素直じゃないよな。……まぁ、そこが可愛いけど」

　サラリと殺し文句を言われ、何も言い返せなくなる。

「早く帰ろう。可愛い麻衣子とこの前買った、お揃いのエプロンをつけて料理を作るのが楽しみだ」

　もう、上杉さんってば絶対わざと「可愛い」って言っているよね？　現に彼を見れば、私の反応を窺っている。

　私ばかり上杉さんの言動に振り回されている気がする。だって上杉さんは今みたいにいつも余裕たっぷりだもの。

　悔しくて唇を噛みしめると、やっぱり彼はまた笑った。

　これ以上笑われたくなくて固く口を結び歩を進める中、上杉さんのスマホが鳴った。

「悪い、ちょっと待ってて」

「はい」

　歩道の端に寄り繋いでいた手を離すと、彼はジャケットの内ポケットからスマホを手に取り、私から距離を取りながら電話に出た。

「磯部、今日はお疲れ。……悪かったな、休日なのに付き合わせて」

　気遣って私から離れてくれたんだろうけど、離れたといってもわずか三メートルほど。聞こえてきた彼女の名前と話の内容に、胸がドクンとなる。

　そっか、今日の打ち合わせには磯部さんも同席していたんだ。

　この前、磯部さんに言われた通り、私は上杉さんが今、どんな仕事をしているのかよくわかっていない。でも磯部さんは知っているんだよね。秘書としていつも彼を支えているんだ。

　当然のことなのに、またモヤモヤし始める。

「あぁ、今度、何か奢おごるよ。どこに行きたいか決めておいてくれ。……それで何かあったのか？」

　今度何か奢るって……ふたりで食事に行くってこと？　仕事上だとわかっていても、モヤモヤは膨れ上がっていく。

　これ以上磯部さんと上杉さんが話しているのを聞きたくなくて、逃げ出したくなる。

　だけど先に帰るわけにはいかず、少しでも気を紛らわせようと、どんなお店が周りにあるのか見ていたけれど、その間も上杉さんは磯部さんと電話で話をしている。

「そうか、それは少し書類のほうを訂正しないといけなそうだな。……いや、気づいてくれてありがとう、助かったよ」

　労う言葉を口にした彼の声から、磯部さんのことを信頼しているのが伝わってくる。上杉さんへの気持ちも定まらず、曖昧にしたままのくせに、どうしてこんな感情ばかり抱いてしまうんだろう。こんな自分が本当に嫌になる。

　少しすると電話を切った上杉さんが戻ってきて、申し訳なさそうに謝る。

「悪かったな、帰ろうか」

「……はい」

　今の私、いつも通りでいられている？

　何か話していないと、感情が顔に出てしまいそうで怖い。

　頭の中をフル回転させて話題を振った。

「電話……仕事のことですか？」

　さり気なく聞くと、上杉さんは再び私の手を取り、歩きながら答えてくれた。

「あぁ、磯部からだった。書類の不備を見つけてくれたようで連絡をくれたんだ。……彼女には本当にいつも助けられている」

「そうなんですね。……磯部さん、いかにも仕事がデキるって感じがします」

　やだな、何言っているんだろう私。また手を繋いでくれて嬉しいと思いながら、磯部さんのことを話すなんて。もっと聞くことはあるじゃない。

「そうだろ？」

　彼の返事を聞いて胸を痛めるくらいなら、自分から話題を振らなければいいのに。

　少しして自宅に着く。上杉さんとふたりでキッチンに立って料理を作ったものの、心の片隅に磯部さんの存在がチラついた。

　だけど、ふたりで作った料理はどれも美味しくて、自然と笑みがこぼれる。

「うまくできたな」

「はい、とっても」

　ふたりでこうして食卓を囲むのは久しぶりで、会話も弾む。

　上杉さんと過ごす時間は心地よくて、嫌いじゃない。最近は彼と過ごす毎日が日常になりつつある。

　両親は上杉さんとの結婚を望んでいる。上杉さんだって、最初の印象とは違い、今は嫌いではない。……むしろ惹かれていると思う。磯部さんの存在が気になるのは、その証拠だよね。

　だったら真理愛じゃないけれど、難しく考えることなく素直になればいいのかもしれない。

　きっかけはどうであれ、自分の気持ちに素直になってもいいのだろうか。

　新たな問題に悩み、また答えを出せない日々が続いた。




　二週間後――。

　五月も後半に入り、暖かいを通り越して少し汗ばむ日も増えてきた日曜日の午後。私は、この前初めてもらったお給料で買ったプレゼントを持ち、敏夫さんが入所している施設を訪れていた。

　だけど部屋には姿がなく、スタッフからリハビリも兼ねて庭先を散歩していると聞き、外に出た。

　入居者のために、施設の庭先には家庭菜園や花壇があり、ゆっくりと安全に散歩ができるよう、段差などをなくしてアスファルトで整備されている。

　敏夫さんの姿を捜していると、スタッフとともに花壇が見渡せるベンチに腰掛け、楽しそうに話をしていた。

　その元気そうな姿に安心しながら近づいていくと、私に気づいた敏夫さんは顔を綻ばせた。

「麻衣子ちゃんじゃないか、久しぶりだな」

「お久しぶりです。すみません、なかなか以前のように顔を出せなくて」

　敏夫さんの近くに行くと、一緒にいたスタッフは私に気を遣ってくれたのか、「敏夫さんのこと、お願いね」と、施設の中へ戻っていった。

　敏夫さんの隣に腰を下ろして、色とりどりの花が咲き乱れている花壇へ目をやる。花の甘い香りが風に乗って運ばれてきた。

「綺麗に咲いていますね」

「そうだね。……昔は花になんて興味はなかったのに、今では季節ごとに新たに咲くのが楽しみで仕方ないんだ」

　ふたりでしばし花壇で咲き乱れる花を眺めていると、敏夫さんは周囲をキョロキョロし始めた。

「今日は岳人と一緒じゃないの？」

「あ……はい、仕事が忙しいようで……。今日は敏夫さんに渡したいものがあって来たんです」

　今日ここに来た目的を思い出し、バッグの中から綺麗にラッピングされたプレゼントを、敏夫さんに差し出した。

「初めてのお給料で、本当に些細なものですが敏夫さんにプレゼントしたいと思っていて……。よかったら受け取ってください」

「そうか、初めての給料で……ありがとう」

　私の手から受け取ると、敏夫さんはプレゼントを愛しそうに眺める。

「敏夫さんの言葉がなかったら、私は臆病なままで、こうして自分のしたい仕事に就くことができなかったと思います。新しい職場で初めて友達と呼べる存在に出会うこともできました。……昔、私の背中を押してくれて本当にありがとうございました」

　改めて感謝の思いを伝えると、敏夫さんは目を潤ませた。

「違うよ、麻衣子ちゃんが自分の夢をしっかり追い求めたからだよ。友達もできたのか、よかったね。……プレゼントありがとう、嬉しいよ。開けてもいいかな？」

「はい」

　迷いに迷って選んだのは、黒のハンチング帽子。これから暑くなるし、今日みたいに外に出る時に使ってもらえたら……と思い、選んだ。

　さっそく敏夫さんは私の前で被ってくれた。

「どうだろう、似合うかな？」

「はい、とっても」

　敏夫さんのカッコよさがますます増した。

「ありがとう、大切に使わせてもらうよ」

　よかった、喜んでもらえて。ひとり悦に入る。

「ご両親へも、何か買ったの？」

「あ、はい。ちょっとしたプレゼントを用意しました。それと今夜、食事をご馳ち走そうしようと考えていて……」

　すると敏夫さんは目を細めた。

「それはいい。きっとご両親も喜ぶよ」

「そうだといいんですけど……」

　反対されながらも突き進んだ道。初めてもらったお給料で両親にプレゼントを贈り、食事をご馳走して……。そして感謝の思いを伝えたかった。

　ここのところずっと、上杉さんへの気持ちと自分の気持ちを考えてばかりだった。考えれば考えるほど、やっぱり私は上杉さんに惹かれている気がしてならない。

　始まりは、両親に言われて嫌々行ったお見合いだった。

　でも、私が上杉さんに惹かれたのは、両親に言われたからではない。自分自身の目で彼のことを見て、知って、それで好意を抱いていった。

　感謝の思いとともに、自分の上杉さんへの想いも両親に伝えたいと思っている。

　そうしたら彼への想いも、確かなものになる気がするもの。

　これまでなかなか自分の素直な思いを両親に伝えられずにきた。でも今夜は、進みたい道を伝えた時のように、臆することなく両親に自分の正直な気持ちを伝えよう。

　決意を新たにしていると、敏夫さんは帽子を眺めながら懐かしむ。

「岳人も麻衣子ちゃんのように、初めてもらった給料で両親や私にプレゼントしてくれたんだ」

「上杉さんもですか？」

　私と同じように初めてのお給料で、両親や敏夫さんにプレゼントしたんだ。

「私には時計をプレゼントしてくれて、両親には麻衣子ちゃんと同じように、食事をプレゼントしたようだ。……それから一年後だ。岳人が両親に自分がやりたいことを伝えたのは」

「自分がやりたいこと、ですか？」

　気になる話に聞き返すと、敏夫さんは私に尋ねた。

「麻衣子ちゃんは、どうして岳人が介護事業部を立ち上げたか知っているかな？」

「……はい」

　私と同じだと聞いた。私も専門学校で介護業界の現状を目の当たりにした。介護が必要な人のための施設が不足していて、何年も待機している人がいると。

　必要な支援が行き届いていない現実を知り、そういう人が減るように、そして満足いくケアができるような施設を多く造り、運営する側の仕事に就きたいと思った。上杉さんも同じ夢を抱いていると知った時は、本当に驚いた。

「そうか。……でも麻衣子ちゃんとは違い、岳人は入社前からその夢を抱いていたわけではなかったんだ」

　初めて聞く上杉さんの話に、私は耳を立てた。

「長男として幼い頃から会社を継ぐ重圧を抱えてきた。学生時代は少々やんちゃをして、娘たちをハラハラさせたこともあったよ」

　その当時のことを思い出したのか、敏夫さんは笑う。

　上杉さんが学生時代やんちゃしていた姿なんて、想像できないな。

　だけどなんとなく当時の彼の気持ちは理解できる。特に高校時代は、私も家柄で判断されてばかりで有坂の家から逃げたいと思ったこともあったもの。

「岳人は父親が経営する会社に入ることを最初は嫌がっていたんだ。親の七光りと言われたくないと。……でも麻衣子ちゃんのようにやりたいことも見つけられず、言われるがまま入社した」

　意外な話に胸を衝かれる。今の上杉さんからは、おじさんの会社に入ることを嫌がっていたとは思えないから。

「学生時代とは違い、会社での堅苦しい世界が嫌になったんだろうな。週末はいつも私のところに来ていたよ。次第に施設のスタッフや入居者と顔見知りになり、あの子は介護の現状を深く知った。会うたびに顔つきが変わっていったよ。そして岳人は本当に自分がやりたいことを見つけたんだ」

　敏夫さんは雲ひとつない青空を見上げた。

「やりたいことを見つけても、実現させるまでが大変だった。まずは両親を説得し、社内で新しい事業部を立ち上げ……。きっとたくさんの苦労と努力があったと思う」

　すると敏夫さんはゆっくりと私を見つめ、優しく微笑んだ。

「キミたちふたりは似ているところがある」

「私と上杉さんがですか？」

　思わず声をあげると、敏夫さんは大きく頷いた。

「生まれながらに背負った重圧に負けず、自分の夢へ向かって突き進む姿が、私には眩しく見えるよ。……そしてふたりとも優しくて、情が深い子だ。この先、何があっても、お互い助け合い、まっすぐに生きていけるだろう」

「敏夫さん……」

　今まで深く考えたことがなかったけれど、もしこの先、彼への気持ちがもっと確かなものとなり、結婚ともなれば、私は上杉さんと長い人生をともに過ごしていくことになる。

　そうなった時に、おじいちゃん、おばあちゃんのように彼と過ごすことができるのかな。敏夫さんの言うように、お互いに助け合って、まっすぐに生きていくことができるのかな。

　上杉さんとの未来を想像してみるけど、なかなかうまく思い描くことができない。

　私は敏夫さんに尋ねた。

「私と上杉さんは、お互い幸せになれるのでしょうか？　私たち、昔から顔見知りでしたけど、まだ知らないことのほうが多いですし、気持ちが変わるってこともあり得ますよね？」

　私はこれまで、誰かを好きになったことがない。だから実際に人を好きになってみないと、気持ちが変わるかどうかは、わからない。

　でも上杉さんは違うでしょ？　誰かを好きになったことも、お付き合いをしたこともあるはず。

　そうやって出会いと別れを繰り返してきた。私もその過程の中のひとりになることは、充分あり得る。

　そこまで思いが巡ってやっと気づく。どうして、こうも頑なに彼への想いを認めたくなかったのかを。

　私、怖いんだ。

　誰かを好きになっても気持ちが離れてしまうかもしれないことが。

　出会いと別れを繰り返して人は強くなっていくというのに、恋をする前から失恋する恐怖に怯えているなんて……。

　情けない思いでいっぱいになる。すると優しい声がかけられた。

「もっと自分に自信を持ちなさい」

　そう言うと敏夫さんは私の手を強く握りしめた。

「麻衣子ちゃんが不安に思う気持ちもわかる。岳人は少々、女性関係でもやんちゃをしていたようだからね。……だけどどうでもいい相手だったら、両親に頼んで見合いの席を設けてもらったり、一生懸命になったりしないと思わないかい？」

「それは……」

　言葉を詰まらせた私に、敏夫さんは目を細めた。

「残念ながら過去を変えることはできない。でも未来はこれからいくらだって変えることができる。……私から麻衣子ちゃんの話を聞く岳人は、とても優しい顔をしていたよ。そして麻衣子ちゃんのことを、嬉しそうに話してくれる。岳人にとって麻衣子ちゃんは、初めて結婚したいと思えるほど、惹かれた女性なんだ」

　敏夫さんの言葉に胸がトクンとなる。

　そして脳裏に浮かぶのは、彼の言葉。

　上杉さん、私と結婚したいって言ってくれた。……アレコレ考えず、彼の言葉を素直に信じてもいいのかな。

「岳人に愛されていると自信を持ちなさい。そうすれば気持ちは簡単に変わったり、消えたりなどしないから。……大丈夫、麻衣子ちゃんはとても魅力的な子だ。岳人はほかの子に見向きもしないさ」

　笑顔で言われ、恥ずかしくて居たたまれなくなる。でも敏夫さんの言葉は胸の奥深くにまで響いた。

　そうだよね、私が誰よりも自分のことを好きになれなかったら、こんな私を他人が好きでい続けてくれるわけがない。

　それに上杉さんは、私のことを好きになってくれた理由のひとつに、同じ夢を追いかけているからだと言ってくれた。その夢はこれから先も追い続けていきたいし、もっと自分のことを好きになりたい。

　両親になんでも本音を伝えることができる、強い人間になりたい。そして誰よりも一番に、上杉さんのことならなんでも知っていたい。

「敏夫さん、ありがとうございました。……私、もっと自分に自信が持てるように頑張ります」

　敏夫さんの手を強く握ると、ホッとした顔を見せた。

「そうだね。まずは今夜、ご両親に自分の気持ちを伝えられるよう祈っているよ。大丈夫、麻衣子ちゃんのご両親だ。怖がることなくなんでも話したらいい」

「……はい」

　なんだかんだ言いつつ、私の好きな道に進ませてくれた。上杉さんとのお見合いだって、きっと私のことを思ってのことだよね？

　そんな両親に、しっかりと自分の思いを伝えよう。そう心に誓った。

　その後、敏夫さんと庭を散策して施設内に戻り、ほかの入居者と久しぶりに楽しい時間を過ごした。

　それからマンションに帰って、予約したレストランに合う服に着替えた。緊張しながら両親とともに向かった先は、何度か家族で訪れている創作料理が食べられるイタリアンレストラン。

「ここ、懐かしいわね」

「あぁ、そうだな。最近来ていなかったしな」

　席に着くなり店内を見回し、どこか嬉しそうに話す両親に、緊張も解けていく。

　散々迷ったけれど、ここのお店にしてよかった。

　予約しか受け付けておらず、しかも一日たった十組限定で営業している。その日、その時期に取れる最高の食材を使って作られるオリジナルコース料理のみで、訪れるたびに違う料理をいただけることもあって、人気のお店。

　店内は西洋の骨董品がディスプレイされていて、優しいオルゴールの音色が響く中、数組のお客が美味しい料理に舌鼓を打っていた。

　私たちもさっそく運ばれてきた前菜からいただいていく。

「美味しい。麻衣子が初めてのお給料でご馳走してくれるなんて、夢にも思わなかったわね、あなた」

「麻衣子の奢りかと思うと、より美味しく感じるよ」

　冗談交じりに言うお父さんに、お母さんと笑ってしまった。

　こうして家族三人で会って食事に来たのは、久しぶりだからかな。すごく楽しい。

　幼い頃、おじいちゃん、おばあちゃんの家で過ごす時間のほうが多かったけれど、こうして三人で過ごした時間もあったんだよね。

　お父さんは忙しい合間を縫ってどこかへ連れていってくれたし、お母さんだって体調がいい日は料理を作ってくれたり、一緒に公園で遊んでくれたりした。

　ともに過ごした時間はたしかにあったはずなのに、私の中では、それよりもおじいちゃん、おばあちゃんの家で過ごした記憶ばかりが先行して、勝手に心を閉ざし、自ら壁を作っていたのかもしれない。

　次々と運ばれてくる料理はどれも絶品で、笑顔がこぼれる。他愛ない話をしながら和やかな時間が流れていく。

　お父さんとお母さんに感謝の気持ちを伝えるのと、上杉さんとの話をするのは、食後のデザートの時でいいよね。ふたりに用意したプレゼントも、その時に渡そう。

　バッグの中に入っているプレゼントをチラッと見て、料理を楽しんでいると、ふとお母さんが嬉しそうに言いだした。

「それにしても麻衣子も困った子よね。岳人君と同じ職場で働きたいから、専門学校を出たあとに、大学に行きたいなんて言いだしたんでしょ？」

「――え？」

　思いがけない話に、手にしていたナイフとフォークを持つ手が止まる。

「上杉不動産に入りたいと聞いた時、母さんと納得したんだ。麻衣子から大学に行きたいと聞く少し前だからな、岳人君が介護事業部を立ち上げたのは」

「何も同じ道に進むために勉強することなかったのにね。あなたたちが幼い頃から、上杉さんと話していたのよ。ふたりが大きくなったら結婚してほしいわねって」

　ちょっと待って。お父さんもお母さんも勘違いしている。

　私が大学へ進学をして勉強したいと言いだしたのは、上杉さんと同じ道に進みたいからじゃない。そんな気持ちで四年間学んできたわけじゃない。

　誤解されたままなんて嫌。すぐさま訂正した。

「ううん、違うよ。当時、上杉さんが介護事業部を立ち上げたことを知らなかったもの。介護業界の現実を目の当たりにして、施設の運営に携わる仕事がしたいと思ったから大学へ行って学び直したかったの」

　私の切実な訴えに、両親は困惑した様子で顔を見合わせた。

「上杉さんが介護事業部を立ち上げた人で、私の上司になるなんて知らなかった。それに私は好きな人の影響を受けて、自分の将来を決めたりしないから」

　軽い気持ちでふたりを必死に説得して、大学で学んできたわけじゃない。本当に自分がやりたいことだったから、だから頑張ってきたんだ。

　私の話を聞き、お母さんは恐る恐る私に問うた。

「え、それじゃ何……？　麻衣子はもしかして岳人君と結婚後も、仕事を続けるつもりなの？」

　どうしよう、なんて伝えたらいいんだろう。――でも、ここでまた臆病になりたくない。ふたりの気持ちを考えて、自分の本音を伝えられないような関係は、もう終わりにしたい。

　お母さんが私に早く幸せな結婚をしてほしいと望んでいることは、充分知っている。だからこそちゃんと伝えたい。

　覚悟を決めて、お母さんをまっすぐに見つめた。

「将来、ずっと続けたい仕事だから勉強してきたの。……結婚したって、子供ができたって、私は今の仕事を続けていきたいと思っている」

　瞳を逸らすことなく伝えると、お母さんは目を見開いた。お父さんもびっくりしているのか、ただ私を見つめるばかり。

「私の幸せを考えてくれているとわかっているし、嬉しく思う。……でも私にとっての幸せは、お母さんたちが思い描いているものとは違う。それを理解してほしいの」

「麻衣子……」

　放心状態になるお母さんに、続けて上杉さんのことを伝えるか迷う。でも今伝えなかったら、もう言えない気がする。

　そう思いふたりを見ると、新たに予約客が来店したようで、ウエイターの「いらしゃいませ」の声が聞こえてきた。

　するとなぜかふたりの視線はそちらに釘づけになる。ちょうど私はドアに背を向けている状態で、来客の姿を見ることができない。

　どうしたんだろう、ふたりとも。もしかして知り合いが来たのかな。

　そんなことを考えながら振り返った時――。

「……麻衣子？」

　私を呼ぶ聞き覚えのある声にドキッとする。

　顔を上げるとそこには上杉さんと、そしてなぜか磯部さんの姿があった。

　――え、磯部さん……？　どうして上杉さんとふたりで……？

　頭の中は混乱していて声が出ない。だけどそれは上杉さんも同じ。お互い見つめ合ったまま何も言えずにいると、お母さんが尋ねた。

「偶然ね、こんなところで……。えっと、岳人君。そちらの女性は……？」

　上杉さんと磯部さんを交互に見ながら聞くと、彼はハッとし、すぐに答えた。

「すみません、ご無沙汰しております。まさかこんなところでお会いするとは思わなかったもので……。彼女は僕の秘書を務めてくれているんです。今夜は大きな案件が一段落つき、尽力してくれた彼女にお礼に食事をと思い、こちらに来ました」

　丁寧に説明する上杉さんの話を聞き、お母さんもお父さんも納得した様子。

　だけど私の心はざわざわとしていて、落ち着かない。

「初めまして、磯部結花と申します。ご家族でお食事中のところに申し訳ありません」

　そう言うと磯部さんは上杉さんを見た。

「上杉部長、お食事はまたの機会でも結構です」

「いや、しかし……」

「ここのところ、お仕事ばかりで有坂さんとゆっくり過ごすお時間もなかったのでは？　私のことはお気になさらないでください」

　気遣う磯部さんに、たまらずお父さんが声をあげた。

「いやいや、今夜は岳人君と約束をしていたわけじゃないんだ。それにやっと大きな案件が落ち着いたんだろう？　私たちのことは気にせず、岳人君、磯部さんと食事を楽しむといい。それにいつも尽力してくれる部下を労うのも、上司の務めだから」

　お父さんに言われ、上杉さんは申し訳なさそうに頭を下げた。

「すみません、ありがとうございます。またゆっくりお食事させてください」

「あぁ、ぜひ」

　嘘でしょ？　同じ店内でふたりが食事をするなんて……。

　上杉さんを見ると、目が合う。

「帰る時にまた連絡する」

　やだ、行かないで。――なんて言えない。こんなのただのワガママだもの。

　それにお父さんも言っていたじゃない。部下を労うのも上司の務めだって。

「……はい」

　本音とは裏腹に聞き分けよく返事をする。すると上杉さんと磯部さんは、ウエイターに案内され、店内奥の席へと向かった。

　正面を向き、残りの料理を口に運んでいく。

　気にしたって仕方ないもの。頭の中から、絵になるふたりの並んだ姿を必死に追い払う。するとお母さんが吐息交じりに呟いた。

「磯部さんっていったかしら？　素敵な女性ね。岳人君、あんなに素敵な方と毎日一緒に仕事をしていて、好きになったりしないのかしら」

　お母さんの話にドキッとなる。

「母さん、何を言っているんだ、麻衣子の前で」

　すぐにお父さんが止めに入るものの、お母さんの口は止まらない。

「心配して当然でしょ？」

　お母さんの言い分も理解できる。でも上杉さんはそんな人じゃないって私は信じたい。敏夫さんに聞いた話を信じたいから。

　するとお母さんが遠くの席にいるふたりには聞こえないよう、声を潜めて言った。

「ねぇ、麻衣子。やっぱりお母さん、仕事を続けることに反対だわ。岳人君は素敵な人だもの。うかうかしていたら誰かに取られちゃうわよ」

　容赦なく言うお母さんを、お父さんは「やめないか」と必死に止める。

「お願いよ、麻衣子。あなたには岳人君のような素敵な人と幸せになってほしいの。あなたが悲しむところなんて、お父さんも私も見たくないのよ。だから仕事は辞めて、家庭に入りなさい」

「……っ」

　どうしてそんなことを言うの？　さっき私、ちゃんと伝えたよね？　仕事に対する思いを。

「あなたからも麻衣子に言ってください。あなたも麻衣子には幸せになってほしいでしょ？　仕事に没頭して家庭を顧みない状況になってしまうかもしれないじゃない」

　お母さんに責め立てられ、お父さんは何も言えない様子。

　きっともう少ししたらお母さんの気持ちを汲くみ取って、お父さんにも「仕事のことは、少し考えたらどうだ？」って言われそう。

　それにしてもふたりは、上杉さんのことをどう思っているのだろうか。簡単に気持ちが揺れるような人だと思っているの？

　そう思うと憤りに似た感情が突き上がってきて、たまらず声をあげた。

「上杉さんのこと、何も知らないくせに、勝手なことを言わないで！」

　和やかな空気の店内が、一瞬にして静まり返る。だけど湧き起こる怒りは収まりそうにない。

「もう心配されるほど私は子供じゃない。仕事も結婚も未来も全部私のもの。お母さんに決められたくない。……私はお母さんの操り人形じゃないから」

　思うがまま口から出た乱暴な言葉とともに、涙がこぼれ落ちた。

　すべて私の本音。もう私は子供じゃない。それに未来なんてどうなるか誰にもわからないじゃない。

　たとえこの先、上杉さんと結婚して、ふたりの言う通りにして仕事を辞めたって、彼の気持ちが変わらない保証なんてどこにもない。

　それ以前に、きっと彼なら、私が仕事を辞めることを望んだりしないはずだもの。何も知らないくせに、憶測だけで言わないでほしい。

　だけど悲しげに瞳を揺らすふたりを目の当たりにして、一瞬後悔する。でも一度口にした言葉を訂正はできない。それに、嘘は言っていない。本当はずっと、心のどこかで思っていたことだから。

　これ以上ふたりと一緒にいることが耐えられなくて、涙を拭いバッグを手に席を立った。

「ごめん、先に帰る。支払いは事前に済ませているから、ふたりはゆっくりしてきて」

　一方的に言って席をあとにすると、背後から私を呼ぶふたりの声が聞こえてきた。

「麻衣子！」

「待ちなさい、麻衣子！」

　だけど私は足を止めることなく、駆け足で店を出た。

　路地から表通りに出て、必死に夜の街を駆け抜けていく。

　言いたいことだけを言って逃げるなんて、子供のすることだ。わかっているのに、耐えられなかった。自分の気持ちが伝わらないもどかしさに、涙が溢あふれて止まらない。

　もう全部が嫌だ。上杉さんと磯部さんの関係にヤキモキする自分も、両親に対してうまく接することのできない自分も。

　あてもなく歩を進めていくけれど、息は上がり、次第にスピードは落ちていく。気づけば駅前通りまで来ていた。

　たくさんの人が行き交う歩道で足を止め、端に寄って乱れた呼吸を整える。

　道行く人が不思議そうに見ていくけれど、涙はなかなか止まってくれない。ハンカチを探してバッグの中を見ると、そこには両親に渡そうと思っていたプレゼントが入っていた。

　一生懸命選んだんだけど、渡せなかったな。

　ハンカチで涙を拭い、やっと涙も止まってきた。すると少しずつ冷静になっていく。

　本当に私、何やっているんだろう。今は逃げられても、いつまでも逃げてはいられない。しっかり向き合わなくてはいけない時が必ずくるのに。

　ハンカチをバッグにしまう時、再び目に入る両親へのプレゼント。

　素直な自分になれたら、自分に自信がついて上杉さんへの気持ちも確かなものになると思っていた。でもそんなことをしなくても、彼への気持ちはもう完全なものになっている。

　磯部さんと一緒にいるところを見て、嫌な気持ちになった。ふたりで食事なんてしてほしくなかった。こんな身勝手な感情を抱くのは、きっと私が上杉さんのことを好きだからだ。それ以外の理由なんて考えられない。

　でも今の私のままじゃ、自信を持って彼に好きなんて言えないよ。だって私自身が自分のことを好きになれないもの。こんな自分、大嫌いだもの……。

　再び涙がこぼれそうになり、バッグを胸の前でギュッと抱え込んだ。

　背中を丸め、必死に涙をこらえる。

　私、どうしたらいいんだろう。

　悲しくて苦しくて、胸がキリキリと痛みだした時、背後から力強く抱きしめられた。

「……やっと見つけた」

　頭上から聞こえてきたのは、乱れた呼吸と安心した声。

「どうしてここに……？」

　見なくてもわかる。私を抱きしめているのは上杉さんだって。

　背中越しに伝わってくる彼の鼓動は速い。それに呼吸も乱れている。走って捜してくれたの？

　少しだけ私を抱きしめる腕の力が弱まり、ゆっくりと振り返る。すると不安げな瞳を向ける彼と目が合った。

「心配しただろ？　……見つけることができてよかった」

　そう言うと彼は真正面から私の身体を優しく包み込んだ。大きな手が背中を撫でていく。

「ずっと麻衣子をひとりで泣かせるところだった」

「上杉さん……」

　心底安心した声で言う彼に、熱い想いが込み上げ涙が頬を伝った。

「磯部さんは……？　だって今日は磯部さんへのお礼で食事に来ていたんですよね？」

　好きって気づいたくせに、素直になれない私は可愛げのないことを言ってしまう。だって気になるから。いいの？　磯部さんと来ていたのに、抜け出してきたりして。

　嬉しいくせに素直に喜べなくて問うと、彼はクスリと笑った。

「俺にとって一番大切なのは麻衣子だから。……麻衣子の一大事に悠長に部下と食事なんてできるわけないだろ？」

　欲しい言葉をもらえて、単純な私は嬉しい気持ちで胸がいっぱいになる。

　すると想いが溢れて止まらず、堰を切ったように気持ちを口にした。

「上杉さん、私……両親にちゃんと自分の気持ちを伝えたかったんです。だけどうまく伝わらなくて……」

「そうか……」

　彼の手はずっと優しく私の背中や髪を撫でたまま。

「それで逃げてきちゃいました。……こんな自分、大嫌いです」

　お父さんとお母さんに伝えたいことがもっとたくさんあった。ふたりを悲しませたくなんて、なかったのに……。

　後悔でいっぱいになっていると、急に上杉さんは私の頬を包み込んだ。

　びっくりして顔を上げると、彼は真剣な面持ちで私を見つめてくる。

「大嫌いだなんて言うなよ。……俺は麻衣子自身が嫌いなところも含めてお前のことが好きなのに」

　ジッと彼を見つめていると、上杉さんは目を細めた。

「それに麻衣子は頑張ったじゃないか。一度ですべてがうまくいくとは限らないだろ？　ゆっくりでいい、ご両親に自分の思いを伝えていけばいいんだ」

　優しい言葉にまた涙がこぼれ落ちた。その涙を指で拭いながら彼は続ける。

「いつか素直になんでも話せるようになるさ。そうすれば麻衣子も、自分のことを好きになれるはず。……だから慌てなくていい、麻衣子のペースで前に進んでいけばいいんだ」

「上杉さっ……」

　最後まで声が出なくて、私は彼の胸に飛び込んだ。

　上杉さんの言葉は、まるで魔法のようだ。すっと私の心に染み込んで前向きな気持ちになれる。

　それと同時に思い知らされる。私……この人のことが、どうしようもないほど好きだと。

　溢れる想いと涙を止める術がない。ただ彼の胸の中に顔を埋め、温もりに触れる。上杉さんはそんな私の身体を優しく抱きしめ、涙が止まるまで何も言わずそばにいてくれた。










甘い時間




「温かい……」

　もう何度も入ったことのあるマンションのお風呂。大人三人はゆっくり入れるほど広いバスタブは、ジェットバス付き。そしてお風呂からも都内の夜景を一望できるようになっている。

　髪と身体を洗い、湯船に浸かると全身の力が抜ける。今日は朝からずっと気を張っていたから余計かも。

　上杉さんの腕の中でわんわん泣いて、次第に涙も落ち着いてきた頃、彼は何も言わず私を家に連れ帰った。

　そしてお風呂の準備をしてくれて、沸くまでの間に、お父さんに私が見つかり、一緒に家へ帰ったことまで連絡してくれた。

「上杉さん……優しいよね」

　広い浴室に響く自分の声。

　私を追って捜しに来てくれて、気遣ってくれて。お父さんにも連絡をしてくれた。

　そういうところも好きだなって思える。

　また好きって気持ちを実感していると、身体中が熱くなる。

　好きって気づいたからこそ、彼に自分の想いを伝えたい。

　……でもそれは今じゃないよね。

　両親ともう一度しっかり向き合って、私の思いを理解してもらい、それから上杉さんにちゃんと好きって伝えたい。

　上杉さんがこの先もずっと、私のことを思い続けてくれる保証はどこにもないもの。

　だって彼の近くには、磯部さんのような素敵な女性がたくさんいる。好意を寄せている人だって、ほかにもたくさんいるはず。

　ふと上杉さんに告白する自分の姿を想像してみる。だけど彼にたった二文字の〝好き〟を伝えると想像しただけで、恥ずかしさでいっぱいになってしまう。

　ダメだ、考えれば考えるほど身体が熱くなってのぼせそうになる。

　湯船から上がり浴室から出ると、涼しい空気にホッとした。

　着替えを終え、タオルで髪を拭きながらドライヤーを使おうと、洗面台の棚のドアを開けようとしたところで手が止まる。

　ドアはふたつあり、ひとつはドライヤーや私のものを入れさせてもらっているけど、もうひとつのドアは開けたことがない。

　上杉さん、本気じゃない恋愛をたくさんしてきたって言っていたよね。家に上げた女性もたくさんいるのかも……。

　これまで敢えて見ないようにしてきたけど、もしかしてよくドラマや漫画で見るように、女性の私物が入っていたりする？

　泊まった際に使う化粧水とか、洗顔料とか整髪料とか香水とか……。

　そういうの、見たくないな。いや、でもないかもしれないし……。

　好きと気づいたからこそ気になる。恐る恐るドアを開けると、そこには男性ものの整髪剤と洗顔フォームが収納されているだけだった。

「よかった、何もなくて」

「何がよかったんだ？」

　ホッと胸を撫で下ろした瞬間、聞こえてきた声に、心臓が飛び跳ねる。

「きゃっ!?」

　悲鳴にも似た声をあげながら目をやると、ドアに寄り掛かり、呆れた表情で私を見る上杉さんの姿があった。

「ちょ、ちょっと上杉さん!?　ひどいじゃないですか、ノックもナシに入ってくるなんて!!」

　着替えを済ませたあとだったからいいようなものの、これが裸だったらどうしていたの？

　抗議をすると、彼は深いため息を漏らした。

「言っておくけど、散々ノックしたからな？　気づかなかった麻衣子が悪い」

「え、そうなんですか？」

　全然気づかなかった。

「なかなか出てこないから、心配して来てみれば……」

　彼は私のほうへ歩み寄り、ドライヤーを手に取った。

「何？　もしかしてこの中に女性のものでも入っていると思ったのか？」

「ちがっ……！　違いますから!!」

　図星を突かれ、ムキになって否定すると彼はニヤリと笑った。

「本当か？　どうせ疑っていたんだろ？」

　そう言いながら上杉さんはコンセントを差し込み、ドライヤーのスイッチを入れると私の髪を乾かし始めた。

「上杉さん？　自分でできますから」

「いいから」

　優しく私の髪に触れながら、ドライヤーを動かしていく。

　こうして誰かに髪を乾かしてもらうのなんて、美容室以外ではないから緊張する。ましてや相手が上杉さんなのだから。

　鏡越しに見る彼は、どこか楽しそうに私の髪を乾かしている。その姿を見ると、なんというか……心がくすぐったい。

「麻衣子は誤解しているようだけど……」

　前置きすると、鏡越しに目が合う。すると彼は愛しそうに私を見つめた。

「この家に上げた女性は、麻衣子が初めてだから」

「本当ですか……？」

　信じられなくて大きく目を見開くと、上杉さんはムッとなる。

「本当だよ。嘘をついてどうする。まぁ、一緒に暮らし始めた時にしっかり伝えておくべきだったな。この先も家族以外で家に上げる女性は、麻衣子だけだからな？」

　髪をわしゃわしゃっとされて目をつぶるも、すぐに開くと上杉さんと鏡を通して目が合う。

　信じてもいいんだよね。この家に上がったのは、私が初めてだって。

　そう思うと胸がキューッと締めつけられて苦しくなる。

「そんなに疑うなら、いくらでも家の中を詮索してくれてかまわないから。麻衣子に見られて困るものは、何もないしな」

　堂々と言うと、髪を乾かし終えた上杉さんはドライヤーのスイッチを切り、最後に手で私の髪を整えてくれた。

「はい、できた」

「……ありがとうございます」

　満足そうに微笑む彼に、ドキドキが止まらない。

「俺も風呂入っちゃうな」

「わかりました……って、ちょっと上杉さん!?」

　私の返事を聞く前に上着を脱いだ彼にギョッとなり、慌てて手で目を覆った。

「私が出ていくまで、脱がないでください!!」

　彼の身体を見ないように、すぐに背を向ける。

「別にいいだろ？　上ぐらい」

「ダメです！　すぐ出ますから待っててください」

　急いで浴室から出ようとすると、背後から伸びてきた彼の腕。そのままドアを閉められた。

「えっ……」

　ドアと上杉さんに挟まれ、ゆっくりと後ろを見ると、上半身裸の彼が白い歯を覗かせた。

「前にも言ったけど、いつか麻衣子と一緒に風呂に入りたかったし、このまま一緒に入るか？」

「な……に言って……！　私はもう入りましたから！」

　顔を熱くさせて抗議をする。だけど上杉さんは引き下がらない。

「いいじゃん、もう一回入っても」

「よくありません!!」

　大きな声で言うと、上杉さんは「ブハッ」と噴き出し、お腹を抱えて笑いだした。

「アハハッ！　冗談だよ。それなのに、麻衣子はいちいち真に受けて……本当に可愛いな」

　笑いながら言う彼に、顔だけではなく身体中の熱が上昇していく。

　恥ずかしいやら悔しいやら……。沸々と怒りが込み上げてくる。

「そんなに笑うことないじゃないですか！　それに上杉さんの冗談はわかりづらいんです。本気に見えましたから!!」

　文句を言うと、彼はますます笑うばかり。

「まぁ、それは半分本気だからな。いずれは麻衣子と風呂に入りたいし」

「なっ……！」

　声を荒らげるも、すぐに自分に言い聞かせる。これもきっと私をからかっているだけだと。

　口を結び、ドアノブに手をかけた。

「私はこの先も上杉さんとお風呂に入るつもりありませんから」

「いいや、絶対入る」

　ダメだ、これ以上一緒にいたらもっとからかわれそうだ。

「失礼します」と一方的に言い、廊下に出てドアを閉めると、向こう側から上杉さんの笑い声が聞こえてきた。

　上杉さんってば人のこと、からかいすぎ。

　いくら上杉さんのことが好きでも、一緒にお風呂になんて入らないから。あんなに明るい浴室の中に一緒に入ったら、丸見えじゃない。

　首を左右にブンブン振り、キッチンへ向かう。

　喉が渇き、冷蔵庫の中からミネラルウォーターを手に取り、ごくごくと流し込む。

　そのままリビングへ向かうと、テーブルの上はパソコンや参考書に書類で埋まっていた。珍しいな、いつもは自分の部屋で仕事をしているのに。

　もしかして私の心配をして……？　そういえばさっきも、心配して様子を見に来てくれたって言っていたよね。

　あぁ、もう。また好きって気持ちが積み重なって身体中が熱くなる。手で顔を扇ぎながら参考書に目を向けた。

　なんの参考書だろ。付箋がいっぱい貼ってある。上杉さん、私に見られて困るものはないって言っていたし、見ても大丈夫だよね。

　手に取り表紙を見ると、福祉住環境コーディネーター二級の問題集だった。

「これって……」

　もしかして上杉さん、受験するのかな。

　パラパラとページをめくると、使い込んでいる感じ。参考書を手にしたままテーブルの上にある資料を見ると、福祉施設に関するものばかり。

　私は専門学校で二年間、みっちり介護について学んできた。もちろん日々変化する介護制度などは、チェックして勉強している。でも上杉さんは、すべて一から独学で学んでいるんだよね。

　福祉や建築関係のものばかりではなく、ほかにも経営など仕事に関わる資料や雑誌もあった。

　福祉のことだけじゃない、経営や建築すべての分野の勉強をしているんだ。とても努力家な人――。

　手に取り、いろいろな資料や雑誌に目を通すものの、正直専門外のことはなかなか頭に入ってこない。

　上杉さん、これを全部覚えているのかな。

　うーん……と唸うなっていると、お風呂から上がった上杉さんが戻ってきた。

「何か面白いものでもあった？」

　そう言いながら彼はキッチンへ向かい、冷蔵庫の中からミネラルウォーターを手に取り、こちらに来た。

「すみません、勝手に見て」

「いや、好きに見てかまわないよ」

　そう言って笑う彼の姿に視線が釘づけになる。

　お風呂上がりの姿は何度も見ているはずなのに、髪を下ろすとちょっと別人みたいでドキドキする。

　そんな私の胸の内を知る由もない彼は、ミネラルウォーターを飲みながら私が手にしていた資料を覗き込んだ。

「これを読んでいたのか。建築法はいろいろと細かいからな、頭が痛くなるだろ？」

「えっと……はい」

　正直に答えると上杉さんは苦笑い。テーブルを埋め尽くしている書類を整理しながら彼も言う。

「実は俺も最初は全く頭に入ってこなかったし、少し勉強しただけですぐギブアップしていたよ」

　テーブルを整理し終えると、上杉さんは腰を下ろし、パソコンを起動させた。

「でも夢のためには必要不可欠な知識だからな。それに勉強を続けていると、意外と面白くなってくるんだ」

　そう言うと、彼はこっちにおいでと手招きする。

　えっと……どうしよう、素直に行っていいのかな。戸惑いながら様子を窺っていると、上杉さんは何かを私に見せたい様子。

　おずおずと少しだけ距離を空けて隣に腰を下ろす。すると彼はパソコンの画面を私が見えるように向けた。

「これ見て」

　言われるがままに見ると、画面に映し出されているのはある介護施設のホームページだった。

「四国のほうにオープンしたばかりのグループホームなんだけど、すごいんだ」

　彼はマウスを動かし、施設紹介のページをスライドしていく。

　介護施設といっても、さまざまな種類がある。その中のひとつ、グループホームとは専門スタッフの援助を受けながら、五人から九人程度のユニットで共同生活をする施設だ。

　認知症を患った入居者がそれぞれの能力に応じて料理や洗濯など、役割を担いながら自立した生活を目指している。

　上杉さんが見せてくれたグループホームは、一般家庭に近い造りとなっており、畳の部屋まで完備されていた。庭先では畑や花壇があり、利用者が実際に農作物を作り、花を育てているようだ。

「すごいですね、施設というより自宅に近い造りになってる」

「だろ？　いいよな、こういうタイプの施設も。自宅に近い生活を送ることで、混乱することも少なそうだし」

「そうですね。……それに防犯面も徹底していますね」

「あぁ、参考にしたいところばかりだ」

　いつの間にか空いていた距離は埋まっていて、ふたりともパソコン画面に目が釘づけになっていた。

　それに気づいたのは至近距離で目が合った時。あまりの近さに微動だにできなくなること数秒。慌てて離れた。すると彼は面白くなさそうに顔をしかめる。

「そんなに思いっきり離れることないだろ？　傷つくんだけど」

　そう言いながら上杉さんは私との距離を縮めた。再び近づいた距離に戸惑いを隠せない。

　背後にあるソファに寄り掛かると、彼はテーブルの上にあったパンフレットを手に取る。

「これも見てよ。うちと同じ不動産会社が経営する施設なんだ」

「……はい」

　ドキドキしながら、彼が手にしているパンフレットに目を通す。

　するとそこには先ほど同様、同業者として参考にしたい施設の特徴ばかりが記載されていて、気づいたらまた上杉さんと意見を交わしては楽しんでいる自分がいた。

「すごいな、麻衣子。しっかり勉強しているじゃないか」

「いいえ、そんな……。私より上杉さんのほうがすごいですよ。さっき参考書を見ちゃったんですけど、福祉住環境コーディネーターの資格を取るんですか？」

　気になって尋ねると、彼は言いにくそうに話してくれた。

「あぁ。ひとつくらい資格を保持しておきたくてな。……二級が取れたら一級にもチャレンジするつもりだ」

　やっぱりそうだったんだ。

「すごいですね、仕事の合間を縫って勉強して、さらに資格まで取るなんて」

　私はずいぶんと彼のことを誤解していたようだ。上辺だけで判断していた自分が恥ずかしくなる。

　思ったことを素直に伝えると、彼は珍しく頬をほんのり赤く染めた。

「なんか照れるな。麻衣子に褒められると」

　目を泳がせて口元を覆う姿に、目を見張る。でもなんだろう、この気持ちは。上杉さんが可愛く見える。

　彼に対して新たな気持ちを抱いていると、上杉さんは手にしていたほかの施設のパンフレットを見つめた。

「麻衣子を好きになった理由のひとつに、同じ夢を追いかけているからって言ったのを覚えているか？」

「……はい」

　もちろん覚えている。言われて私も嬉しかったから。

　すると彼はゆっくりと私と目を合わせた。

「麻衣子は施設を造る仕事に携わりたいんだよな？」

「はい、そうです」

　だから大学で学び直し、上杉不動産に入社したんだ。

「まだ父さんには言っていないけど俺……いずれは、独立したいと考えているんだ」

「独立って……別に会社を立ち上げるってことですか？」

　予想だにしない話に、思わず聞き返してしまった。

　それはつまり、上杉不動産を継がないってことだよね？

　混乱する私に、上杉さんは将来の夢を話してくれた。

「この仕事がしたいと思い、介護事業部を立ち上げてから、多くのことを学んできた。でもまだまだ施設の数は足りていないだろ？　だから介護全般の会社を立ち上げて、いろいろなタイプの施設の運営をしたいんだ」

　夢について語る上杉さんは、一段と輝いて見える。

「入所施設だけではなく、通所施設も運営したいし、専門スタッフの育成にも力を入れたい。トータル的にやることで、それぞれの分野でうまく連携も取れると思うんだ」

「私もそう思います。施設はもちろん、スタッフも全然足りていないのが現実ですし……。スタッフを育成して確保するのも大切だと思います」

「そうだろ？　どうしても施設運営だけでは赤字になるところが多いからな。うまくほかのところで黒字を出すためにも、さまざまな種類の施設を運営していくべきだと思うんだ」

　上杉さんの話を聞いているだけでワクワクする。まさに私がやりたい仕事そのものだから。

　話に耳を傾けていると、彼は少年のように目をキラキラさせて言う。

「まだまだ未来の話だけどさ、会社を立ち上げた際は、麻衣子と一緒にやりたい」

「私と……ですか？」

「あぁ。麻衣子と理想の施設を造っていきたい。麻衣子を好きになってからそんな夢を抱くようになったんだ。……仕事をする姿を見て、こうして話をするたびにその思いは強くなっているよ」

　お母さんは、結婚したら家庭に入るべきだって言う。お父さんだってきっとそう思っているはず。

　でも上杉さんは違うんだ。……私のことをちゃんと考えてくれている。一緒に仕事をしようって言ってくれた。そういう人なんだ。

　胸がいっぱいで何も言えずにいると、彼は疑わしい目を私に向けた。

「それとも麻衣子は、結婚したら家庭に入りたいタイプなのか？　悪いけど俺、麻衣子とは対等な立場でいたいから。……同じ夢を抱く者同士、ずっと切磋琢磨していきたいと思っている。だから麻衣子と結婚しても、家事はしっかり分担して、いつか子供が生まれても交代で育児休暇を取るからな？」

　未来の話をする上杉さんに面食らうも、彼の言葉が嬉しくて目頭が熱くなる。

「なんですか、それ。どれだけ未来の話をしているんですか？」

　笑いながら言うと、上杉さんは目を見開いた。そしてジッと私を見る。

「な、なんですか……？」

　そんな食い入るように見つめられると、非常に困るんですけど。

「いや……いつもだったら麻衣子、『上杉さんと結婚なんてしませんし、子供とか考えられませんから！』って言うところだろ？」

「え、あっ……それは――」

　そうだった。これまでの私だったら、間違いなく言っていたと思う。でも今の私は違う。上杉さんのことが好きだと気づいた。だからこそ、そんな未来が訪れたら……と願ってしまうから。

　でもそんなこと言えるはずもなく、口籠もる。すると上杉さんは嬉しそうに表情を崩した。

「少しは麻衣子の中で、俺の立ち位置が変わってきているって自うぬ惚ぼれてもいいのか？」

　どうしよう、なんて言えばいい？　――でも、彼への恋心に気づいた以上、否定などできないよ。

「……ご想像にお任せします」

　曖昧な返事をすると、上杉さんはクスリと笑った。

「わかったよ、じゃあ勝手に自分のいいように想像することにする」

　上杉さんは立ち上がり、キッチンへ向かう。彼の様子を窺うと、コーヒーを淹れている様子。

　そしてカップを両手に持ち戻ってくると、また私にピタリと寄り添う。

「はい、どうぞ」

「……ありがとうございます」

　肩と肩が触れる距離間に、ソワソワして落ち着かない。

「せっかくだし、もう少し話をしない？　麻衣子との話は尽きなくて楽しいから」

　それは私も同じ。上杉さんと仕事の話をするのがすごく楽しい。

「……はい」

　それから私たちは、夜通しいろいろな話をした。両親との間にあったことも忘れるほど夢中になって――。




　ピピピ……ッとアラーム音が聞こえてきて、重たい瞼を開く。

「んっ……」

　視線が定まらず、目をゴシゴシと擦る。すると次第に鮮明に見えてきた見覚えのない景色に目を見開いた。

「あれ……私……」

　身体のあちこちが痛い。それもそのはず。ソファに寄り掛かったまま寝ていたのだから。そして隣から聞こえてくる規則正しい寝息に、ハッとする。

　そうだ、昨夜は上杉さんと遅くまで仕事の話をしていて……。

　ゆっくりと隣を見ると、私に体重を預けてスースーと寝息をたてている彼の端正な顔が間近にあり、悲鳴をあげそうになる。

　いつの間にかふたりとも寝ちゃっていたんだ。……もしかして私も上杉さんに寄り掛かって寝ていた？

　彼の温もりを感じ、かぁっと身体中が熱くなる。

　ど、どうしよう、今何時？　今日は会社だし、そろそろ起きないといけない時間？

　それにしても上杉さんってば、よく目が覚めないよね。彼のスマホのアラーム音がずっと鳴っているというのに。部屋のほうからも目覚まし時計の音がいくつも聞こえている。

　身をよじって少しだけ距離を取り、顔を上げて上杉さんの寝顔をまじまじと見る。

　深い眠りに就いているようで、起きる気配がない。

　起こしたほうがいいよね？　起きないといけない時間にアラームを設定しているだろうし。私も準備をしないと。

　頭ではそうわかっているのに、もう少しだけ彼の寝顔を見ていたくなる。

　あ……髪が目にかかっている。

　ゆっくりと腕を伸ばし、そっと目にかかる髪に触れると彼が「んっ……」と声を漏らした。

　大きくビクッと身体が反応し、急いで手を引っ込める。

　心臓をバクバクさせながら彼の様子を窺っていると、ゆっくりと目を開けた。

　重なり合う視線に胸がトクンと鳴る。

　だけど彼はまだ寝ぼけているのか、視線が定まらない。私が目の前にいることも理解していないような気がする。

「あの、上杉さん……？」

　彼の名前を呼ぶものの、反応がない。どうやら相当朝は弱いようだ。

「麻衣子……？」

「そろそろ起きないとですよね？」

　離れようとすると、いきなり腰に彼の腕が回り、引き寄せられた。

「わっ!?」

　色気のない声をあげると、上杉さんはジーッと私を見つめてくる。

「どうして麻衣子が俺のベッドに……？　これ、夢なのか……？」

　眉間に皺を刻んでブツブツと呟く。まだ寝ぼけているようだ。

「幸せだな、麻衣子の夢を見られるなんて」

　ドキッとするようなことを言うと、あろうことか上杉さんは顔を近づけてきた。

　このままじゃキスされる……！

「いい加減にしてください！　夢じゃありませんから!!」

　パニックになり、私は咄嗟に叫びながら彼の頬を思いっきり叩いてしまった。




　どうしよう、非常に気まずい。

　起きた時間が時間で間に合いそうになく、電車ではなくて彼の運転する車で会社に向かっているものの……。

　チラッと運転する彼を盗み見ると、左頬が赤く腫れていた。

　キスされそうになり、頭の中は大混乱して力加減ができず、上杉さんの頬には赤くくっきりと跡が残っている。

　目を覚ました彼にすぐに謝ったけれど、家を出ないといけない時間が迫っており、ふたりとも急いで準備を済ませた。

　だから、まだ怒っているかどうかわからないんだけど……いや、間違いなく怒っているよね。

「あの、ごめんなさい」

　沈黙に耐えられなくてもう一度謝ると、上杉さんは「何が？」と聞いてきた。

「だからその、頬を叩いてしまって……」

　ごにょごにょと言うと、彼は笑みをこぼした。

「いや、俺のほうこそ悪かった。どうしても昔から朝は弱くて。……夢なら麻衣子にたくさんキスできると思ってさ」

「ゆっ、夢の中でもしないでください」

　至近距離で感じた彼の温もりも吐息も鮮明に覚えているから、余計に恥ずかしい！

「なんだよ、いいだろ？　夢の中でくらい麻衣子のことを好きにしたって」

「よくありません」

　すぐに否定すると、上杉さんは愉快そうに笑う。

　冗談だとわかっていても、ついムキになってしまう。これじゃ彼の思うツボなのに。そんなやり取りをしている間も車は進んでおり、気づけば見慣れた景色が目に入る。

「あ、上杉さん、ここで大丈夫です」

　車に乗る前にお願いしていた。会社の近くで降ろしてくださいと。

　彼はハザードランプを点けて、路肩に車を停車させた。

「別に会社まで一緒に行ってもいいだろ？　誰も見ていないって」

「いいえ、いつ誰に見られているかわかりませんから」

　シートベルトを外して彼と向き合った。

「送ってくださり、ありがとうございました。……お仕事、頑張ってください。今夜も遅くなりそうでしたら、軽めの夕食を準備しますけど」

「ありがとう、今日は早く帰るよ。今夜も麻衣子とゆっくり過ごしたいから」

　満面の笑みで言われると恥ずかしくなる。……でもそっか、今日は早く帰ってくるんだ。

「わかりました、じゃあ作って待ってますね」

　顔がニヤけそうになり、一方的に言って逃げるように車から降りた。するとすぐさま彼は窓を開けて、顔を覗かせた。

「帰る時にまた連絡するから」

「……はい」

　最後に手を振り、彼の車は道路に出て走り去っていく。

　完全に見えなくなったのを確認し、両手で顔を覆った。

　ダメだ、顔がニヤける……！

　私とゆっくり過ごしたいと言ってくれた。それに『帰る時にまた連絡するから』ってセリフがツボに入り、胸がギューギューに締めつけられて苦しい。

　好きって気持ちに気づいた途端、何げない彼の言動ひとつで胸がときめく。

　それと同時に、上杉さんに好きって気持ちを伝えるためにも、早く両親と仲直りしなくてはいけないという思いを強くする。本当は、今日にも実家へ向かうべきなんだけど。でも、やっぱりふたりと向き合うのは、まだ怖い。昨夜よりもひどいことを言ってしまいそうだもの。

　もう少しだけ時間をもらってもいいかな。今は上杉さんとの幸せな時間を過ごしてもいいよね。

　そう自分に言い聞かせ、会社へと向かった。




「うん……美味しくできた」

　定時で仕事を終え、近くのスーパーで買い物を済ませ、さっそく料理の準備に取りかかった。

　上杉さん、早く帰ってくるって言っていたし、あまり手の込んだものではなく、簡単に作れるものにした。

　準備を進めていると、スマホが鳴った。帰る時に連絡するって言ってたし、上杉さんかもしれない。

　カウンターに置いたスマホを手に取り確認すると、電話の相手は上杉さんではなく、お父さんだった。

「え……お父さん？」

　なんだろう、電話なんて。もしかして今すぐ帰ってきなさいって連絡？

　そう思うとなかなか電話に出ることができない。こんなのワガママだってわかっている。わかっているけど……今はまだふたりに会いたくない。

　そうこうしている間に電話は切れてしまった。

「あっ……」

　すぐにかけ直そうとしたけれど、思い止まる。

　まだ自分の中で整理ができていないのに、電話をしたってうまく話せるわけがない。

　一日二日でお母さんの気持ちが変わったとは思えないし、私もまだ、お母さんを説得できる自信がないもの。

　だけど連絡しないのはマズいよね。昨夜も上杉さんに連絡してもらい、迷惑をかけちゃったし。

　でも電話はハードルが高すぎる。だからお父さんにメッセージを送った。

　何度も入力しては消してを繰り返し、迷いに迷って送ったメッセージ。

【お父さん、お母さん、昨日はごめんなさい。少しだけ時間をください】

　緊張しながら送ると、すぐに既読がついた。そしてお父さんから【わかったよ。麻衣子が会いに来てくれるのを母さんと待っているから。父さんたちのほうこそ昨日は悪かった。岳人君にあまり迷惑かけないようにな】

「お父さん……」

　少しは私の気持ちがふたりに届いているって思ってもいいかな……？　ううん、そう信じてもいいよね。

　自分に言い聞かせていると、手にしているスマホが鳴った。

　確認すると上杉さんからメッセージが届いていた。

【今から会社を出るから。お腹空いた】

　読んで思わず笑ってしまった。

【わかりました。気をつけて帰ってきてください】

　何げなしに送ったメッセージ文を読み返し、ちょっと照れる。今までだってこういうやり取りはしてきたのに。

「早く準備しないと」

　料理を温め直し、お皿に盛ってテーブルに並べ終わる頃、インターホンが鳴った。

　あれ？　上杉さん、鍵を持っているよね？　いつもは自分で開けて入ってくるのにどうしたんだろう。もしかして彼じゃなくて来客？　いや、でもこのマンション、コンシェルジュが常駐しているし、誰か来たら知らせてくれると聞いていたけど……。

　恐る恐るリビングにあるモニターを確認すると、そこに映っていたのは上杉さんだった。こちらに向かってにこやかに手を振っている。

　やっぱり鍵をなくしちゃったのかな。

　急いで玄関へ向かい、ドアを開けると満面の笑みを浮かべて上杉さんが「ただいま、麻衣子」と言う。

「おかえりなさい」

　咄嗟に言うと、彼はますます嬉しそうに笑う。

「いいね、久々にこのやり取りがしたかったんだ」

「え？」

　彼はズンズン家の中に入ってきて、私は後退りする。そのまま上がると、上杉さんはネクタイを緩めながら私に言う。

「麻衣子、次の決まり文句を言ってよ？」

「はい？」

「ほら、よく新婚家庭がやっているやり取りだよ。ご飯にするか、お風呂にするか……」

　そこまで言われれば、彼が次に何を言いたいのか理解できる。

　きっとアレですよね？　口にしたら絶対恥ずかしいアレですよね？　そんなの言えないから！

「それとも――」

「ご飯にしましょう！　ちょうど準備が終わったところなので!!」

　声を被せて言い、クルリと回れ右をしてキッチンへと急ぐ。

「もう、ご飯とお味噌汁もよそっちゃいますからね！　早く着替えてきてください」

　バタバタとキッチンへ駆け込むと、上杉さんは笑いをこらえながら「残念、わかったよ」と言う。

　あぁ、もう。またからかわれたんだ。

　だけどいつものやり取りに温かい気持ちになる。何があっても、上杉さんは変わらず私に接してくれる、そう思えるから。

　着替えを済ませた彼と他愛ない話をしながら、食事を楽しんだ。




　上杉さんは仕事が一段落したようで、朝食や夕食をともにできる日が続いた。相変わらず甘い言葉を囁き、からかわれる毎日だけど、両親の話をすることはなかった。

　きっと気遣ってくれているんだろうな。私のほうから切り出すのを待ってくれているんだよね。

　だったら早く両親に会いに行かないといけないと思いつつも、その勇気はやっぱりなかなか出なかった。

　金曜日のお昼。いつもは絵里さんたちと社員食堂で昼食をともにしていたけれど、この日は真理愛に誘われ、ふたりで来ていた。

　それというのも昨夜、彼女から電話がかかってきたんだ。最近、上杉さんとはどうなの？と。

　相談に乗ってもらっていたし、真理愛なら口も堅い。そう思い、事の経緯を説明すると、もっと詳しく聞かせなさいと催促された。

　でも隣の部屋には上杉さんがいる。だからまた今度……と伝えると、真理愛からランチを一緒にしようと誘われたのだ。

「本当は社食じゃなくて、根掘り葉掘り聞ける落ち着いたお店がよかったんだけど、午後一で社長とともに外出の予定が入っていて……」

「そっか、大変だね」

　真理愛も秘書として任せられる仕事も増えてきたようで、ますます社内で会う機会は減っていた。

　ふたりとも日替わり定食を注文し、一番端の席に向かい合って座る。真理愛は、すぐに本題に入った。

「それにしてもびっくりしたよ。麻衣子が上杉部長のことが好きだって聞いて。でも自分の気持ちに気づいたきっかけ、理解できるわ。……誰だって気になるものだよ、好きな人が仕事とはいえ、ほかの女性と一緒にいるところを見たら」

「そっか。……真理愛も同じような経験ある？」

　しみじみ話す彼女に問うと、すぐさま頷いた。

「あるに決まってるじゃない。誰かに取られたくないって思いから、初めて好きと認識すること、皆、一度は経験しているんじゃないかな。人間って意外と独占欲強い生き物よね」

　たしかにそうかも。私も磯部さんと一緒にいてほしくないって思っちゃったもの。自分の中でそんな感情があるなんて、思いもしなかった。

　食べる手はいつの間にか止まり考え込んでいると、真理愛は思い出したように言う。

「あ、じゃあもしかして、月曜日の噂のビンタ女って麻衣子だったの？」

「ビンタ女……？」

　藪から棒に言われた話に、ハテナマークが並ぶ。すると真理愛は前屈みになり、周囲に聞こえないよう声を潜めた。

「秘書課で話題だったわよ。上杉部長、頬を赤く腫らして出勤してきたんだから。別れ話で揉めて女に殴られたとか、付き合っている恋人に浮気がバレて叩かれたんじゃないかとか、憶測が飛びまくりだったのよ」

「……っ!?」

　月曜日は上杉さん、忙しかったのか一度も介護事業部のオフィスには顔を見せなかった。だからまさかそんな話題になっていたなんて、知りもしなかった。しかも秘書課でなんて。

　あわあわする私を見て確信を得たのか、真理愛はにんまり顔。

「何々～？　プレイボーイって呼ばれていた彼に、食べられそうになったわけ？」

「食べっ!?　ち、違うから!!」

　あながち間違ってはいない。あの時、寝ぼけた上杉さんにキスされそうになっちゃったわけだし。でも本当のことなど言えず、必死に否定する。

「一緒に暮らしているけど、本当に何もないし。……それに上杉さん、私が好きになるまで、何もしないって言ってくれたから」

　ボソッと言うと、真理愛は目をパチクリさせた。だけどすぐに表情を崩す。

「なんだかんだ言って、しっかり愛されてるじゃない。大切な相手だからこその言葉でしょ？　それは。いいなぁ、うらやましい」

　ため息交じりに言うと、真理愛は椅子の背もたれに寄り掛かった。

「これじゃ女豹の入る余地もなさそうね。……安心した」

「真理愛……」

「それでいつになったら好きって伝えるわけ？　気づいたなら早く伝えないと」

　再び前のめりになり聞いてきた真理愛の迫力に圧倒されてのけ反る。

「……まだ伝えられないよ」

　体勢を戻しながら言うと、彼女は信じられないと言いたそうに、目を丸くした。

「いやいや、どうして？　向こうも麻衣子のこと大好きじゃん。だったら早く伝えればいいでしょ？　女豹に隙を突かれても知らないからね？」

　まくし立ててくる真理愛に、自分の想いを伝えた。

「心配してくれてありがとう。……でもさっきも言ったけど、今両親とギクシャクしているでしょ？　そのせいで上杉さんに迷惑かけているんだよ？　こんな状況じゃ告白なんてできないよ」

　両親と向き合えない私が、彼に告白なんてできるはずない。

「上杉さんは、昔から私が両親に素直になれないことを知っているの。だからこそなんでも両親に話せる強い自分になって、自信をつけてから告白したいの」

「麻衣子……」

　こんなの自分のエゴかもしれない。でも、今の自分を好きになって、自信を持ってから、上杉さんに好きって言いたい。

　真理愛に私の気持ちが伝わったのか、彼女は小さく息を漏らした。

「だったら同棲しているんだし、胃袋でがっちり彼の心をつかんでおかないとね。いいよね、麻衣子は料理が得意で。私はダメ、苦手なの」

「そうなの？　だったら教えようか？　慣れれば誰だってできるから」

「えぇー。私にできるかな」

「もちろんできるよ」

　最初は微妙な顔をしていた真理愛だけど、私の話を聞き、やる気になったようで目を輝かせた。

「そっか、でも料理ができるって強みだよね。やっぱり結婚の決め手として、料理ができるかどうかは大きいと思うし」

「うんうん、そうだよ」

　すっかりやる気になった真理愛は、さっそく今度教えて、と急かしてきた。

「どうしよう、まずは何から覚えようかな。やっぱり定番の肉じゃがとか？　煮物系作れたら、男の人ってコロッと落ちちゃいそうじゃない？」

「えー、そういうものなの？」

「そういうものだって」

　再びお互い定食を食べながら話をしていると、トレーを手に私たちを見つけた石上君が駆け寄ってきた。

「おぉ、ちょうどいいところにいてくれて助かった。席がどこも埋まっちゃっててさー。隣、いい？」

　なんて言いながら、空いている私の隣に腰掛けた。

「ちょっと石上君？　私と麻衣子はまだいいよって言っていないんだけど？」

「いいじゃん、同期なんだから」

　笑いながら言うと、石上君は手を合わせてきつねうどんを食べ始めた。マイペースな姿に苦笑いしてしまう。

「あれ、でも石上君遅かったね。仕事終わらなかったの？」

　もう昼休みも中盤に差し掛かっている。疑問に思い聞くと、彼は「ちょっと聞いてくれよー」と実に情けない声を出した。

「昼休みに入ってすぐ社食に食べに行こうとしたらさ、途中で経理に配属された山やま本もとたちに捕まって」

　石上君の言う経理の山本さんというのは、私たちと同じく本社に配属された同期だ。たしか経理にはもうひとり、同期の安あん藤どうさんが配属された気がする。

「山本さんたちがどうしたの？」

　真理愛が聞くと、石上君は神妙な面持ちで話しだした。

「それがさ、意味のわからないことばっかり聞かれたんだよ。上杉部長を殴った相手に心当たりあるかとか、介護事業部内で彼女らしき人物はいないかとか」

　彼の話を聞き、真理愛と顔を見合わせ、目を瞬かせてしまう。

「上杉部長が今度は誰と関係を持ったのか、知っていたら教えろって言うんだ。ひどいと思わないか？　真面目でカッコいい上杉部長をまるで遊び人みたいに言うんだぜ？　頬にケガしたら、女に殴られたんだって決めつける神経が信じられない」

　石上君はすっかり上杉さんの虜というか、信者のひとりになっている。そんな彼は上杉さんの噂など全く信じていない様子。

「有坂もそう思うだろ？　上杉部長のような誠実な人が、女性に手を出して殴られるとか、あり得ないよな!?」

　熱い眼差しを向けて同意を求められても、非常に困る。

　えっと……これはなんて答えたらいいのだろうか。

　返答に困っていると、真理愛は我慢できず噴き出した。

「アハハッ！　やだ、どうしよう、お腹痛くて苦しい……！」

　突然声をあげて笑いだした真理愛に、石上君はもちろん、近くにいた社員もびっくりしている。だけど彼女の笑いは止まらない。

「どうして大曽根は笑っているんだ？」

「なんでだろうね……」

　事情を知ってはいるものの、石上君になんて言えばいいのやら。

　私の気持ちも考えず、真理愛は笑うばかり。

「あー、おかしかった。こんなに笑ったのは久しぶりかも」

　しばし笑ったあと、やっと落ち着いたのか真理愛は目元を拭った。

「石上君、いいね。これからもずっと変わらず今のままの石上君でいてね」

　微笑む真理愛に石上君は困惑しながらも、褒められたのが嬉しかったのか、「おう、任せとけ！」なんて見当違いなことを言う。

　当然それを聞いた真理愛が、また声をあげて笑ったのは言うまでもない。

　それから食事を済ませ、真理愛は一足早くオフィスに戻った。私も石上君が食べ終えるのを待ってふたりで戻る途中、彼は廊下を進みながら「うーん……」と唸った。

「それにしても大曽根、どうしてあんなに笑ったんだろう。俺、何かあいつを笑わせるようなことを言ったと思うか？」

　今頃になって疑問を抱いたようで、聞いてきた石上君に乾いた笑い声が漏れる。

「えっと……あれじゃない？　真理愛って、笑いのツボがほかの人と違うんじゃないかな？」

　苦し紛れの理由を述べると、単純な石上君は納得した様子。

「なるほど、そうなのかもしれないな。ありがとう、有坂。おかげですっきりしたわ」

「いいえ、どういたしまして」

　石上君が先輩たちに可愛がられる理由は、この性格にあるんだろうな。

　化粧室のそばを通りかかったのでメイクを直そうと、石上君に先に戻ってもらった。

　話し声は聞こえないし、誰もいなそうだ。

　手にしていたバッグの中からポーチを取り出しながら入っていくと、鏡の前にはまさかの先客がいた。

　足が止まり、視線が釘づけになる。

　メイクを直していたのは、磯部さん。しかも彼女と私以外、誰もいないという、非常に気まずい状況に、そのまま踵きびすを返したくなる。

　だけど、私に気づいた磯部さんがメイクを直しながら口を開いた。

「どうぞ」

　自分の荷物を端に寄せてくれた。これは、逃げられそうにない。

「……すみません、ありがとうございます」

　彼女と並んで立つものの、この前のことがあり、非常に居心地が悪い。今すぐにでも逃げ出したい。……でも。

　チラッと磯部さんを盗み見る。

　磯部さんは私に、上杉さんが好きだと言った。私には渡さないと。それにこの前だって、私のせいで上杉さんとの食事を台無しにしちゃったよね。

　私はまだ磯部さんに自分の気持ちを伝えていない。何より私も上杉さんのことが好きだと気づいた。彼に対する想いは日に日に強くなっている。

　まだ上杉さんのことを好きになって日は浅いし、私は磯部さんほど完璧な女性じゃない。むしろ欠点だらけだと思う。だけど上杉さんを想う気持ちは、負けたくない。

　ここで逃げたらダメだと自分を奮い立たせ、声をあげた。

「あの……少しよろしいでしょうか？」

　少しだけ震える声で問うと、彼女は手を止めてまっすぐに私を見た。

「なんでしょうか？」

　真正面で見ると、磯部さんは同性ながらやっぱりドキッとするほど綺麗な人だ。おまけに仕事もデキる。なぜ上杉さんが彼女のことを好きにならないか不思議なほど。でも私のことを好きだと言ってくれる上杉さんを信じたい。

「この前はお食事の邪魔をしてしまい、申し訳ありませんでした」

　まずはこの前のことを謝罪すると、磯部さんは小さく息を吐いた。

「謝る相手が違うんじゃないですか？」

「え？」

　顔を上げると、鋭い眼差しを向けられて怯む。

「週明けの月曜日に、上杉部長から聞きました。……ご家庭で何があったかわかりませんが、多忙な上杉部長を自分のワガママで振り回すのはどうかと思いますけど。彼、あなたが心配だからって無理して仕事を切り上げているんですよ？　お嬢様は、迷惑をかけていることもわからないんですか？」

　彼女に返す言葉が見つからない。

　上杉さん、仕事が落ち着いたから早く帰ってきていたわけじゃないんだ。私のせいなんだ。それなのに私は気づかず、彼と過ごす時間が嬉しくて幸せで浮かれていた。

「彼の仕事を邪魔するのだけはやめてください。……本当、どうして上杉部長はあなたみたいな人がいいのかわかりません」

　彼女の言葉が鋭い刃と化して胸に突き刺さる。

　本当に何も言い返せない。だって磯部さんの言う通りだから。

「上杉部長が選んだ人なら、私は全力で応援しようと思っていましたが、あなたのような人なら応援できそうにありません。……彼には相応しくないですから。だから有坂さんには、絶対に彼を渡したくないんです」

　磯部さんの話が引っかかった。

　だって磯部さんも上杉さんのことが好きなんだよね？　それなのに磯部さんは、上杉さんがほかの誰かと結婚しても平気なの？　応援なんてできるの？

　疑問は膨れ上がり、彼女に投げかけた。

「磯部さんは、上杉さんとずっと一緒にいたいほど好きじゃないんですか？」

「――え」

　私の話に彼女は目を見開いた。

「だって、好きなら一番そばにいたいじゃないですか。それなのに上杉さんが選んだ人なら、自分以外の人と結婚しても応援できるんですか？」

　絶対そんなことないよね？　上杉さんを好きになった今ならわかる。

　さっきまで硬い表情だった磯部さんは、困惑している。でも私を見ると、再び鋭い眼差しを向けた。

「有坂さんにはわからないでしょうね、私の気持ちなんて。……上杉部長は、将来この会社のトップに立つ人なのよ？　……あなたみたいに家柄のある人とは違うんです。私の家はごく普通の一般家庭。そんな私が上杉部長と結婚なんて、できるわけないでしょうっ……！」

　彼女の悲痛な思いに胸が苦しくなる。

　私も大きくなるにつれて、将来は両親が決めた人か、同じようにどこかの会社の息子と結婚すると思っていた。

　でもおばあちゃんたちを見て、そんな未来は嫌だと思った。普通の結婚がしたいって。だけど結局好きになったのは、両親が気に入っている取引先の上杉さんだった。だからこそ磯部さんに伝えたい。

「私はそんなことないと思います」

「あなたはそうでしょうね」

　皮肉めいた言葉で返した彼女を見つめた。

「私はずっと同じ世界の人ではなくて、ごく普通の人と結婚したいと思っていました。それが私の夢だったんです」

「……嘘でしょ？」

「嘘じゃありません。ですが結局私が好きになったのは、両親のお気に入りで、父親の会社と取引がある会社の息子である上杉さんでした。だからこそ私、思うんです。好きになったら、家柄とか関係ないって。だって結婚に大切なのはお互いの気持ちじゃないですか。人生の半分以上の時間をともに過ごしていく相手ですよ？」

　おじいちゃんとおばあちゃんを見て、切に願った。私もおばあちゃんのように、亡くなってもなお好きでいられるくらい愛する人と、結婚したいって。

「それに上杉さんは、人を見た目や家柄で判断するような人ではないです。誰にだって平等に接してくれますよね？　……それはいつも一緒に仕事をしている磯部さんが、一番よくわかっているんじゃないですか？」

「……っ！」

　彼女は唇をキュッと噛みしめるとうつむき、拳を握りしめた。

　私より長い時間、上杉さんの近くで仕事をして、彼を想ってきた磯部さんならきっと気づいていたはず。だからこそちゃんと彼女に自分の想いを伝えたい。

「磯部さんの言う通り、今の私では上杉さんに相応しくないと思います。まだまだ彼のことで知らないことがたくさんありますし、知る努力が足りていません。それに上杉さんと一緒にいられることが嬉しくて、浮かれて、彼が今どんな状況なのかまで考えることができませんでした」

　磯部さんが言ってくれなかったら、私はもっと上杉さんに迷惑をかけていたと思う。

「まだ両親と向き合う勇気が出なくて……。でも今後は上杉さんの仕事の邪魔をするようなことはしません。できるだけ早く気持ちの整理をつけて、両親と向き合います。そして自分に自信をつけたら私、上杉さんに好きって告白します」

　両親と向き合い、自分の気持ちを伝えられるようになったって、まだまだ私は上杉さんに相応しい人間になれないと思う。

　だけど好きって気持ちは伝えたい。この先もずっと彼のそばにいることができるよう、もっともっと素敵な自分になるために努力するから。

「いつか、磯部さんにも認めてもらえるような女性になります」

　そう伝えると、私は彼女の瞳を見つめる。でも磯部さんは視線を外し、何も言わずポーチを手に私の横を通り過ぎようとした。

「待ってください！」

　咄嗟に呼び止めると、磯部さんは立ち止まってくれる。だけど振り返ることなく私に背を向けたまま。姿勢のいい背中に向かって訴えた。

「磯部さんはこのままずっと気持ちを伝えなくて、後悔しないんですか？」

「……何が言いたいんですか？」

　ゆっくりと振り返った彼女は、怒りを含んだ目を私に向けた。だけど怯むことなく思ったことを口にする。

「私だってこの先どうなるかわからないですし、不安でいっぱいです。でも彼に気持ちを伝えないことには、何も始まらないから。だから告白したいんです。……磯部さんはいいんですか？　今のままで」

　上杉さんは磯部さんの気持ちに、気づいていないと思う。彼女から告白をされたら気持ちは変わり、磯部さんのことを好きになってしまうかもしれない。

　でもそうなったとしても、私にはどうすることもできない。だって上杉さんの気持ちも、磯部さんの気持ちも、私の気持ちもそれぞれのもの。他人がどうこうできるものじゃない。

　私はただ、自分の想いを精いっぱい伝えるだけ。もう素直になれずに後悔してばかりの自分とは、さよならしたいから。

　その思いで彼女に伝えたものの、磯部さんは乾いた笑い声を漏らした。

「あまりに能天気すぎて笑えてくる。お嬢様はとんだお人好しね。あまりにお人好しすぎてイライラする」

　吐き捨てるように言うと、彼女は踵を返した。

「告白でもなんでも勝手にすればいいじゃない。……ただこれ以上、上杉部長を心配させたり、困らせるようなことはしないでください」

　私を見ることなく磯部さんは化粧室から出ていった。

　次第に遠退いていく足音を聞きながら、呆然と立ち尽くしてしまう。

　後悔してほしくない一心だったけど私、余計なことを言ってしまったかもしれない。

　私は、上杉さんを想う気持ちで彼女に勝つことができるのだろうか。

　磯部さんは自分のことより、常に上杉さんのことを考えている。その証拠にさっきだって彼を心配させたり、困らせるようなことはしないでくださいって言っていた。

　あんなこと普通は言えないよね。私なんて自分のことばっかりだったもの。

　でも、上杉さんへの気持ちは、負けたくない。そのためにも強い自分になりたい。

　化粧室を出てオフィスに戻る途中、上杉さんにメッセージを送った。

【今夜、同期の子と食事に行ってきます。すみませんが、上杉さんも夕食は外で済ませてきてください】

　もちろん、真理愛と約束なんてしていない。でもこれ以上、上杉さんに迷惑をかけたくない。仕事が終わったら、実家へ行こう。正直、まだお母さんと話をするのは怖いし、私の気持ちを理解してもらえないかもしれない。

　でもその時は何度も気持ちを伝えていけばいいよね。今日伝わらなくてもいいから、しっかりもう一度向き合おう。

　そう心に決めてオフィスへ戻り、午後の勤務にあたった。










教えてくれたのは、あなたでした




【わかったよ、楽しんでおいで。だけどあまり遅くならないこと。それと帰る時は連絡して】

　仕事が終わり、スマホを確認すると上杉さんからメッセージが届いていた。【わかりました】と返信し、自分に活を入れて久しぶりに自宅へと向かう。

　磯部さんに言われたことを午後、仕事をしながらずっと考えていた。

　私……本当はお母さんと向き合うのが怖いだけなのに、理由をつけて逃げていただけなのかもしれないと。

　気持ちの整理がつくまでは会いたくないと思っていたけれど、いつになったらその整理がつくのかなって。結局会わないことには、心の整理なんてつかないんじゃないかって。

　だからお母さんに会うために家の近くまで来たものの……。情けないことに進むスピードが遅くなる。

　時刻は十八時前。お父さんはきっとまだ会社だよね？　でもお母さんはいるはず。

　家に帰って、どう切り出そうかと考えながら歩いていると、いつの間にか自宅前に着いていた。

「嘘、もう家？」

　実際に家の前に着くと、焦りを覚える。

　どうしよう、どんな顔をして帰ればいいんだろう。普通に入ってもいいのかな。

　自分の家なのに、それさえもわからなくなる。

　少しの間、不審者の如く家の周りをウロウロしていると、門扉が開く音がした。出てきたのは家政婦の山田さんだった。

「山田さん……」

　ポツリと彼女の名前を口にすると、山田さんは私を見て目を細めた。

「お久しぶりです。そしておかえりなさいませ。……奥様がずっと麻衣子さんと一度、話し合いたいとおっしゃっておりましたよ。それにとても心配されておりました」

　山田さんから話を聞き、胸が熱くなる。

「私は少々、買い物へ出掛けてまいります。旦那様は明後日まで出張でおられませんが、どうぞおふたりでごゆっくりお過ごしください」

「あ、ありがとうございます」

　きっと山田さん、私が家の周りをウロウロしていたことに気づいたんだよね？

　だって山田さんがこの時間に買い物に行くことなんて、これまでなかったもの。私とお母さんがふたりでゆっくり話ができるよう、気遣ってくれたんだ。

　深々と頭を下げて山田さんを見送り、家を見上げる。

　大丈夫、ちゃんと伝えられる。お母さんだってわかってくれるはず。

　そう自分に言い聞かせて門を潜り、鍵で玄関を開けて家の中に入った。

　家にいなかったのはたった二ヵ月くらいなのに、自分の家じゃない気がする。

　バタンとドアが閉まる音に気づいたのか、リビングからこちらに向かってくる足音が耳に届いた。

「あら、山田さん何か忘れ物？」

　開いたドアの先にいたのはお母さんで、私を見るなり驚き固まった。

「麻衣子……」

　久しぶりにお母さんに名前を呼ばれ、身体中に緊張がはしる。

「あの……」

　何か言わないと。ひどいことを言ってしまったんだもの、謝らないといけない。伝えたいことは、たくさんあるじゃない。それなのにいざお母さんを目の前にすると言葉が続かなくなる。

　玄関で立ち尽くしていると、お母さんは目を潤ませ私のほうへ駆け寄ると、勢いそのまま抱きしめられた。

「え……お母さん？」

　何年ぶりだろう、こうして抱きしめられるのは。

　幼い頃はお母さんの腕の中にすっぽり収まっていた身体は、もう大きくなっていて昔のように包み込まれることは叶わない。

　だけど、お母さんの温もりは昔と変わらない。今も私の身体に染みついている。

　私の身体をひとしきり抱きしめたあと、お母さんは離れて目を拭いながら今度は私の顔を覗き込んだ。

「ごめんなさい、麻衣子。お母さん、よかれと思って自分の気持ちを押し付けてばかりで……」

「お母さん……」

「やだ、私ったら玄関で。麻衣子が帰ってきてくれたのが嬉しくて、つい……。上がって。お茶を淹れるから。それでゆっくりお話ししましょう」

　私の肩を擦るお母さんに、目頭が熱くなる。

「……うん」

　お母さんに私の気持ちが伝わったって思ってもいいのかな。

　リビングへ向かうと、お母さんは紅茶を淹れてくれた。ソファに並んで座り、温かな紅茶を飲むと緊張が解けていく。

　少しするとお母さんはカップをテーブルに置き、口を開いた。

「麻衣子も、もう二十四歳なのよね。……ダメね、私の中ではいつまで経ってもおばあちゃんに預けた、小学校に上がる前の幼いままなの。まだ親が助けに入らないと、いけない年頃だと思っていたの」

　そう言うとお母さんはゆっくりと私を見た。

「この前、麻衣子に言われて気づいたわ。私が心配しなくても、自分で考えて生きていける歳になったんだって」

　私もカップをテーブルの上に置き、お母さんの話に耳を傾けた。

「お母さん、昔から身体が弱かったでしょ？　そのせいで、ほとんどおばあちゃんに麻衣子の子育てを任せてしまったこと、ずっと後悔していたの。だから麻衣子には絶対に幸せな結婚をしてほしかったの」

　私を見つめるお母さんの瞳が大きく揺れた。

「でもそんなの、余計なお節介だったわね。お母さんが思う麻衣子の幸せと、麻衣子が感じる幸せは違うのにね。……ごめんなさいね」

　謝るお母さんに首を左右に振る。

「ううん、そんなことないよ。私のほうこそ、この前はひどいことを言っちゃってごめんなさい。……ちゃんとわかっているから。お母さんもお父さんも、私のことを考えてくれているって。だから上杉さんとのお見合いの話をしてくれたんでしょ？」

　だからこそ私は断ることができなかった。

「最初はその……正直に言うと、お見合いなんてしたくなかった。でも今はしてよかったと思っているよ？　お見合いをしなかったら、本当の上杉さんを知ることができなかったから」

　これまで通り、顔を合わせるだけの関係だったら、私は彼のことを誤解したままだったもの。一緒に暮らして初めて知る一面もあったから。

　するとお母さんは、不安げな面持ちで聞いてきた。

「……麻衣子は、岳人君のことをその、どう思っているの？　お母さんたちは麻衣子が岳人君のことを好きだったと思っていたけど、お見合いなんてしたくなかったって言うのなら、好きじゃなかったのよね」

　たしかに最初は苦手だった。でも今は違う。

「上杉さんを好きになるきっかけをくれたお母さんとお父さんに、感謝しているよ」

「麻衣子……」

　お見合いをしなかったら、上杉さんを知ることも、好きになることもできなかったから。

「ありがとう、それを聞いてホッとしたわ」

　再び涙を流すお母さんに、胸がいっぱいになる。

「それとお仕事のこともごめんなさい。お母さん、ただ心配で……。でもお父さんにも言われたんだけど、それは岳人君と麻衣子の問題だものね、私が口出しすることじゃなかったわ」

　えっ……じゃあ、わかってくれたの？　この先、ずっと仕事を続けていくことを許してくれるの？

「あ、夕食まだよね？　ちょっと待ってて、何か作るから。たくさん作るから岳人君にも持って帰るといいわ」

　お母さんは涙を拭くと慌ただしく立ち上がり、キッチンへ駆け込む。

　冷蔵庫の中を覗き、「麻衣子の好きな、野菜がたくさん入ったお母さん特製の味噌グラタン作ってあげる」と言いながら、調理に取りかかった。

　どうしよう、聞くタイミング逃がしちゃった。それに私はまだ自分の気持ちをすべて伝えていない。でも――。

「そういえば、麻衣子に手料理を振る舞うのは久しぶりね。最近は山田さんに任せっきりにしちゃっていたから」

　カウンター越しに見える、料理を作るお母さんを眺める。

　さっきのように、これから少しずつ自分の気持ちを伝えていけばいいよね。今日はお母さんが私の気持ちをわかってくれただけで充分。

　そういえば昔も体調がよい時はお母さん、こうして手料理を振る舞ってくれたよね。

　私に栄養がある、美味しいものを食べさせるんだって一生懸命だった。だからいつもおばあちゃんと一緒に料理を作っていたことも、お母さんと一緒に作りたいことも言い出せなかったんだ。

　ゆっくりと立ち上がり、私もキッチンへ向かった。

「お母さん、手伝うよ」

「いいのよ、お仕事で疲れているでしょ？」

「ううん、大丈夫。手伝わせて」

　お母さんと並んでキッチンに立つと、袖をまくって手を洗う。

「私……本当はこうしてお母さんとキッチンに立って、一緒に料理をしたかったの」

「えっ？」

　驚くお母さんに昔、言えられなかった思いを伝えていく。

「でもお母さん、私のために一生懸命作ってくれていて、言い出せなかった。だけどこれからはちゃんと言うから。思っていること、自分がしたいことを全部お母さんとお父さんに伝える」

「麻衣子……」

　すぐには無理かもしれない。やっぱり躊ちゅう躇ちょしちゃう時があるかもしれないけれど、少しずつでいいから変わっていきたい。なんでも言えるようになりたい。

　私の幸せを願ってくれていたお母さんには、本音をいつも伝えていきたいと思う。

　正直な気持ちを伝えたはいいものの、照れくさくなる。キッチンに視線を向けると、野菜や肉が置かれていた。

「えっと、野菜切るね」

　人参と里芋を手に取り皮を剥いていると、お母さんは声を震わせた。

「ごめんなさいね、麻衣子」

「――え」

　隣を見ると、お母さんは大粒の涙を流していた。

「え、やだ、どうしたの？　お母さん」

　手にしていた野菜を置くものの、涙を流すお母さんにどう接したらいいのか困り果てる。するとお母さんはエプロンで涙を拭いながら、話しだした。

「よく思春期には反抗期があるっていうでしょ？　でも麻衣子にはなかった。聞き分けがよくて真面目で、自慢の娘だったわ。でもそれはお母さんが、麻衣子のことをしっかり見ていなかった証拠ね。本当は私たちに言いたいことがあっても、言えなかったんでしょ？」

「それは……」

　口籠もるとお母さんは察したのか、唇を噛みしめた。

「本当にごめんなさい。……これじゃ母親失格ね」

　そう言うとお母さんは、「顔を洗ってくるわ」と言い、逃げるようにキッチンをあとにする。

「あっ……」

　手を伸ばすものの、お母さんは廊下に出ていった。ドアが閉まる音が虚しく響く。

　何やっているんだろう、私。どうしてすぐに言わないの？　「母親失格なんかじゃないよ」って。だって私が悪かったから。自分の気持ちをちゃんと伝えなかった私が悪いのに……。

　泣かせたくなんてないのに、どうしてうまく伝えることができないんだろう。

　剥いただけの野菜を見つめ、呆然となる。

　ふと、顔を洗いに行っただけなのに、お母さんがなかなか戻ってこないのに気づく。

「どうしたんだろう」

　様子を見に行こうかと思ったけれど、もしかしたら私に泣き顔を見られたくなくて、顔を洗いに行くと言ったのかも……と思うと足が止まる。

　先に野菜の下準備を進めておこう。そう思い、出ていた野菜を切り刻んでいく。

　だけどそれが終わっても、お母さんは戻ってこない。さすがに遅いよね。

　廊下に出て洗面所へと向かう。

　明かりは灯っているから、いるはずだけど水の流れる音は聞こえてこない。近づいていくと次第に苦しそうな声が聞こえてきた。

「お母さん……？」

　駆け足で向かい洗面所の中に入ると、お母さんが胸元を押さえて倒れていた。

「お母さん!?」

　すぐさま駆け寄って声をかけたものの、お母さんは答えず、ただ胸を押さえるだけ。

　私は焦りを覚えた。

　昔からお母さんは身体が弱くて、何度か入退院を繰り返している。だけど、こんなに苦しんでいる姿を見たことがない。

　やだ、お母さん……このままいなくなったりしないよね？

　怖くて泣きそうになりながらも、自分を奮い立たせる。

「お母さん、待ってて。救急車呼ぶから」

　リビングへ戻り１１９番する。家には今、私しかいないんだ。私がしっかりしないでどうするの？

　オペレーターに、お母さんが急に倒れたこと、持病があること、そして自宅の住所を伝えると、すぐに救急車を向かわせると言ってくれた。

　急いでお母さんのもとへ戻ると、さっきよりつらそうな表情をしている。

　昔から心臓が弱いお母さんは、同じような発作を起こしたことがある。冷静になったその時、お父さんがしていた対処法を思い出す。

「お母さん、救急車呼んだから。もう少しだから頑張って」

　声をかけながら、衣服を緩めて仰向けに寝かせた。そして強くお母さんの手を両手で握りしめる。

　不安で怖くてたまらない。このままもう二度とお母さんと会えなくなるなんてことはないよね？　お願い、早く来て。お母さんを助けて……！




　その後、駆けつけてくれた救急隊によってお母さんは担架で運び出され、かかりつけの病院へと搬送された。

　心筋梗塞と診断され、ただちにカテーテル手術が行われたおかげで、大事には至らなかった。

　手術が終わると、医師に呼ばれ診察室に通される。そこで説明を受けて、私は愕がく然ぜんとした。

「心労からくるものかもしれません。今は落ち着いておりますが、数日入院していただき、検査をしながら様子を見ていきましょう」

　心労からくるものって……それは間違いなく、私のせいだよね？

「有坂さん……？」

　何も言わない私を、医師は心配そうに見ていた。

「すみません。……よろしくお願いします」

　慌てて頭を下げると、入院の手続きをするために緊急外来の受付に案内された。

「入院に必要な書類です。記入して捺印の上、明日受付にご提出ください。それとこちらに入院に必要なものが記載されておりますので、ご準備お願いします」

「はい、わかりました」

　書類を一式受け取り、目を通していく。

　そうだ、お父さんにも連絡をしないとだよね。

　電話をするために病院の外に出ると、夜の涼しい風に触れて、張り詰めていた糸が緩んだのか、今頃になって涙がこぼれ落ちた。

「あれ、やだ、どうして……？」

　拭っても拭っても、次から次へと溢れて止まらない。

　怖かった。洗面所で苦しんでいるお母さんを見て、もしいなくなっちゃったら……って思うと、怖くてたまらなかった。

　手術中、待合室で待っていた一時間がとても長く感じられた。恐怖に押し潰され、お父さんに連絡をすることも忘れるほど、頭がまともに働かなかった。

　私、本当に周りが見えていなすぎる。自分の気持ちを伝えたい一心で、お母さんの気持ちを考えようとしなかった。

　倒れるほど悩ませていたんだよね？　心配かけていたんだよね？

『母親失格』。そう言って謝るお母さんの言葉が、もし最後に聞いた言葉になっていたら……？

　そう思うと、怖くて涙が止まらなくなる。

　おじいちゃんやおばあちゃんとのことで、身近な人を失う悲しみは知っていたはずなのに。

　お母さんが突然いなくなるなんて、あるわけないと心のどこかで思っていたのかもしれない。まだまだずっと元気でいてくれるって。そんなことないのに……。

　こうして急に倒れることだってある。お母さんには持病があるのだから、その確率は高いのに。

　立っていられなくなり、その場にしゃがみ込んでしまう。しばし泣いたあと、お父さんに電話しないといけないことを思い出し、必死に涙を止めた。

　泣いている場合じゃない。お父さんに連絡をして、それと家を出る前にメモを残してきたけれど、山田さんも心配しているよね。

　涙を拭ってまずはお父さんに電話をかけようとした時、突然スマホが震えた。

　びっくりして、相手を確認する間もなく咄嗟に通話ボタンを押してしまうと、微かに聞こえてきた私を呼ぶ声。

『……子？　麻衣子？』

　え、この声って上杉さん？

　すぐさまスマホを耳に当てた。

「もしもし、上杉さん？」

　電話に出ると安心した声が耳に届いた。

『よかった、連絡がつかないから心配していたんだ。友達との時間が楽しくて、気づかなかったのか？』

　上杉さんの声を聞いたら、なんでだろう、安心できる。せっかく止めた涙がまた溢れてくるよ。

『麻衣子……？　どうかしたのか？』

　声をかけられ、ますます涙は溢れるばかり。

「上杉さん、どうしよう。……私のせいでお母さんが……っ」

　泣きじゃくりながら言うと、上杉さんは私を落ち着かせるようにゆっくり言う。

『おばさんがどうかしたのか？　麻衣子、ゆっくりでいいから話して』

　言われるがまま彼に、事の経緯を説明した。

　すると上杉さんはすぐさま私に代わって、お父さんに連絡をしてくれた。

　そして、私が残したメモを見て留守を守ってくれていた山田さんにも電話をして、私の家からお母さんの着替えなど、入院に必要なものを持って病院まで来ると言ってくれた。

　病室のベッドの上で眠っているお母さんについていると、コンコンとドアがノックされた。

　椅子から立ち上がり、そっとドアを開けるとそこには荷物を手にした上杉さんの姿があった。

「すみません、上杉さん。ありがとうございました」

「気にするな。……それでおばさんは？」

　上杉さんは静かにドアを閉めてお母さんの様子を窺う。

「今は落ち着いています。……明日には目を覚ますだろうってお医者さんが言っていました」

「そうか……」

　私の話を聞き安心すると、彼は荷物を個室の奥にあるテーブルの上に置いてくれた。私も彼のあとを追い、もう一度お礼を言う。

「あの、本当にありがとうございました。お父さんたちへ連絡してもらっただけではなく、こうして荷物まで持ってきてもらっちゃって……」

　本当に何度お礼を言っても足りないくらいだ。本当は全部、私がやらなくてはいけないことだったのに。

　顔を上げられずにいると、彼はそっと私の頭を撫でた。

「これくらい、なんてことないよ。……それより麻衣子こそ大丈夫か？　びっくりしたよな、急におばさんが苦しみだしたら」

　上杉さん……。

　顔を上げると優しい眼差しが向けられていた。

「頑張ったな」

　頭を撫でながらかけてくれた言葉に、涙がこぼれ落ちた。

「そんなことありません。……だってお母さんは、私のせいで倒れちゃったんですよ？　私が余計な心配をかけちゃったから……」

　自分の気持ちを伝えるにしても、もっと違うやり方があったはず。レストランで一方的に言うだけ言って、逃げ出して、すぐに会いに行くことをしなかった。

　お母さんが倒れたのは全部私のせいだよ。

　後悔でいっぱいになる私の肩を彼が急につかんだ。そして力強い瞳が向けられ、息をのむ。

「違うよ、麻衣子。麻衣子のせいじゃない。そうやって自分を責めるな」

「でもお医者さんは心労からくるものだって……」

　そう言っていた。やっぱり私のせいだよ。

　自分を責めていると、彼は私の目に溜まった涙を掬すくった。

「そうやって自分のせいだって泣いていたら、おばさんの心労はたたるばかりだぞ？」

　ソファに座るよう促されて腰を下ろすと、すぐに上杉さんも寄り添うように腰掛けた。肩に彼の腕が回り、ゆっくりと引き寄せられる。

　彼の温もりに触れて、次第に落ち着きを取り戻していく。すると自然と言葉が口を突いて出た。

「ダメですね、私。自分ではしっかりした大人のつもりなのに、全然違う。子供です。……自分の気持ちばかり押し付けて、お母さんを心配させて、上杉さんにも迷惑かけちゃって」

「俺は麻衣子に何ひとつ、迷惑なんてかけられていないけど？」

　フフッと笑いながら上杉さんは言うけど、それは私を気遣ってなんでしょ？

「私を心配してここ最近、無理して仕事を早く終わりにしてくれているんですよね？」

　彼を見ると、目を見開いたあと、気まずそうに視線を泳がせた。

「まいったな。……でもそれは俺がしたくてしていることだから。麻衣子のいる家に早く帰りたいからだよ」

「でも結局、上杉さんに迷惑かけていることに変わりありません。……本当にごめんなさい」

　上杉さんの優しさに甘えていただけだった。

「お母さんが倒れちゃったのは、理由をつけて家に帰ろうとせず、お母さんに連絡ひとつもしなかった私のせいです。もっと早く家に戻って、話し合うべきだったのに……。そうすればお母さんだって……っ」

　言葉が続かなくなる。何度後悔してもし足りない。どうして私は、あとになってから気づくんだろう。もっと早く気づけなかったんだろう。

　上杉さんは何も言わず、私に寄り添ってくれた。時折、優しく身体を擦りながら。

　少しすると彼は、ポツリ、ポツリと話しだした。

「なぁ、麻衣子……誰だって、後悔と失敗を繰り返し、時には今の麻衣子のように悩み苦しみながら生きているんじゃないか？」

「……え？」

　そう言うと上杉さんはなぜかポケットから名刺入れを出すと、その中から一枚手に取ったのは、名刺ではなく写真だった。

「恥ずかしいんだけどこれ、俺の黒歴史」

　言われるがまま彼が手にしている写真を覗き込むと、そこには高校の制服を着崩し、髪を金髪に染め、耳にはいくつものピアスをつけた上杉さんが友達と写っていた。

「え、これ、上杉さんですか？」

　そういえば、幼い頃は社交の場でよく顔を合わせていたけど、高校生になった頃から見かけなくなった。頻繁に顔を出すようになったのは、社会人になってからだよね。

　今の姿とは違いすぎていて、本当に同一人物なのかと半信半疑で写真と上杉さんを交互に見ると、彼は苦笑いした。

「高校生の時は、何もかもどうでもよくなっていてさ。自分でも荒れていたと思う」

　たしか以前、敏夫さんも言っていたよね。上杉さん、やんちゃしていた時期もあったって。

「物心ついた頃から、俺は上杉不動産の跡取り息子として、何かと周りから期待されてきた。最初はその期待に応えようと必死だったよ。勉強もスポーツでも一番を目指して、習い事もたくさんやった」

　口を挟むことなく、彼の話に耳を傾けた。

「でもいつからか、頑張ることに疲れてさ。友達は遊んで楽しく過ごしているのに、俺だけ何やっているんだろうって虚しくなった。好きでこの家に生まれてきたわけじゃないし、会社を継ぐ以外の道にも進みたいと思い始めたんだ」

　上杉さんの気持ち、わかるな。私も同じことを何度も思ってきた。好きで有坂の家に生まれてきたんじゃないって。できることなら、普通の家庭に生まれてきたかったって。

「だけどそれを両親に伝えることに躊躇して、伝えられないもどかしさにイライラしてさ。昔は相当両親……特に母さんに苦労かけたと思う。話しかけられただけで、怒鳴り散らしていた時もあったから」

　今の上杉さんからは想像さえできない。お見合いの席で見た上杉さんたち親子は、そんな過去があったとは思えないほどとても仲睦まじかった。

「でも大人になった今は、そういう時期も必要だったと思える。悩んで迷って葛藤して、他人に迷惑をかけて初めてわかることもあると思うから。だから今の俺がいるんだと信じたい」

　力強い口調で言うと、上杉さんは私の様子を窺う。

「そういうこと、麻衣子はなかったんじゃないか？　ひとりで抱え込んで我慢をして、誰にぶつけることもなく過ごしてきたんじゃないのか……？」

　上杉さんの言う通りだ。私には、皆が経験してきたような思春期というものがない。中学時代はほとんどおばあちゃんの家で過ごしていたし、お父さんの仕事は忙しくて、お母さんの体調がよい日もあまりなかった。そんな両親に何も言えなかったから。

「両親と喧嘩することもあるし、暴言を吐いたこともあった。皆、当たり前のように何かしらあった思春期が、麻衣子にはなかった。だから俺は、少しくらい反抗してワガママを言ってもいいと思うよ」

「えっ……？」

　次の瞬間、上杉さんの大きな手が私の手を包み込んだ。

「現に麻衣子は、自分のダメなところに気づけて後悔しているだろ？　誰だってそうやって成長していくんだ。大切なのはしっかり自分と向き合うことだ。そうすればきっと、麻衣子は今よりもっと強くなれると俺は信じているよ。それにどんな麻衣子だっておばさんたちは、受け止めてくれるよ」

　本当にそうなのかな。だって倒れるほど心配させて迷惑かけたのに、そんな私をまるごと受け止めてくれるのだろうか。

　不安は広がり、上杉さんに尋ねた。

「こんな私だけど、お母さんとお父さんに嫌われたりしないでしょうか……？」

　ずっと聞き分けのいい子でいたのに、呆れられたりしない？

　そんな私の不安を払拭するように、上杉さんは曇りなく笑った。

「嫌うわけないだろ？　麻衣子のご両親なんだから。……元気になったらまた麻衣子の気持ちをしっかり伝えよう。怖いなら俺が隣にいるから」

　彼の優しさに胸がいっぱいになる。嬉しくてそっと彼に体重を預けた。

「麻衣子……？」

　自ら上杉さんの胸に飛び込んだ私に、彼は戸惑っている。トクン、トクンと心臓の音が速さを増しているのが伝わってくると、安心できて不安が消えていく。

「お母さんたちに話をする時、本当にそばにいてくれますか……？」

　問うと、躊躇ためらいがちに抱きしめられた。

「あぁ、そばにいる。……絶対に」

　放たれた力強い声に幸せな気持ちでいっぱいになる。

　背中を行き来する大きな手が温かくて、今の私ならどんなことにも立ち向かえるような気がしてくるよ。

　彼の温もりに酔いしれていると、今度は上杉さんが私に聞いてきた。

「じゃあさ、俺が両親に独立をして会社を立ち上げたいって伝える時は、麻衣子が俺のそばにいてくれる？」

「えっ……？」

　顔を上げて目が合った彼は微笑んだ。

「麻衣子がそばにいてくれたら心強いから。……隣にいてくれたら、自分の気持ちを伝えられると思うんだ」

「上杉さん……」

　嬉しくて顔がニヤけそうになり、彼の胸に再び顔を埋めた。

「……私でよければ」

　そのままボソッと言うと、上杉さんはギューッと私を抱き寄せた。

「ありがとう。……ますますやる気が出たよ。いつか麻衣子と理想の施設を造れるよう、準備を頑張るよ」

　本当にそんな日がくるといいな。ずっと上杉さんのそばにいたい。そして彼とふたりで公私ともに充実した、幸せな毎日を過ごしていきたい。

　返事をするように私も彼の背中に腕を回した。

　幸せな未来が訪れるように、もっと強くなりたい。自分のことを好きになりたいし、正直な自分でありたい。大好きなお母さんやお父さんに心配をかけたり、困らせたりしたくない。そう思えたのは、全部上杉さんのおかげ。

　時には失敗をして、迷い悩むことも必要と教えてくれたから、前向きな気持ちになれているんだ。

　上杉さんにずっと好きでいてもらえるような女性になりたい。

　彼の腕の中で強く願った。










生涯寄り添っていきたい




「それじゃ俺は帰るけど……本当に大丈夫か？」

「はい、大丈夫です。遅くまで付き合わせてしまい、すみませんでした」

　夜の二十二時過ぎ。帰る上杉さんをエレベーターの前まで見送りに来た。

　私と一緒に病院に泊まると言ってくれたけれど、さすがにそこまで甘えられない。断ると、彼は渋々帰ることを了承した。

「明日また来るから。何か必要なものがあったら持ってくるけど」

　エレベーターに乗り込み、ドアを閉める前に聞かれ、特に何もないと思ったけど、ふと思い出す。

「あの、私の部屋のクローゼットの中に、プレゼントを入れたショップ袋があるんです。それを明日、持ってきてもらってもいいでしょうか？」

　それはふたりに買ったプレゼント。食事のあとに渡そうと思っていたものだ。

　一瞬、キョトンとする上杉さんだけど、ピンときたのか頬を緩ませた。

「了解。……おばさん、目を覚ましたら渡してあげるといい。絶対喜ぶから」

「……はい」

　素直に返事をすると、上杉さんは私の頭をクシャッと撫でた。それだけで胸がキュンとなる。

「また明日な。おやすみ」

「おやすみなさい」

　彼はボタンを押し、エレベーターのドアはゆっくりと閉じられていく。笑顔で手を振る姿を最後にドアはパタンと閉まり、下へと降りていった。

　来てもらって申し訳なく思いながらも、上杉さんが来てくれてすごく心強かった。だから彼がいなくなると寂しさに襲われながら、病室へと戻っていく。

　静かにドアを開けると、穏やかな顔でお母さんが眠っていた。

　寝顔を見て安心し、ベッド脇の椅子に腰掛けた。

「お母さん……ごめんね」

　ベッドにもたれかかり、うつ伏せになる。

　すぐ近くにお母さんの顔があって、規則正しい寝息が聞こえてくると安心できる。

　本当に大事に至らなくてよかった。上杉さんの話だと、明日の夜には出張を切り上げてお父さんが帰ってきてくれるらしい。それまでは私が、ずっとお母さんのそばにいる。

「早く元気になってね」

　お母さんに話したいこと、聞きたいことがたくさんあるの。私の気持ちも知ってほしいし、お母さんの気持ちも聞かせてほしい。

「今までできなかった親子喧嘩もしようね」

　今からでも遅くないよね。なんでも言い合える親子になりたい。

「あ、でも上杉さんみたいに暴言は吐かないから安心してね」

　彼から聞いた話と、見せてもらった写真を思い出して笑ってしまった。

　上杉さんにも、あんな時期があったなんて信じられないな。……でも正直、見せてもらった写真の上杉さんもカッコよかった。

　そういう話もお母さんにしたいな。……聞いてくれるかな。

　ベッドにうつ伏せになっていると、急激に眠気に襲われる。室内には看護師さんが用意してくれた簡易ベッドがあるのに。

　次第に瞼は下がり、ゆっくりと深い眠りへと落ちていった。




　その日の夜、懐かしい夢を見た。幼い頃、お母さんのベッドで一緒に寝た日の夢を。

　私が眠るまでずっと頭を撫でてくれて、それが心地よくて、眠いのにもっと撫でてほしくて必死に我慢して起きていたんだ。

　懐かしい夢に、私は幸せな気持ちで満たされていった。




「……子。……麻衣子」

　私を呼ぶ声が聞こえ、優しく身体を揺すられ眠りから覚める。

「んっ……」

　重い瞼を開けると、はっきりと私を呼ぶ声が聞こえてきた。

「おはよう、麻衣子。身体痛くない？」

　私を気遣うのはお母さんの声。

「お母さん!?」

　ハッとし勢いよく起き上がると、先に起きて座っていたお母さんは驚いた顔で私を見る。

「お母さん、大丈夫なの!?」

　心配で一気に聞くと、お母さんは口元に手を当てて笑いだした。

「もう大丈夫よ。心配かけてごめんね」

　それを聞き、ホッと胸を撫で下ろす。

「そうですよ、安心してください。もう大丈夫ですから」

　次に聞こえてきた声に心臓が飛び跳ねた。室内を見回すと、看護師さんがいて恥ずかしくなる。

　やだ、全然気づかなかった。看護師さんがいたことに。

「うん、体温も血圧も安定していますね。もう少ししたら朝食をお運びしますので、お待ちください」

「ありがとうございました」

　立ち上がり頭を下げると、看護師さんは「お大事になさってください」と、カーテンを閉めて部屋から出ていった。

　ふたりっきりになり、少し気まずく思いながらも再び椅子に腰掛けた。

「お母さん、本当に大丈夫？　もう苦しくない？」

　心配で尋ねると、お母さんはまた笑う。

「本当に大丈夫。……ごめんね、心配かけちゃって。びっくりしたでしょ？」

「……うん」

　びっくりもしたけど、何よりも怖かった。このままお母さんがいなくなっちゃったら、どうしようって。

　するとお母さんは私においでと手招きした。

「えっ？」

「いいからおいで」

　照れくさくなりながらも、お母さんの近くに椅子ごと移動すると、身体を抱き寄せられた。

　お母さんの優しい温もりに包まれて、やっと大丈夫なんだって安心できた。

　まるで幼い子供をあやすように、お母さんは私の髪を撫でていく。

　おかしいな、お母さんが目を覚ましたら話したいことがたくさんあったはずなのに、こうされていると言葉が出てこない。

　されるがままでいると、お母さんはクスクス笑いながら言った。

「心配かけて申し訳なかったけど、倒れていいこともあったわ」

「え……いいこと？」

　お母さんの顔を見ると、ニコニコ笑っている。

　いいことって何があったのだろうか。

「ごめんなさい、実は昨夜……お母さん目を覚ましていたのよね」

「昨夜って――」

「岳人君が来た頃から」

　声を被せて言うお母さんに目が丸くなる。

「嘘っ!?」

「本当」

　え、じゃあ何？　お母さんは上杉さんが来てからずっと起きていたってこと？　嘘でしょ、ちょっと待って。

　昨夜、上杉さんが来てから帰るまでの出来事を思い出す。

　彼と話したこと全部、お母さんに聞かれていたってことだよね？　どうしよう、かなり恥ずかしいんだけど！

　みるみるうちに顔が熱くなっていく。

　お母さんに対しての気持ちも口にしていたよね？　そ、それに上杉さんもいろいろと語っていた。

　ひとりパニックになっていると、お母さんは笑うばかり。ひとしきり笑ったあと、私の手を強く握りしめた。

「麻衣子の気持ちを聞けて、とても嬉しかった。……お母さんも上杉さんと同じよ。迷惑になんて思わないわ。もっとあなたの本音を聞かせてほしい」

　お母さんは申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「今回はちょっとお母さん、ひとりでいろいろ考えすぎちゃっただけなの。でも今は大丈夫。麻衣子のワガママでも暴言でも、なんでも受け止める覚悟はあるわ。だからこれからは、なんでも話してほしい。お母さんもこれまで以上にいろいろな話をさせてもらうから」

　呆然とする私の顔を覗き込み、お母さんは「わかった？」と聞いてきた。

「……うん」

　これからはなんでも話していきたい。本音で話せる親子になりたいから。

　返事をすると、お母さんは満足そうに頷いた。そして何かを思い出したように「フフフ」と笑う。

「それに安心したわ。岳人君ったら麻衣子とふたりっきりだと、あんなに甘いのね。お母さん、聞いていて恥ずかしくなっちゃったわ」

　うっ……！　お母さん、それはこっちのセリフだよ。上杉さんとのやり取りを聞かれていたかと思うと、本当に恥ずかしい。

　居たたまれなくなっていると、お母さんは私の手を握る力を強めた。

「お父さんは何千人もの社員の生活を預かっているでしょ？　失敗は許されない、そういう仕事をしているお父さんを、お母さんは結婚当初から今もずっと支えていきたいと思っているの。でもほら、お母さんこんなだから、私のほうがお父さんに迷惑をかけてばかりだった」

　初めて聞くお母さんのお父さんに対する想いに、耳を傾けた。

「麻衣子にも寂しい思いをさせてしまったわ。だからこそお母さんね、よき妻であり、よき母でありたいの。……その思いが強すぎて、結果的に麻衣子につらい思いをさせてしまった。頑張りすぎて体調を崩し、お父さんにも余計に迷惑をかけてばかりだったんだけどね」

　ひと呼吸置き、お母さんはまっすぐに私を見つめた。

「岳人君もいずれ、お父さんと同じ立場になる。だからこそ麻衣子には、好きな人をしっかり支えて、幸せな結婚生活を送ってほしかったの。……でもそれはお母さんの勝手な願いだったわね。昨日のふたりの話を聞いて、痛感させられたわ」

「お母さん……」

　ゆっくりと私の手を離すと、お母さんは自分の左手薬指にはめられている指輪を、愛しそうに見つめた。

「幸せのかたちは人それぞれよね。……お母さんとお父さんはお互いを支え合ってきた。でも麻衣子と岳人君は、ふたりで肩を並べて進んでいくのね」

　ふたりで肩を並べて進んでいく――。

　……そうでありたい。上杉さんと協力し、同じ夢に向かっていきたい。

「……うん。私、上杉さんと一緒に夢を叶えたい」

　はっきりと自分の気持ちを伝えると、お母さんは安心した顔を見せた。

「応援してる。仕事と家庭を両立するのは大変だと思うけど、そういう時は頼っていいからね？　子供が生まれたら、お母さんに預けてもいいし」

「子供って……！　お母さんってば、気が早いから！」

　結婚はおろか、私はまだ上杉さんに自分の気持ちも伝えていないというのに。なのにお母さんは不思議そうにキョトンとしている。

「あら、どうして？　だって結婚したいほど好きなんでしょ？　だったら子供が生まれる将来を見据えて当然じゃない」

「それはそうかもしれないけどっ……！」

　想像できないよ。上杉さんと私の子供ができる未来なんて。

　するとお母さんはからかい口調で聞いてきた。

「ねぇ、麻衣子は岳人君のどういうところを好きになったの？」

「えっ？」

「お母さん、聞きたいな」

　両手を合わせてお願いするお母さんに、タジタジになる。

「やだよ、恥ずかしいもの」

「いいじゃない。お母さんしか聞いていないんだから。ほら、お母さんにはなんでも話してくれるんでしょ？」

「それはっ……」

　それを言われると何も言い返せなくなる。するとお母さんは追い打ちをかけてきた。

「麻衣子はお見合いをしてから岳人君のことを好きになったんでしょ？　何がきっかけで好きになったのか、すごく気になるもの」

　これは延々と追及されそうだ。観念して言葉を選び選び話した。

「上杉さんは、仕事に対して真摯に取り組んでいて、いつも社員ひとりひとりのことを気遣ってくれるの。……強い信念を持って仕事にあたっていて、家でも勉強をしているくらいで」

「そっか。……岳人君は努力家なのね」

「……うん」

　上杉さんは誰もが認める努力家だと思う。だけどそれを一切表に出さない人。

「同じ夢を持っていて、話をしていると楽しいの。それに私、彼の前では素直な自分でいられるの。何よりすごく優しい人だから好きになったんだと思う」

　敏夫さんに対する思いも素敵だと思った。強引なところがあるけど、いつも上杉さんは優しかった。そんな彼を好きにならないわけがないよね。

「麻衣子は岳人君のことが大好きなのね」

「……うん、大好き」

〝好き〟とか〝大好き〟とか、愛の言葉をたくさん使っても足りないほど好き。改めて上杉さんへの想いを実感させられていく。

　するとなぜかお母さんは、カーテンの先にあるドアのほうを見て大きな声で言った。

「聞いてました？　麻衣子は岳人君のことが大好きなんですって」

「――え」

　お母さんってば、誰に向かって言っているの？　まさか……。

　恐る恐る振り返りお母さんと同じ方向を見ると、ゆっくりとカーテンが開かれた。その先にいたのは耳まで赤く染めて口を手で覆っている上杉さんと、気まずそうにうつむくお父さんだった。

「嘘……え、どうして？」

　突然現れたふたりに、状況が理解できない。

　こちらに近づくふたりを見て、お母さんはおかしそうに笑う。

「私たちが話をしていたから、ふたりとも入るに入れなかったんでしょ。……岳人君、麻衣子の気持ちはわかっていただけたかしら？」

「……はい」

　きまりの悪そうな返事をすると、上杉さんは私を見る。

　ちょっと待って。私……お母さんと、ものすごく恥ずかしい話をしていたよね？　しかも最後には上杉さんのことが大好きとまで言った。もしかしてそれを全部聞かれていたってこと？

　上杉さんはどこか嬉しそうにしていて、お父さんは居たたまれないと言いたそうにうつむいたまま。そしてお母さんはニコニコ笑っている。

　これは間違いない。すべて聞かれていたんだ……！

　納得できると事の重大さに気づき、アタフタする。

　どうしよう、どうしたらいい!?　近いうちに上杉さんに好きって伝えるつもりだったけど、こんなかたちで伝えるつもりはなかった。しかもお父さんにまで聞かれるなんて……！

　恥ずかしすぎて、目の前に大きな穴があったらすっぽり入りたい。

　どこを見たらいいのかわからなくなり、ただ自分の膝を見つめていると、お母さんに背中を押された。

「ほら、麻衣子。お父さんも来てくれたし、お母さんはもう大丈夫だから。あなたは岳人君のマンションに一緒に帰ってゆっくり休みなさい」

　そう言うとお母さんは上杉さんを見た。

「岳人君、これからも麻衣子のことをよろしくね」

　お母さんに言われ、上杉さんは力強く答えた。

「はい、もちろんです」

　するとお母さんは、とんでもないことを言いだした。

「あ、でも今日はしっかり麻衣子を休ませてあげてね」

「……っ!?　ちょっとお母さん!?」

　一瞬、何を言っているのか理解できなかったけれど、お母さんが言いたいことがわかると、声を荒らげずにはいられなかった。

　さすがの上杉さんも返答に困り果てている。お父さんに至っては絶句していた。私たちそれぞれの様子を見て、お母さんは嬉しそうに笑うばかりだった。

　そんな非常に居心地が悪い空気の中、私と上杉さんは病室をあとにした。肩を並べて廊下を進むものの、会話はない。

　だって何を話せばいいの？　私の気持ち、知られちゃったんだよね？

　エレベーターに乗り、病院の外に出て駐車場へ向かう。

　そこで上杉さんが口を開いた。

「あのさ……」

「は、はい」

　緊張のあまり声が上擦る。お互い誰もいない駐車場で足を止め、向かい合った。

「さっき、病室で俺が聞いた話は全部夢じゃないよな？」

　恐る恐る問われた内容に、目を瞬かせてしまう。『夢じゃないよな？』なんて聞くなんて、上杉さんらしくないから。

「どうなんだ？　やっぱりおばさんを安心させるためについた嘘なのか？」

　ハラハラしながら私の答えを待つ彼の姿に、我慢できず笑ってしまった。すると当然上杉さんはムッとなる。

「どうして笑う？　こっちは気が気じゃないんだぞ？　もしかしたら本当に麻衣子も俺のことを好きになってくれたのかもしれないって」

　文句を言う上杉さんに伝えたい。彼に自信を持って気持ちを伝えることができる。だって今の私は好きだから。

「さっきお母さんと話していた時、どこから聞いていたんですか？」

　尋ねると、彼は目を泳がせた。

「悪いが、おばさんが俺のどこを好きになったのか聞いたところから。……びっくりしたよ。玄関先で有坂社長と会って、急いで出張を切り上げて今朝の便で戻ってきたと聞きながら病室の前に来たら、ふたりがそんな話をし始めたんだから」

　もしかしてお母さん、ふたりが来ていることに気づいてわざと私にあんなことを聞いてきたのかもしれない。

「そうだったんですね。……私がお母さんに話したことは全部、本当ですよ？」

「――え」

　驚く彼に今度こそ素直な想いを伝えた。

「お見合いをするまでは、上杉さんのことは正直苦手でした。……でも知れば知るほど誤解していたことに気づき、本当の上杉さんを見て知って、いつの間にかどうしようもないほど好きになっていました」

「麻衣子……」

　上杉さんは信じられないようで、瞬きすることなく私を凝視する。

「今回のことで少し強くなれたけど、私はまだまだ半人前で、この先もまた上杉さんに迷惑をかけてしまうことがあると思います。……それでも私は、上杉さんの隣にずっといたいんです。同じ夢を追いかけていきたい」

　心から思う。この先の長い人生、あなたとずっとずっと一緒にいたいと。

　そしていつまでも上杉さんに好きでいてもらえるように、自分のことをもっと好きになりたい。そんな私を今よりも彼に好きになってもらいたいから。

「上杉さんのことが好きです。……大好きです」

　笑顔で伝えると、上杉さんは大きく目を見開いたあと、思いっきり私の身体を抱き寄せた。一瞬にして包まれる彼の温もりに、胸が苦しくなる。

「上杉さん……？」

　ギューッと抱きしめられていると、ドキドキして落ち着かない。すると彼は掠れた声で囁いた。

「信じられない……」

「えっ？」

　顔だけ上げると、真剣な瞳を向けられた。

「本当だよな？　あとになって嘘でしたって言わないよな？」

　私の気持ちを疑う上杉さんに、カチンときた。だって私はこんなにも彼のことが好きなのに。

「そんなこと、絶対言いません！」

「本当に？」

「本当に！」

　強い口調で言うと、やっと信じてくれたのか表情が和らいだ。

「そうか……。じゃあ、麻衣子からキスしてくれる？」

「はい？」

　耳を疑うようなことを言いだした彼に、顔が強張る。

「何を言ってるんですか？　冗談ですよね？」

「冗談じゃないよ。だって麻衣子は俺のこと、好きなんだろ？　だったら証明してよ。でないと俺、麻衣子の気持ちを信じることができないから」

　笑顔であれこれと言う彼に面食らう。

「さっきちゃんと言ったじゃないですか」

「聞いたけど、これまでの麻衣子を思い出してよ。俺がどれだけ攻めても振り向いてくれなかったんだ。麻衣子からキスをしてもらわないと、信じることができないよ」

　とんでもないことを言いながら、上杉さんはそっと瞼を閉じた。

「周りに人は誰もいないよ。……キスしてよ、麻衣子」

　私の話など聞かず、キスを急かしてくる彼に頭の中はパンク状態。――でも上杉さんはずっと私に気持ちを伝え続けてくれた。信じてほしい、上杉さんのことが大好きだって気持ちを。

　だけどさすがに唇にするのはハードルが高すぎる。人を好きになったのが初めてだもの。当然キスだってしたことない。

　バクバクとうるさい心臓を必死に鎮めながら、彼の肩に手を乗せて背伸びした。そっと口づけをしたのは頬。これが今の私にできる精いっぱい。

「……これでいいですか？」

　恥ずかしくて視線を逸らしながら問うと、また彼は私の身体を抱きしめた。

「うん、満足。……でもやっぱり物足りないから、家に帰ったら俺からいっぱいキスさせて」

「えっ!?」

　サラリと言われたセリフにギョッとなる。

　そんな私に笑った彼だけど、急に「あ……」と声を漏らした。

「どうしたんですか？」

　不思議に思い聞くと、上杉さんは私の身体を離した。

　そして私を抱きしめる際に手離し、地面に落ちたバッグを拾い上げる。

「悪い、麻衣子。これ……」

　彼が気まずそうにバッグの中から取り出したのは、私が両親に買ったプレゼントだった。

「あ、それ……」

　そうだ、昨夜私が頼んだんだ。目を覚ましたら渡したいから持ってきてほしいと。すっかり忘れていた。

「ちょうど有坂社長もいるし、戻ろうか」

「いいんですか？」

「もちろん」

　そう言うと上杉さんは私の手を取った。

「言っただろ？　そばにいるって。どんな時も麻衣子のそばにいるから」

「上杉さん……」

　彼の気持ちが嬉しくて、私もギュッと手を握り返した。

　病室に戻ってきた私たちを見てふたりはびっくりしたけれど、同じブランドでそれぞれ長財布と二つ折り財布をプレゼントすると、「さっそく使わせてもらうよ」と喜んでくれた。

　そして彼の運転する車でマンションに戻ってきたんだけど……。

「んっ……上杉さっ……」

　家の中に入るなり、玄関先で彼は荒々しく私の唇を奪った。

　息つく暇もなく何度もキスが落とされ、次第に身体に力が入らなくなる。それに気づいた彼は、軽々と私の身体を抱き上げた。

「きゃっ!?」

　突然、身体が宙に浮き、咄嗟に彼の首に腕を回してしがみついた。その間、上杉さんは器用に私の靴を脱がして廊下を突き進んでいく。

　リビングのソファに座らせると、ピタリと私に寄り添う。すると上杉さんは申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「悪い、我慢できずに、がっつきすぎた」

　瞬時にさっきのキスを思い出し、身体中が熱くなる。

「待ってて。風呂沸かしてくるから」

「え、お風呂ですか？」

「あぁ、昨夜入れなかっただろ？　その間に何か作っておくから」

　私の頭をひと撫でして、上杉さんは立ち上がり、リビングから出ていった。彼の優しさにまた胸がときめくも、ハッとする。

　お風呂って、えっと……もしかしてそういうこと!?

　いや、でもご飯用意してくれるって言っていたし、お母さんにもあんなこと言われたし……！

　ドギマギしながらお風呂に入らせてもらい上がると、テーブルの上にはオムライスにサラダ、それとコンソメスープが用意されていた。

「悪いな、簡単なものしか用意できなくて」

「いいえ、そんな。どれも美味しそうです」

　オムライスの卵はふわふわで、とっても美味しそう。スープも野菜がたっぷり入っている。

「ほら、冷めないうちに食べて」

「あ、はい。いただきます」

　促されるがままオムライスをスプーンで掬って食べると、やっぱり美味しい。

「美味しい……」

　思わず声を漏らすと、上杉さんは安心したように微笑んだ。

「よかった。……食べたら少し寝たほうがいい。昨夜は疲れただろ？」

　彼の表情から、私を気遣ってくれているのが伝わってくる。

　さっきまでアレコレ勝手に妄想して、てんやわんやになっていた自分が恥ずかしい。

「ありがとうございます」

　至れり尽くせりで申し訳なくなる。

　美味しいオムライスをモグモグと食べていると、急に上杉さんの手が伸びてきた。

「麻衣子、ついてるよ」

　私の口についていたご飯粒を親指で掬うと、彼はぺろりと食べた。

「う、上杉さん!?」

　今、食べたよね!?

　スプーンを口に加えたままジロリと彼を睨むと、上杉さんは得意げな顔を見せる。

「いいだろ？　俺たち、両想いなんだから。……あ、もちろん寝る時は添い寝してやるからな」

「添い寝!?」

「あぁ。たくさんのおやすみのキスのオプション付き。……覚悟しろよ？」

　宣言通り彼はその日の夜、ベッドの中で数え切れないほどのキスをした。

　息が上がり、やめてと言っても何度も何度も、唇が腫れてしまうほどの甘いキスを、私が眠るまでずっと――。










強引な彼の交際宣言包囲網




　ふかふかのベッドに身を包まれ、もっと寝ていたくなる。だけどさっきからアラーム音が鳴っていて、それは叶いそうにない。

　腕を伸ばして、ベッドサイドにあるスマホを手に取ろうとすると、背後から抱きしめられた。

「んっ……どこ行くの？」

　寝起きだからか掠れた声で言うと、上杉さんは強い力で私を抱きしめる。

「どこって、もう起きる時間ですよ？」

　ドキドキしながらどうにか声を絞り出すと、彼は子供みたいなことを言いだした。

「まだ起きたくない。麻衣子とずっとこうしていたい」

　甘い声で囁かれ、朝から胸が苦しくなる。

　上杉さんと気持ちが通じ合って、一週間が過ぎた。お母さんは順調に回復しており、検査結果を待って数日後には退院できると聞いた。

　両想いになってから彼のベッドで一緒に寝ているんだけど、毎晩上杉さんは唇が腫れるほどキスをする。

「麻衣子のこと、大切にしたいから」と言う彼とはキス止まり。だけど初心者の私には、それだけでいっぱいいっぱいだった。

　こうして甘えるようなスキンシップにも、いまだに慣れない。

「上杉さん、そろそろ起きないと遅刻しますよ？」

　やんわり彼から離れようとしたけれど、さらに強い力で抱きしめられてしまった。

「大丈夫、あと少しだけ……」

　そう言ってすり寄ってくる彼に、胸をキュンとさせられる。

　気持ちが通じ合って、新たな一面を垣間見た。朝が弱いのは知っていたけど、意外と甘えたがり。そのギャップに心臓をわしづかみにされている。

　起床後、ふたりで朝食を用意して食べて、それぞれ出勤する準備に取りかかる。

「寂しいな、一日会えないのは」

「何言ってるんですか、たった一日じゃないですか」

　玄関先で名残惜しそうに私を抱きしめる上杉さんは、今日から一泊で出張に出る。

　仕事とはわかっているけど、たった一日でも会えないのは、正直私も寂しく思う。

　だけど素直に言えない私は、可愛げのないことを言ってしまった。

「そのたった一日がつらいんだろ？　俺、もう麻衣子ナシでは眠れないかも」

「なっ……!?」

　甘い言葉に思わず声を荒らげると、上杉さんはクスリと笑ったあと、そっとキスを落とした。

　一瞬の出来事に瞼を閉じることもできなかった。

「行ってくるよ。いい子で留守番してろよ？」

　小さな子供に言うようなことを口にすると、最後に私の頭を撫でて彼は出掛けていった。

　しばし玄関先で甘い余韻に酔いしれる。

　最初はキスするたびにドキドキして胸が苦しくなって仕方なかったのに、慣れたというのだろうか……。もっとキスしてほしいと願ってしまうことがある。

　キスが落とされた唇を撫でた。

　さっきのキスを思い出すと……ダメだ、恥ずかしい。上杉さんってば、ナチュラルにキスをしてくるんだもの。

　いつか毎日こうして玄関先で彼のことを送り出す日がくるのかな？　……ううん、そんな日がきてほしいな。

　上杉さんとの未来を思い描いていると、時間が経っていたことに気づく。

「あ、会社っ……！」

　慌てて戸締まりをして、私も会社に向かった。




「新婚さん、いらっしゃ～い」

「ちょっとやめてよ。新婚じゃないし」

「えー、だって晴れて本物の婚約者になったんでしょ？　一緒に暮らしているし、新婚でいいじゃない」

「違うから」

　この日の昼休み。真理愛と社食で昼食をともにしていた。

　真理愛には、上杉さんと両想いになった次の日に報告をした。すると彼女は自分のことのように喜んでくれて、詳しく話を聞かせてと催促してきた。

　それでこうして改めて面と向かって気持ちを伝えたことを報告すると、さっきの言葉がかけられたのだ。

「よかったね。正直、女豹がもっとかき乱してくると思っていたから、ヒヤヒヤしていたんだよね。これで安心安心。早く正式に婚約して結婚しちゃいなよー。そうしたら、さすがの女豹も何もできないだろうから」

「……う、ん」

　真理愛の話に頷くことしかできなかった。

　私は磯部さんの気持ちを知っている。どうしようもないことだとわかってはいるけれど、なぜかモヤモヤする。

　磯部さんに告白しますって宣言した手前、彼女に報告をしたほうがいいのだろうか……？　いやいや、するべきじゃないよね。

　磯部さんは、彼女自身の意思で彼に気持ちを伝えていない。上杉さんは私を選んでくれた。だったら私は何も気にすることなく、上杉さんのことだけを考えていればいいよね。

　そう自分に言い聞かせても、なかなか胸の中のモヤモヤが晴れない。それは午後の勤務中、ずっとだった。




　いつも通り定時でオフィスをあとにし、廊下に出るとスマホが鳴った。

「誰だろう」

　廊下の端に寄り相手を確認すると、上杉さんからだった。

　え、どうしたんだろう出張中なのに。何かあったのかな？

　不安を抱きながら電話に出る。するとすぐに電話越しに、上杉さんの焦った声が聞こえてきた。

『悪い。麻衣子、まだ会社か？』

「はい、そうですけど……」

『実は会社に書類を忘れちゃって。明日、帰ったら使いたいんだ。悪いが家に持って帰ってくれるか』

「わかりました」

　それくらいお安い御用だ。電話をしたまま部長室へと向かう。

『ありがとう、助かるよ。磯部に麻衣子が持ち帰ってくれることを伝えたから、彼女から受け取ってくれ』

「――え」

　彼女から受け取ってくれって……出張には磯部さんは同行していないの？

『頼むな』

「え、あっ……」

　立て込んでいるのか、一方的に言うと通話は切られてしまった。足を止めて立ち尽くしてしまう。

　どうしよう、まさか磯部さんは残っているなんて思わなかったし……。でも上杉さんと約束してしまった。

　磯部さんのほうにも話がいっているんだよね？　彼女から受け取ってくれって言っていたし。

　それに同じ会社で働いているんだもの。いつまでも磯部さんと顔を合わせないわけにはいかないよね。

「……よし」

　スマホをバッグにしまい、部長室へと急いだ。

　ドアをノックすると、少しして開かれた。もちろんその先にいたのは磯部さん。いつもと変わらず背筋がピンと伸びていて、カッコいい。

「あ、お疲れ様です」

「お疲れ様です。上杉部長から承っております。どうぞ」

「……失礼します」

　淡々と言う彼女に促され室内に入ると、磯部さんはテーブルの上に置いてある封筒を私に差し出した。

「こちらを上杉部長にお渡しください」

「はい、わかりました」

　彼女から封筒を受け取る。これで私の任務は完了だ。

　何か言いたい気持ちになるも、思い止まる。何を言ったってこの前のように磯部さんを不快にさせるだけ。

「ありがとうございました。では失礼します」

　踵を返し部長室から出ようとした時、不意に声がかけられた。

「私は有坂さんとは違いますから」

「――え」

　すぐに振り返ると、凛とした力強い瞳が向けられていた。

「気持ちを伝えないことに後悔はしません。……想いを伝えずに、相手の幸せを願う恋愛もあってもいいと思うから」

　そう言うと彼女は、少しだけ表情を崩した。

「上杉部長から聞きました。あなたとうまくいったことを。近いうちに、結納を交わして結婚に向けて動き始めた時に、いろいろと頼むと」

　上杉さん、話したんだ……。磯部さんに。

　彼女の気持ちを考えると複雑な気持ちになる中、磯部さんは続けた。

「悪いけど、気持ちが消えるまで勝手に好きでいさせてもらうから。もちろん仕事はこれまで通り完璧にやるわ。彼の信頼を失いたくない、私のプライドなの」

「磯部さん……」

　いつもの敬語じゃない。……これはきっと、磯部さんの本音なんだよね。

　彼女の上杉さんに対する深い想いに、気持ちが大きく揺れる。

　私は誰かを好きになったのは上杉さんが初めてで、この先も生涯彼ひとりだけでありたいと願っている。

　だから気持ちを伝えず、好きな人の幸せを願うだけの恋愛なんて……。そんなの、つらいだけじゃないのかな。本当に磯部さんはそれでいいの？

「引き止めてしまい、申し訳ありません。話はそれだけです。……お疲れ様でした」

　私にクルリと背を向けると、彼女は自分のデスクに戻って、仕事に取りかかった。

　私は磯部さんの姿を見ながら、喉元まで出かかった言葉を必死にのみ込んだ。

　何も言うべきじゃない。人にはそれぞれ思いがあって、考え方も感じ方も違う。恋愛だって同じ。いろいろなかたちがあるんだよね。

「失礼します。お疲れ様でした」

　深く頭を下げて部長室をあとにした。

　磯部さんのような素敵な女性が上杉さんの近くにいるんだもの。私は私でもっと彼に釣り合う女性になろう。

　彼女から預かった書類をしっかりと持ち、家路についた。




　それから一ヵ月。

　お母さんは無事に退院し、私は家に戻った。

　上杉さんに、両親とこれまで思うように過ごすことができなかった親子の時間を過ごしたいと相談をした。すると彼は「寂しくなるけど、少ししたら俺が麻衣子を独占することになるし、今だけは我慢するよ。めいっぱい甘えてくるといい」と言ってくれたのだ。

　まだなんでも話せる……とまではいかないけれど、お母さん、お父さんとは普通の親子のような関係を築けていると思う。

　以前にも増して会話する回数が増えたし、笑いが絶えなくなった。これからもっとふたりとの距離を縮めていきたい。

　上杉さんとの交際も順調だった。週末は必ずふたりで過ごしているし、デートにも出掛けた。

　実はいまだにキス止まりのプラトニックな関係だけど、上杉さんは『私との関係をゆっくりと進めていきたい』と言ってくれている。

　そして土曜日の今日、私と上杉さんは敏夫さんのもとを訪ねていた。

「そうか、二ヵ月後に結納を交わすのか」

　ふたりで報告すると、敏夫さんは嬉しそうに顔を綻ばせるものだから、私たちまで嬉しくなり、彼と微笑み合う。

「本当に曾孫を抱くまでは元気でいないとな」

　そんな敏夫さんに、上杉さんは冗談交じりに言う。

「いや、曾孫だけじゃなくて玄やしゃ孫ごまで抱いてよ」

　これには私もびっくりしたけれど、それ以上に敏夫さんがびっくりしている。でもすぐに声をあげて笑いだした。

「アハハッ、そうだな。曾孫まで抱いたら玄孫も抱かんとな。……どれ、今日からもっとリハビリを増やすとしよう」

　気合い充分な敏夫さんに、私と上杉さんも笑ってしまった。

　そして願った。大切な人とできるだけ長く一緒にいられるようにと――。




「じいちゃん、今日すごい喜んでいたな」

「そうですね」

　この日の夜は、上杉さんのマンションに泊まった。ベッドの中で寝る前に出た話題は敏夫さんのこと。

　彼に腕枕をしてもらい、身を寄せ合いながら敏夫さんの話をしていく。

「じいちゃん、リハビリに一生懸命だし、冗談じゃなくて本当に玄孫まで抱けちゃうかもな」

　うん、私もそんな気がしてきた。敏夫さんにはいつまでも、元気でいてほしい。

「ところで麻衣子、相談したいことが三つあるんだけど」

「え、三つですか？」

　キョトンとする私に、彼は咳払いをした。

「あぁ。まずひとつ目。俺たち、二ヵ月後には結納を交わすんだ。いい加減、名前で呼んでくれないか？」

　名前でって……。下の名前を呼んでってことだよね？

「そんな、急には無理ですよ！」

『上杉さん』ですっかり慣れちゃっているのに、今さらすぐに下の名前でなんて呼べない。

　首をブンブン振る私に、彼は不満げな顔。

「無理じゃないだろ？　それに近い将来、麻衣子も上杉になるんだぞ？　それなのにおかしいだろ？　だからほら」

　そう、だよね。夫婦になっても苗字で呼ぶなんておかしいもの。それに上杉さんは私のことを『麻衣子』って呼んでくれているし……。

　呼ぶように促され、ドキドキしながら彼の名前を呼んだ。

「……岳人さん」

　か細い声はしっかり彼の耳に届き、満足そうに笑うと「よくできました」と言いながら唇を塞がれた。

「さて、ふたつ目」

　キスの余韻でドキドキしている私を置いてけぼりにして、話を進めていく。

「そろそろ俺たちの関係を、会社で公表しないか？」

「それは……」

　岳人さんの意見はごもっともだ。結納して、正式に入籍となれば公表しないわけにはいかない。だけど……。

　私の様子を窺う岳人さんに、自分の思いを伝えた。

「あの、入籍するまでは待ってもらえませんか？　私、今月からやっと仕事をひとりで任されるようになって……。そんな時に岳人さんとの関係を公表したら、先輩たちと仕事がやりづらくなるんじゃないかと心配で……」

　これからいろいろなことを絵里さんをはじめ、先輩たちに教えてもらいたい。だけど岳人さんと結婚するって知られたら、気遣われそうで怖い。

「うーん……麻衣子の気持ちもわからなくないけど、いつかは公表するんだ。遅かれ早かれじゃないか？　それに皆、俺と結婚するからって麻衣子に対する態度は変わらないと思う」

　それはそうかもしれないけれど……やっぱり皆に知られたあとのことを考えると不安になる。

　何も言えずにいると、岳人さんは深く息を吐いた。

「わかったよ、入籍するまでは今のまま秘密にしておこう。父さんにもくれぐれも口外しないよう、きつく言っておくよ」

「ありがとうございます」

　よかった、岳人さんに私の気持ちをわかってもらえて。

　胸を撫で下ろすと、「ただし……」と彼は付け加えた。

「秘密にはするけど、バレたら公表するからな？　麻衣子は俺の婚約者だって」

「バレませんよ、今までだってバレなかったじゃないですか」

　笑って言うと、岳人さんは私の肩を押し仰向けにさせると覆い被さった。そして怪しい笑みを浮かべて私を見下ろす。

「いいや、バレるかもしれないぞ？　俺の麻衣子好きオーラに、気づくヤツがいるかもしれない」

「麻衣子好きオーラって……どんなオーラですか？　それは」

　尋ねると、岳人さんは唇が触れてしまいそうなほど顔を近づけた。

「気づかない？　俺はいつも麻衣子のことが好きってオーラを出していることに」

「残念ながら気づきませんでした」

　クスクスと笑い合いながら、どちらからともなくキスを交わす。

　キスの合間に彼は言った。

「そして三つ目。……俺たち、本当の意味で身も心も結ばれようか」

「――え」

　そう言うと岳人さんは私の首元に顔を埋めた。

「えっ、あっ……！　ちょっと待ってください」

　まだ心の準備ができていない。だけど容赦なく彼の舌が首筋を這い、パジャマのボタンが外されていく。

「大丈夫、最後まではしないから。徐々に慣らしていこう」

　私の顔を覗き込み、満面の笑みで言う。

　その夜から彼のマンションに泊まるたび、私の身体は彼を受け入れられるよう、ゆっくりと融とかされていった。




「麻衣子ちゃん、資料室から持ってきてほしいものがあるんだけどいいかな？」

「はい、もちろんです」

　結納を一ヵ月後に控えたある日。絵里さんに頼まれ、同じ階にある資料室に向かい、渡されたメモを頼りに探していると、ドアが開く音がした。

　誰か私と同じように資料を取りに来たんだ。なんて呑気に考えながらチラッと見ると、いつの間にか私の背後に立っていたのは岳人さんだったので、目を剥いた。

「え、岳人さ……じゃなくて上杉部長？　どうしてここに……？」

　焦る私を見て彼は愉快そうに笑う。

「ちょうど麻衣子が資料室に入っていくのが見えたから。……誰もいない資料室で密会。これも秘密の社内恋愛の醍醐味だろ？」

「もう、何言ってるんですか」

　彼の肩を叩いた手はつかまれ、引き寄せられた。手にしていた資料がバサバサッと音をたてて床に落ちる。

「岳人さん!?」

　つい名前で呼んでしまうと、岳人さんは私の腰に腕を回した。

「今夜は金曜日だし、泊まりに来るだろ？　……そろそろ焦らしプレイも限界。麻衣子のこと、たくさん抱かせて」

　恥ずかしいけど、私もそろそろ限界だった。彼の言葉通り、本当の意味で身も心も結ばれたいから。

　だけど言葉にして伝えるのはできなくて、返事をする代わりに頷いた。これで私の気持ちは伝わっただろうか。

「了解。じゃあ今夜は覚悟しとけよ」

　伝わってよかったけれど、岳人さんってば会社だというのにキスをしてきた。

「岳人さん、ここ会社です！」

　すぐさま抗議するものの、彼は私の身体を抱き寄せたままクスクスと笑うだけ。

「わかってるよ、でももう一回だけキスさせて」

　もう一回って……。ここは会社で勤務中なのに。

　だけど、甘い声で言われちゃうと抵抗できなくなる。

「……一回だけですよ？」

　釘を刺してそっと瞼を閉じた時、ガタガタッと騒がしい物音が資料室内に響いた。

「きゃっ!?」

　な、何!?　何事!?

　彼にしがみつき周囲を見回すと、入口のドア付近に置いてあったダンボールが崩れていて、その横で石上君が尻餅をついていた。

「え、石上君？」

　嘘、もしかして見られた？　いや、この状況もマズいでしょ！　しっかり抱き合っちゃっているもの。

　すぐさま岳人さんから離れたものの、時すでに遅し。石上君は震える手で私たちを指差した。

「え……上杉部長と有坂ってそういう関係なんですか……？」

　恐る恐る尋ねてきた石上君に、岳人さんはきつく私を抱きしめて答えた。

「麻衣子、バレちゃったものは仕方ないな。そうなんだ、実は俺たち、近々結婚するんだ」

「結婚!?」

　大きな声で驚く石上君にギョッとなる。

　だってドアは開いていて、ここはオフィスから近い場所にあるから。

「ど、どういうことですか、結婚って!!　え、いつから付き合っていたんですか!?」

　それなのに石上君は興奮した様子で立ち上がり、先ほどより声のボリュームを上げて言うものだから、ひとりハラハラしてしまう。

　あぁ、石上君やめて。それ以上しゃべらないで……！　そんな大きな声で話していたら、先輩たちが様子を見に来ちゃいそう。

　不安は見事に的中。帰りの遅い私を心配した絵里さんをはじめ、石上君の声を聞いた先輩たちがぞろぞろと資料室へやってきた。

「石上、どうしたんだ、大きな声を出して」

「フロア中に聞こえていたぞ」

「もしかして麻衣子ちゃんに、やましいことでもしたんじゃないでしょうね？」

　口々に言いながら資料室に入ってきた先輩たちも、石上君同様、私と岳人さんを見て絶句。

　これはもう完全にバレてしまった……。

　途方に暮れる私を抱きしめたまま、岳人さんは嬉しそうに堂々と交際宣言をした。

　瞬く間に、私たちのことは社内中に知れ渡ることとなった。




「おい、麻衣子。いい加減機嫌直してくれよ」

「そう簡単に直りません！」

　夜。ベッドの中で私は彼に背を向けて布団をすっぽりと頭まで被った。

　今日は大変だった。皆から質問攻めにされて。あんなかたちでバレたくなかったのに……。

「いいだろ？　いずれバレるんだし。それに皆、好意的だったじゃないか」

「それはそうですけど……」

　先輩たちは私を気遣い、「これからもバシバシ指導するからね」と言ってくれた。

　でもあんまりだ、あんなバレ方は。だって石上君に聞いたら、資料室のドアは全開になっていたというんだもの。岳人さんが意図的にバレるよう、仕向けたとしか思えない。

「なぁ麻衣子、もういいだろ？」

　布団を剥がされ、抱き寄せられる身体。

「よくありません、私は怒っているんですよ？　岳人さん、わざと資料室のドアを開けっぱなしにして、誰かに見られるように仕向けたんじゃないですか？」

　疑いをかけると、あっさりと彼は白状した。

「なんだ、バレていたか。もういい加減、麻衣子は俺のものだって宣言したかったんだよ」

　開き直る彼に呆気にとられる。でもなんか、岳人さんらしい。

「悪かったよ。……ごめん」

　そして素直に謝られちゃうと、単純な私の機嫌は直っていく。

「もうこういうことは、しないでくださいね？」

「あぁ、わかったよ」

　すると彼は「仲直りのキスをしよう」なんて、調子のいいことを言ってくる。でも拒むことなどできるはずもなく、キスに応えた。

　次第に深くなっていく口づけに上がる吐息。

「好きだよ、麻衣子……」

　愛の言葉を何度も囁きながら、彼は優しく私を融かしながら抱いた。

「子供は最低、三人は欲しいな。麻衣子は？」

「……私も三人欲しいかもです」

　優しく髪を撫でられながら、ふたりで未来の話をする。

「だけどその前に、会社を立ち上げないと。……麻衣子も協力してくれるだろ？　一緒に夢を叶えてくれるよな？」

「もちろんです」

　返事をすると、彼は嬉しそうに笑い私をきつく抱きしめた。

「ずっとふたりで幸せに頑張って生きていこうな」

「……はい」

　お互いを尊重して支え合い、時には喧嘩もしながら仲よく生きていきましょう。

　岳人さんとなら、充実した幸せな毎日を送れる。一生幸せを感じていきたい。

　彼の温もりに包まれながら、強く願った。
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マリッジブルー・パニック　岳人ＳＩＤＥ




　大安吉日に結納を取り交わし、三ヵ月後に挙式・披露宴を控えた俺たちを、きっと誰もが幸せの絶頂期だと思っているだろう。

　俺だってつい最近まではそう思っていた。麻衣子と気持ちが通じ合ってからの毎日は、言葉では言い表せないほど幸せだったから。

　だけど二週間ほど前から、呑気に幸せだと言っていられない状況に陥っていた。




『すみません、岳人さん。明日はちょっと用事があって……』

　金曜日の夜、帰宅してからすぐにソファに腰掛けて、麻衣子に明日会えないか聞くと、電話越しからは彼女の申し訳なさそうに謝る言葉が返ってきた。

「そうか、じゃあ日曜は？」

　気を取り直してめげずに尋ねると、また麻衣子は言いづらそうに言葉を濁した。

『えっと……すみません、日曜日もちょっと……』

「……そうか、用事があるなら仕方ないな。また誘うよ」

　さすがに二日とも断られるとショックが大きい。だけど悟られないよう平静を装い、通話を切った。

「用事がある、ねぇ……」

　スマホをテーブルに置き、天を仰いだ。

　麻衣子と気持ちが通じ合えてから少しして、同棲を解消した。これまで過ごせなかった親子としての時間を取り戻したいと言われたら、反対などできなかった。

　本音を言えば、たった数ヵ月間とはいえ離れたくなかった。彼女との生活はもう俺の日常の一部となっていて、家に麻衣子がいない日々に寂しさが募るばかり。

　だけど麻衣子は、やっと自分の気持ちを両親に伝えることができたんだ。本物の親子になっていきたいという彼女の気持ちを尊重したかった。

　たった数ヵ月の辛抱。それに同じ会社に勤めているし、お互いの時間が合えばいつだって会える。

　週末はよく麻衣子が泊まりに来て、ふたりっきりの時間を過ごしていた。仕事終わりにも食事に行ったりと、離れて暮らしている分、会う時間を積極的に作ってきた。

　それなのに結納を交わしてから、どことなく麻衣子の様子がおかしくなった。会ってもどこか上の空で、心ここにあらず状態。それによそよそしい時もある。

　何より麻衣子と一週間以上会えていない。どんなに仕事が忙しくても、週に一度は会っていたというのに……。

　本当に用事があるのかもしれないが、疑いたくもなる。もしかして麻衣子は、俺との結婚に迷っているのではないだろうかと。

　麻衣子の様子がおかしくなったのは結納を交わしてからだ。よく聞くマリッジブルーというものなのだろうか……。

　それとも俺自身に問題があったのか？　たしかに以前にも増して麻衣子を好きって気持ちが止まらなくなり、暴走することも度々あった。

　あまりに強引に攻めすぎて、嫌われた可能性もあり得るよな。どうする？　このまま婚約破棄されたら。

　考えたくない未来に頭を抱えていた。




「上杉部長、経理課より書類が届いております。ご確認のうえ、捺印をお願いしてもよろしいでしょうか？」

「あぁ、わかった」

　週明けの月曜日の午後。秘書の磯部から書類を渡され目を通す。

　磯部が部屋から出ていくと、仕事中にもかかわらずため息がこぼれた。

　そのまま書類を机の上に置き、背後に広がる空を見上げた。

　週末、麻衣子と過ごすつもりでいた俺は予定がなくなり、久しぶりにじいちゃんの施設を訪れた。

　麻衣子も俺とはもちろん、ひとりでも何度かじいちゃんを訪ねていると聞いている。もしかしたらじいちゃん、麻衣子から何か聞いているかもしれない。よくじいちゃんには、昔からなんでも相談していたと聞いていたから。

　純粋にじいちゃんに会いたい気持ちもあったが、麻衣子のことで何か知らないか、聞きたくて向かったものの……。

「明らかに、じいちゃん、おかしかったよな」

　誰もいない室内に漏れる自分の声。

　さり気なく麻衣子のことを聞くと、じいちゃんは過剰に反応しながら『麻衣子ちゃんから岳人のことなど、何も聞かれていないぞ？』なんて、いかにも聞いた口ぶりだった。

　じいちゃん、昔から嘘をつくのが下手だからすぐにわかる。麻衣子は間違いなく、じいちゃんに俺のことで何か相談したのだと。

　ふと目に入ったのは、自分の腕につけられている麻衣子とお揃いで買った腕時計。それと左手薬指には、結納の時に交わした婚約指輪が光っている。

　俺たちは結婚するんだ。回りくどいことをせずに、本人に聞くべきなのにそれができない。聞いてもし、婚約を解消したいと言われたら？　情けないことに麻衣子にそんなことを言われたら、俺は立ち直れる自信がない。

　すっかり手が止まっていたことに気づき、慌てて再び書類に目を通していく。しかしなかなか集中することができず、席を立って気分転換に一階の社員食堂の近くにある自販機へ向かった。

　缶コーヒーを購入し、壁に寄り掛かって苦いコーヒーを喉に流し込む。

　こういう時に限って仕事は落ち着いていて、余裕があるから困る。忙しくしていれば、こんなにもいろいろと考えることはなかったかもしれない。

　一気に飲み干して部屋に戻る途中、遠くから聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「本当にありがとうね、石上君。おかげで助かったよ」

「いやいや、役に立ててよかったよ」

　楽しげに話をしながらこちらに向かってきたのは、麻衣子と石上だった。咄嗟に物陰に隠れ、耳を澄ました。

「石上君がいなかったら、困っていたよ」

「そうかそうか、いいんだぞ？　もっと俺を頼って」

「ちょっと調子に乗りすぎ！」

　そう言って石上の肩を叩く麻衣子は本当に楽しそう。

　通り過ぎていったふたりの後ろ姿は、ああして並んでいるとお似合いのカップルに見える。

　知らなかった、石上の前で麻衣子はあんなに無邪気に笑うんだな。もしかして麻衣子、あいつのことを好きになったのだろうか……？

　いや、そんなことないはず。だが不安が押し寄せてくる。

　ふたりの声が聞こえなくなり、重い足取りで歩きだす。

　何やっているんだろう、俺は。別に隠れることなどなかったのに。麻衣子のことを好きになればなるほど、臆病になっている気がする。

　だけど今のままではよくないよな。会わずにいたら、ますます麻衣子に嫌われる可能性もある。嫌なところがあるなら言ってもらって直せばいい。

　今さら麻衣子を手離すことなんて、俺にはできないから。

　今夜にでも連絡をして会う時間を作ろうと決め、仕事に戻って集中していると、いつの間にか就業時間を過ぎていた。

「失礼します、上杉部長。申し訳ないのですが、そろそろ上がらせていただいてもよろしいでしょうか？」

「あぁ、もちろん。早く上がれる時は上がってくれ。いつも付き合わせて悪いな」

　磯部に労いの言葉をかけると、彼女は手にしていた小さな紙袋を差し出した。

「お誕生日、おめでとうございます」

「え……」

　誕生日？　……そうだ、すっかり忘れていた、今日が自分の誕生日ということに。

「悪い、いつもありがとう」

　磯部は毎年、何かしら俺にプレゼントを渡してくれていた。それも気遣ってか、かたちに残らない映画のチケットなどを。

　受け取ると、彼女は神妙な面持ちを見せた。

「今年は有坂さんがいらっしゃいますし、お渡しするか迷ったのですが、最後になるので用意させていただきました」

「最後ってどういう意味だ？」

　するといつも厳しい表情が少しだけ和らいだ。

「申し訳ありません、実は一身上の都合で二ヵ月後に退職させていただこうと考えております。後任については決まり次第、しっかりと引継ぎをさせていただきますので、ご安心ください」

「退職……そう、か」

　彼女は一身上の都合と言うが、こんなに急に退職するんだ。もしかしたら引き抜きがあったのかもしれない。

　取引先に同行してもらうと、『優秀な秘書がいてうらやましいです』と、毎回必ず言われていた。

「今後のことは決まっているのか？」

　不躾なことだとわかっているが、聞かずにはいられなかった。磯部は俺が部長職に就いてからずっと支えてくれた。

　止める権利はないが、だからこそ彼女の実力が充分発揮できる場所で、今後も活躍してほしい。

　すると彼女は声を潜めて教えてくれた。

「ご内密にお願いしたいのですが、実は転職先は上杉部長と縁のある方の会社なんです。今後も顔を合わせる機会があるかもしれませんので、よろしくお願いします」

「俺と縁のある人の会社？」

「はい」

　心当たりはある。それというのも上杉一族は会社経営をしている者が多い。そういえば最近、磯部を連れて従兄弟が経営する家具・インテリア会社に行ったが、そこであいつ……相当磯部のことを気に入っていたよな？　まさか、磯部の転職先はそこなのか？

「もしかして、あいつのところか……？」

　彼女を見るとどうやら正解だったようで、にっこり微笑んだ。

「上杉部長とは今後、何かとお付き合いが続くとおっしゃっておりました。なので顔を合わせる機会はあるかと」

　今後自分で起業する際、あいつの会社の家具を施設に取り入れる予定だ。そうなると彼女の言うように、打ち合わせなどで会う機会が増えるだろう。だけどそれを聞いて安心した。

「そうか、あいつのもとで働くんだな。……いいと思う。従兄弟の中でも昔から才能があり器量が大きいヤツだったから。磯部の実力が存分に発揮できると思う」

「ありがとうございます。残り二ヵ月間は引き続き、どうぞよろしくお願いします」

「あぁ。こちらこそ」

　そうだよな、ステップアップのためにも転職はいいと思う。そう思うのに、部長になってからずっとそばにいてくれていた彼女がいなくなるのかと思うと、少し寂しくなるな。

　背を向けて部屋を出ていこうとしたが、彼女は足を止め、振り返った。

「上杉部長。……有坂さんとどうぞお幸せになってください」

「あ、あぁ……ありがとう」

　突然、麻衣子とのことを言われ、戸惑いながら答えると、磯部は笑顔を見せた。

「ではお先に失礼します」

「お疲れ」

　彼女が出ていったあとも、心が騒ぐ。どうして磯部は急に麻衣子のことを言いだしたのだろうか。……もしや磯部に麻衣子とうまくいっていないことが、バレていたのだろうか。

　優秀な磯部だからこそあり得る話に、頭を抱える。部下にプライベートの心配までされるとは情けない。本当、どうにかしないとな。

　急いで仕事を片づけ、会社を出た。

　麻衣子に自分から会いに行こう。電話ではダメだ、顔を見て麻衣子の今の気持ちを聞かないと。

　地下駐車場に停めてある車に乗り込み、麻衣子に電話をかけると、焦った声で電話に出た。

『え、岳人さん？　もしかして、もう仕事終わっちゃいましたか？』

「あぁ……終わったけど……」

　開口一番に聞かれたことに答えると、電話の向こうが何やら慌ただしい。

『やだ、どうしよう！　きゃっ!?』

　相当慌てているようで、何か物が落ちる音が聞こえてきた。

「どうした、麻衣子、大丈夫か!?」

『すみません、大丈夫です。……あの、まだ準備が終わっていなくて。あと三十分後に帰ってきてください』

「三十分後ってどういう意味だ？　もしかして麻衣子、俺の家に来ているのか？」

　質問すると答えたくないのか、麻衣子は『絶対ですよ？』と言い、一方的に通話を切った。

　どう考えても俺の家にいるよな？

　そう思ったら居ても立ってもいられず、三十分後という約束を破って家まで車を飛ばした。

　はやる気持ちを抑えて鍵を開けて家に入ると、そこにはリビングで飾り付けをする麻衣子の姿があった。

「え……やだ、岳人さんひどい！　三十分後に帰ってきてくださいって言ったじゃないですか」

　壁に〝ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ〟のアルファベッドを貼りつけていた麻衣子は、必死に背中で隠して抗議をしてきた。

　だけど俺の耳には入らず、ただ彼女を抱きしめたくてたまらなかった。

　本能のまま麻衣子を力いっぱい抱きしめ、久しぶりに彼女の温もりに酔いしれる。

「岳人さん……？」

　いつもと様子が違う俺の名前を呼ぶ彼女に問いかけた。

「もしかして、最近様子がおかしかったのも、土日会えないって言ったのも、今日のためだったのか？　俺の誕生日を祝うために準備をしてくれていたのか？」

　腕の中にいる麻衣子は、図星ですというように身体を強張らせると、ゆっくりと顔を上げて俺を見つめた。

「初めての岳人さんの誕生日だから、盛大にお祝いしたくて……。も、もしかしてバレてましたか？」

　あわあわし始めた麻衣子が可愛くて愛しくて、笑ってしまった。

「いや、全然気づかなかったよ」

「だったらなんで笑うんですか？」

　笑われたのが癪なのか、頬を膨らませた麻衣子が本当に愛しくてたまらない。

「ごめんごめん。……最近麻衣子の様子がおかしいのも、会ってくれないのも、俺のことが嫌になったと勘違いしていたからさ。もしかしたら石上のことを好きになったのかもしれない、婚約破棄されたらどうしようとまで悩んでいた自分がバカらしくなって」

　麻衣子は俺の誕生日を祝うために準備をしてくれていたっていうのに。

　室内を見渡せば、可愛い飾り付けはもちろん、テーブルには料理にケーキが並んでいる。

　これを全部、麻衣子が用意してくれたかと思うと嬉しい。

「石上君なんてありえませんから！　それに婚約破棄したいと私が言うわけないじゃないですか！　……岳人さんにまだ伝わっていませんか？　岳人さんのことが、すごくすごく好きって気持ちが」

「麻衣子……」

　普段、素直じゃない麻衣子が、顔を真っ赤にして言うものだから本当にたまらない。

「石上君には同じ男性として、どんなものをもらったら嬉しいか聞いたんです。それと友達がバルーンアート店を経営していると聞いて、お願いをしてもらったりして」

　そうだったのか。そういえば室内にはたくさんの風船が浮かんでいる。

「私が好きなのは、この先もずっと岳人さんだけですからね？　……お誕生日、おめでとうございます」

　そう言うと麻衣子の腕が俺の背中に回り、よりいっそう彼女の温もりを感じて、愛しさが込み上げてくる。

「ありがとう、麻衣子」

　しばし抱き合っていると、麻衣子は慌てて俺から離れた。

「大変、岳人さん！　料理が冷めちゃいます」

　急いでテーブルに向かい、冷めてしまった料理をもう一度温め直そうとしているのか、キッチンへ向かう麻衣子のあとを追う。

　俺のために料理を用意してくれたのは嬉しいけれど……。

「なぁ、麻衣子」

　キッチンに立つ麻衣子を背後から抱きしめて、彼女の耳元に顔を寄せた。

「まずは、麻衣子を食べさせてくれないか？　最近会えなかったから、麻衣子不足なんだ」

「な、何を言って……」

　振り返った麻衣子の唇をすかさず塞いだ。

「んっ……」

　甘い声に触発され、抑えが利かなくなる。抱き抱えて寝室へ向かい、欲しいままに彼女を抱いた。




「もう、岳人さんってば。せっかくケーキを作ったのに生クリームが乾いちゃったじゃないですか」

　麻衣子と甘いひと時を過ごしたあと、リビングに戻ると彼女が作ってくれた料理はすっかり冷め、ケーキは乾いてしまっていた。

「いや、全然いけるよ」

　クリームを指で掬い、口に運ぶと甘さが広がる。

「本当にありがとうな、麻衣子。……嬉しいよ、誕生日を祝ってもらえて」

　改めてお礼を言うと、彼女は恥ずかしいのか目を伏せた。

「言っておきますけど、毎年しっかりお祝いさせてもらいますからね？　……楽しみにしていてください」

　そんな可愛いことを言う彼女がやっぱり愛しくて、料理を食べたあと、ひと晩中麻衣子を抱いたことは言うまでもない。










夢に向かって




　岳人さんと結納を交わし、三ヵ月後には盛大な結婚式が執り行われた。

　招待客の顔ぶれがすごくて緊張したけれど、大切な人たちに祝福されて、両親に感謝の気持ちを伝えられた、一生忘れられない結婚式となった。

　上杉麻衣子になって早半年。変わらず仕事は続けている。絵里さんをはじめ、職場の皆は以前と変わらず接してくれるし、任せてもらえる仕事も増えた。

　大好きな人と結婚できて、好きな仕事ができる毎日は、とても充実していて、怖いくらい幸せだった。それなのにさらに幸せな事実が発覚し、逆に何か不幸なことが起こるのではないかと、不安にさえなっていた。

　そんなある日の休日。今日は岳人さんの従兄弟夫婦や友人、それと真理愛たちを呼んでホームパーティーを開いていた。

　それぞれが楽しく盛り上がる中、私は今の悩みを真理愛に打ち明けた。

「やだー、これだから新婚さんは。悩みも幸せすぎて嫌になる」

　刺々しく言いながら、やさぐれる彼女に反論した。

「私はこれでも真剣に悩んでいるんだよ？　だって一気に幸せなことが起こりすぎて、心配になるじゃない？」

「まぁ……麻衣子の気持ちも、わからなくないけどさ」

　そう言うと真理愛はジュースを飲みながら、室内を見回した。

「旦那さんはパーフェクトな上杉部長で、従兄弟や友人たちも会社を経営していたり、海外で活躍していたりと、エリートばかり。おまけに親友の私はこんなに美人で優しいときたら、不安にもなるか」

「何それ、自分で言っちゃう？」

　おどけて言う真理愛につられて、つい笑ってしまった。

「そうやって笑って過ごしていればいいんじゃない？　誰にだって幸せになる権利はあるんだから。そんなことで悩まないの！」

　活を入れるように私の肩をポンと叩くと、真理愛はテーブルに並べられているサンドイッチに手を伸ばした。

　そうだよね、いちいち悩んでいたらキリがないよね。

　美味しそうに頬張る真理愛に、そっと耳打ちした。

「真理愛にも幸せになる権利はあるんだし、せっかくの機会なんだから話しかけてきたら？　……石上君に」

　彼の名前を口にした途端、彼女は目を丸くさせた。そして面白いくらいにうろたえだす。

「どうしてここで石上君が出てくるのよ。それに、なんで今日彼も呼んだわけ？」

　そうなのだ、実は今日のホームパーティーには石上君も招待した。岳人さんのことが大好きな彼は喜んで来てくれた。

「だって石上君は私の同僚で同期だもの、呼んでもおかしくないでしょ？」

「それはそうだけど……」

　バツが悪そうに言いながら、真理愛の視線は自然と石上君に向けられた。

　入社当時から『玉の輿を狙っている！』と言っていた真理愛だけど、最近の彼女はどこか様子がおかしかった。

　何やら私たちの結婚式を機に石上君との仲が急接近したようで、食事に行ったり、休日にふたりで出掛けたりしているらしい。

　まだ真理愛自身も、自分の気持ちに気づいていないのか、はっきりと石上君のことが好きとは彼女の口から聞いていない。けれど、ふたりはお似合いだと思っている。

　それに石上君は天然キャラだけど、仕事はすごくデキる。将来有望じゃないかな。真理愛の結婚相手としても条件に当てはまると思う。

　もちろんそれはまだ真理愛に言っていない。今は芽生えた気持ちを大切にしてほしいから。……とはいうものの、少しは進展してほしくて石上君と真理愛をホームパーティーに呼んだのだ。

　するとさっきまで岳人さんと話していた石上君が、上機嫌で真理愛のもとへやってきた。

「いや～楽しいな、大曽根！　ちゃんと食べてるか？　どの料理も美味かったぞ」

「やだ、やめなよ。意地汚い」

「いいだろ？　こういう機会じゃないと食べられないものばかりなんだから」

　そそくさとふたりから離れて様子を見守る。

　真理愛と話をする石上君は楽しそうだし、適当にあしらっているように見えるけど、真理愛も楽しそうだ。これはふたりがくっ付くのも、時間の問題かもしれない。

　飲み物が足りなくなっていることに気づき、ほくほくしながらキッチンに取りに来ると、すかさず私が手にしたペットボトルが奪われていった。

「ダメじゃないか、麻衣子。こんな重いものを持ったら」

　まるで子供を叱るように言うと、私は岳人さんにリビングのソファに座らされた。

「それとあまり立っているのもよくないぞ？　何かあったら大変じゃないか」

「何かあったらって……そんな、大袈裟ですよ」

「いいや、用心するに越したことはない」

　そのまま私に寄り添って腰を下ろすと、優しく私のお腹を撫でた。

「麻衣子はもうひとりの身体じゃないんだ。気をつけないと」

　そうなのだ、実は私は今、妊娠四ヵ月になる。結婚するまでは子供を持つなんて、まだまだ先だと思っていたけれど、今となっては早くお腹の中の赤ちゃんに会いたくてたまらない。

　だけど私以上に会いたいと思っているのは、岳人さんだと思う。私の妊娠が発覚するや否や、超がつくほど過保護になった。

　家のことは一切させてもらえず、仕事も休んだほうがいいと言いだす始末。もちろん仕事は続けているけど、毎日彼はハラハラしっぱなしだった。

　妊娠発覚当初に比べて今は少し過保護じゃなくなったものの、こうして何かと私の身体を気遣っている。

　それに赤ちゃんを心待ちにしているのは、私たちだけじゃない。お互いの両親にとっても初孫であり、誕生を今か今かと待っている。それは敏夫さんも同じで、生まれてくる曾孫と遊ぶために、ますますリハビリに励んでいるようだ。

　気の早い両親たちは、おもちゃや洋服など次々と買い込んで届けに来るから、おかげで納戸が赤ちゃん用品ですでにパンパンになっている。

「この子が生まれても、こうして皆で集まって賑にぎやかに過ごしたいよな」

「……そうですね」

　今日だって皆、私の妊娠を祝いたいといって集まってくれた。用意が大変だろうからと料理や飲み物を持ち寄ってくれたのだ。

　結婚式を機に、岳人さんの友人や従兄弟夫婦との交流も増えた。月に一度は皆で集まっている。

　社会人になってから真理愛という親友ができて、結婚してから友達と呼べる人が増え……。そして大好きな彼との間に赤ちゃんを授かることができて、本当に幸せ。

「おい岳人ー、お前、どれだけ奥さん大好きなんだよ。俺たちが帰ったらイチャつけばいいだろ？」

　友人たちがからかってくるのを、岳人さんは「うるさい」なんて暴言を吐いて対抗しながら笑う。

　そのあと、繰り広げられた友人と彼と軽快なやり取りを楽しみながら、願った。

　この幸せがずっと続きますように……と。




　お開きになったのは十八時頃。皆、片づけまでしっかりやってくれて、本当に頭が下がる。それにプレゼントまでたくさんもらってしまったから。

　誰もいなくなったリビングでソファに並んで座り、今日の話で盛り上がる。

「今日は楽しかったですね」

「うるさいくらいだったけどな。……でもまたやりたいな」

「はい」

　会話が途切れると、さっきまで笑っていた彼の表情がガラリと変わった。

「あのさ、麻衣子に伝えたいことがあるんだ」

　真剣な瞳を向けられ、身体中に緊張がはしる。

「なんでしょうか」

　彼のほうに身体の向きを変え聞く体勢に入る。だって岳人さんがこういう風に切り出すことは、今まで一度もなかった。きっとよほどのことなんだよね。

「以前話した、俺の夢を覚えているか？」

「夢……ですか？」

　かまえていた私は拍子抜けしてしまう。だけどもちろん覚えている。岳人さんが話してくれた夢を。

　頷くと、彼は言葉を選びながら話し始めた。

「その夢を二年後に実現しようと思うんだ。父さんにはまだ話していないが今、水面下で動いている」

「二年後……」

　そっか。〝いつか〟じゃなくて、もう、岳人さんは夢に向かって動いていたんだね。

「うまく軌道に乗るか確証はない。だけど俺はどうしても挑戦してみたいんだ。……いいか？　麻衣子と生まれてくる子供がいるのに夢を追いかけても」

　様子を窺いながら、いつになく自信なげに聞いてきた彼にすぐに答えた。

「いいに決まってるじゃないですか。それに岳人さんの夢は私の夢でもあります。……約束したじゃないですか、いつかふたりでって」

「麻衣子……」

　不安が全くないと言ったら嘘になるけれど、でもそれ以上に私も彼と同じ夢を追いかけたい。

「ありがとう、麻衣子」

　ホッとした顔を見せると、岳人さんは優しく私を抱き寄せた。

「絶対成功させるよ。……軌道に乗って生まれてくる子供が大きくなったら、いつか麻衣子も一緒にやってくれるか？」

「もちろんです」

　だって岳人さんがやろうとしていることは、私がずっとやりたい仕事だったから。

「ふたりで頑張っていきましょう」

「あぁ、そうだな」

　お互い顔を見て、自然と笑い合った。

　たとえつらい道のりだとしても、夢に向かって大好きな人とともに歩めるなら、こんなに幸せなことはないから。

ＥＮＤ










あとがき




　このたびは『絶対俺の嫁にするから～御曹司のイジワルな溺愛包囲網～』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　久しぶりにグイグイ攻めてくる、俺様ヒーローが書きたい！という思いから生まれたのが岳人でした。

　優しくて包容力がある大人の男性と、岳人のような強引でイジワルな男性。皆様はどちらの男性が好みでしょうか？

　どちらも魅力的ですが、私は優柔不断なので岳人のように多少強引でも、引っ張ってくれる人がいいかも……と、あとがきを書きながら考えておりました（笑）。

　さて、そんな強引な岳人に迫られて、アタフタする麻衣子の恋物語、少しでもお楽しみいただけたでしょうか？

　麻衣子のように、両親や家族だからこそなかなか素直になれない人も多いんじゃないかと思います。実は私も両親には、こうして執筆活動をしていることをいまだに秘密にしています。

　なかなか言うタイミングがなく、ズルズルと言えずにいます。最近はカミングアウトするタイミングを探っているので、この作品が発売される頃には打ち明けられていればいいのですが……。

　強引で俺様なヒーロー岳人にタジタジになりながらも、自分に自信を持ち、強くなっていく麻衣子とともに、岳人の言動に少しでもドキドキしていただけましたら幸いです。




　今作でも大変お世話になった説話社の阪上様、加藤様、三好様、スターツ出版の皆様。編集に携わってくださった皆様。

　素敵なカバーイラストを描いてくださった、駒宮十様。そして何より、いつも作品を読んでくださる読者の皆様。本当に本当にありがとうございました！

　今後もドキドキワクワク、胸キュンしていただける恋愛小説を書いていきたいと思います。

　またこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを願って……。




田た崎さきくるみ
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